
ISBN4-8163-4231-1 

C0073 ~1500E 

ナツメ社 I定価 4本体1500円1十税

111111111111111 II II I II I II 
9784816342318 

111111111111111 IIIIII I 1920073015000 

呵；:

I81lt紀から今Efまで、多くの人ぴとに愛されつづけているモーツァルト。
本打では、彼のたくさんの名圃のなかから20{1:品を厳選し、チャーミン
グな小品から人生の深潤をのぞくような人傑作までを、イラストや図販
をJrJいてやさしく解設します。
それぞれの聴きどころは付属のCDですぐに認くことができ、自分の耳
で実蟻しながらり：品を理解することができるようになっています。
後半では、18恨紀を生きたひとりの人IIIJとしてのモーツァルトに追ります。
“神童”と言われた天才にも、その闘代の人ぴととともに生き、笑い、泣
いたエピソードが~Mにあり、モーツァルトがぐっと身近になるはずです。
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I~~~~~~~~~ 絵と文店でわかりやすい！

Cl0r'2枚繍1 図解雑学

日本モーツァルト研究所所長洋届老ぢ睾毎~=編著

クラシックの1110)クラシック、モーツァルト。8磁で父愕1111を，'Jき、12泣で人・格的なオベラを
＇りき、 1:J殺汲やフリーメイスンなど、話題が翌};{。ヒーリングや胎教やカラダや脳にいいなど、
小息，滋なことさえ，iわれます。そのi布段と作1111家その人の4,;'りのところはどうなのか、
尖屈にIIでUでお確かめください。
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“引ーー

Iヽ--・-.. 、A心.-...,.~.ふ"--~-「コンティ公宮殿のお茶会」(1766年）

西方への大旅行の途中訪れたバリ

のコンティ公の宮殿で開かれた茶

会の様子。10歳のモーツァルトは

クラヴサンを弾いている。

「皇太子ヨーゼフ2世の結婚記

念音楽会の風暴J(1760年）
聴衆のなかに大司教シュラッテ

ンパッハと父レーオボルトのあ

いだに座る幼いモーツァルトの

姿が描かれている。（想像図）

II直胴裏し

「父子3人の奏楽図J(1763年）
幼い頃よりモーツァルトは父か

ら音楽の手ほどきを受け、瞬く

間に吸収していった。
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チュイルリ一宮殿

1778年6月18日、この宮殿のスイス人の問で初演された

〈パリ交醤曲〉は大成功をおさめた。（→ p18) 

「イタリアのモーツァルト」(1770年頃）

新発見のモーツァルトの肖像画。イタリア滞

在中の 14歳のモーツァルトの若々しい姿。

「ヴェローナのモーツァルトJ(1770年）

最初のヴェローナ滞在中のモーツァル

ト。イタリア旅行は音楽的に大きな影

幽があっただけでなく栄光に満ちた旅

行となった。
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「モーツァルト一家の肖像J(1780年）
マンハイム・バリ旅行から戻って描かれた一家の肖像画。母はパリで没したため額に入れて描かれている。

⑬ /, A,¥¥MXO WOlFGAN(,0 A¥OZAII.T A((~D ,flLARMON:lll Soto~ 
f 01 VlRJN,、

システィーナ礼拝堂内部

1770年4月11日、ここを訪れたモーツァルト

は秘曲 〈ミゼレーレ〉を聴いている。（→ p146) 
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「黄金の軍騎士勲迂をつけたモーツァルトJ
(1777年）

ローマ教皇から授与された「黄金の軍騎士勲章」

をつけた肖像画は、マルティーニ神父に贈られ

た。（→p146) 
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オペラ 〈魔笛〉より夜の女王 (1818年）

1791年9月30日に初演された 〈魔笛｝は、ウィー

ンの市民たちから熱狂的な支持を得た。（→ p92) 

（魔笛〉の小屋

ここでオベラ （魔笛〉が作曲 された。1950年

にザルツブルクのモーツァ ルテウム財団浜の

庭園に移さ れた。

ドゥーシェク夫人のピアノで 〈ドン・ ジョ

ヴァンニ〉を作曲するモーツァルト

モーツァルトはドゥーシェク夫妻の別荘

で 〈ドン ・ジョヴァンニ〉を柑き上げた。
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〈レクイエム〉より 〈イントロイトゥス〉の自箪譜

モーツァルト最後の傑作 〈レクイエム〉は現在でも多くの

ひとに愛されている。（→p102) 

vm 

ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルトは、おそらく は1仕界中でもっ

とも名の知られた西洋の作1tl1家であろう。かつて一番有名だったクラシッ

ク音楽家はベートーヴェンであった。しかし前泄紀中業に生誕200年祝

年を迎えてから、とりわけ彼の名前はポピュラーなものとなっていった。

彼の35歳と 10カ月ほどの生涯は後恨からは早祉と捉えられつづけてき

た。確かに今日の長寿社会からみればそう考えられても当然であろう。

だが彼が30年の創作活動で書き残したおよそ800LltJもの作品の声楽1111
ジャンル おぴただ

と器楽曲にわたる楽種のひろがり、名曲、佳血の態しさを知れば、そし

てその凪のみならず質の高さ、充実度を識れば、彼が'ii¥°人のみか、 多く

の天才音楽家の域をはるかに超える音楽史上空前絶後、未曾有の奇娯

であったことが了解されるだろう。

時あたかも 2006年はそのモーツァルトの生誕250年の祝年であった。

前世紀のふたつの記念年、 1956年の生誕200年と 1991年の没後200年

のあいだに彼の全創作活動を総合し、網羅した 「新モーツァルト全集」

の刊行が進められ、そして完結した一方で、 1980年代前半にはアメリカ

映画 『アマデウス』が登場し、従来支配的であった楽塑モーツァルト1象

が瓦解し、人間モーツァルトの新しいイメージが人びとの心に刻みこま

れたものだった。ところがこの映画がもたらしたのは新たなモーツァルト

神話の誕生でもあった。

と同時にモーツァル ト、 ならびに彼を象徴するもうひとつの名アマデウ

スは尚標ないし裔品名となり、数々のビジネスの標的とも餌食ともなった。

文化財ないし文化自体は涸売、経済行為に利用される迎命にある。前泄

紀最後の記念の年と今世紀最初の祝年はそうした面で狂騒の年と位骰づ

けられる。マス ・メディアはモーツァルトの名、そしてアマデウスを広告

1 



塔に仕立てあげるのに狂奔した。出版界も同然であった。2006年にはお

よそ50・llltを越えるモーツァルト本が刊行されたが、その多くは旧態依然

たる伝説、神話を垂れ流しさえしている。

そんな状況のなかで誕生した本書は、幣しいモーツァルトの作品のな

かから注目すべき作品を各ジャンルにわたって厳選し、それらの名品を

注意深く聴きこむことによって、モーツァルトの牌きと精神とに接近し、

それを読者諸兄姉自身のものとしていただくよう努めた。

モーツァルトの生誕の歩みも、また生き様も、 音楽家としての技術や

人間表現を学んだ度重なる旅も、また彼が出会ったさまざまな人たちゃ

彼をとりまく 当時の社会的状況や思想的背景も、彼の芸術の理解には必

要不可欠の知識であり、 読者諸兄姉は、むしろ作品に接近する前に、そ

うした部分を読まれることをお勧めしたい（本書では後半部分で扱って

いる）。そうした予備知識は音楽の理解の助けになることはあれ、けっし

てそれを妨げることはない。

本書記述の根本は近年のモーツァルト研究の成果をできるかぎり正確忠

実にとりこんだことである。そうした点で本書がモーツァルトを愛する読者

諸兄姉の期待に応え、 信頼されうる枕頭の書となることを願っている。

2006年9月悔老澤敏
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［凡例］

ケッヘル番号

本轡ではケッヘルの 「モーツァルト全作品主題年代順目録」初版におけるケッヘル

番号を採用し、Kで示しています。

（ケッヘル番号については204ページ参照）

楽器名

原則的に現代の楽器の名称で記しています。

脚注

-S 

本文中のゴチックの用語は、それぞれの曲の解説文の最後に説明を入れています。

(Part lのみ）

、のマークは手紙からの抜粋を示しています。

写真協力： 株式会社東美、 株式会社 PPS通信社、チェコ

政府観光局、ORIONPRESS、ウィーン楽友協

会、 ザルツブルク国際モーツァルテウム財団

図世館、 ザルツ ブルク国際モーツァルテウム

財団文胆、ザルツブルク・モーツァルト1尊物館、
海老澤敏

音源提供： ナクソス ―:、..• アンタル ・ンヤバン

口絵• 本文デザイン： 蔭山 智子
本文イラスト：岡村 奈穂美

編集協力 ：株式会社アルク出版企画 （荒井由子）

編集担当 ：矢野正基 （ナツメ出版企画株式会社）

Part 1 

モーツァルトの名曲を知る
～選りすぐり 20選～

2世紀以上ものあいだ、人びとを魅了しつづけてきた

モーツァルトの音楽。彼は生涯で 800曲にものほる作

品を書き、数多くの名曲を残した。そのなかから 20曲

を厳選し、ジャンルごとに紹介する。モーツァルトの

音楽の真髄とは？



モーツ→ルトの交響曲を知る ＇ J ! 

交響曲第 1番
変ホ長調 K16 

はじめての交響曲作曲の様子

モーツァルトは幼い頃から作曲の練習をしてきたが、早くも8歳には交響曲の作
曲がおこなわれた。姉のナンネルはモーツァルトの死後、弟のはじめての交響曲

作曲の様子を報告している。

空前絶後8歳の神童の最初の交響曲

つばみ

簾の室の下、 奮ほころ~i~少年作曲家の姿

1762年、早くも 5歳の終りに始められる、幼いヴォルフガング坊やの旅は、

ミュンヘン、ウィ ーンと宮廷めぐりの旅だった。次の西方への旅でも、、宮廷め

ぐりは ドイ ツ各地、 フランス、そしてイギリスヘと一家でつづけられていく。
担3

各地で評判をとったのは、クラヴィーア （ビアノ）の鍵盤を布で狡って弾くなど、

軽業めいた神廊ぶりだった。ドイツのまちフランクフルトでは7歳上の少年ゲー

テを、フランスはパリで宮廷人や文人たちを、そうした見世物芸でびっく りさせ、
しこう はいえつ

>(I<しませもした。ヴェルサイユ宮殿に伺候して国王ルイ 15-11卜に拝謁したことも、

モーツァルト一家にとって大変光栄なことだった。
（→ p114) 

薫は賣f•)ゆーたが―な仕事場

罰
〗
一1761年
(5歳）

アンダンテ

アレグロ

メヌエット

楽器:ピアノ (8小節-20小節）

1763年

(7歳）
ソナタ

だが、この大旅行で、モーツ ァルトは、もちろん父親レーオボル トのよき指

祁もあって、故郷ザルツブルクで早くも 5歳で試みていた作血を再開する。パ

リではチェンバロとヴァイオリンによるソナタ (K6~ K9)を、そしてロンドン

ではチェロを加えた三重奏ソナタ (KIO~KIS)を粛き、これが出版され、王

女や王妃などに献呈されている。

故郷で最初につくられたのはアンダンテやアレグロ、メヌエットといった短

い作品だったが、そんな小1111 の形式がもう少し複雑になり、急—緩—急とい

たテンポのちがった楽章で糾み立てられたものがソナタである。そうしたソナ

タの先にもっと大きな編成をもつ交評HJI(シンフォニー）が登楊する。モーツァ

ルトがロンドンでなんと 8歳という幼い年齢で;;t}いた最初の交評11りがそれにほ

かならない。

ロンドンで、私たちの父は死にかけるくらい

の病気になり、私たちはクラヴィーアに触れ

ることが許されませんでした。それでヴォル

フガングは勉強のために、あらゆ

る楽器―とくに トランペッ ト

とティンパニをともなったはじ

めての交響1111を作1111しました。

1764年

(8歳）
交響曲第1番

楽器 ：オーボエ2、ホルン2、ヴァイ
オリン2部、ヴィオラ、バス (3楽章）

モーツァル トの死の8年後に姉ナンネルはこう語っているが、

交響曲第 1番 (K16)には、 トランペ ットもテ ィンパニも含

まれていない。48歳の彼女の 13歳の頃の記憶に問違いがあ

るのだろう。K16がおそらく確実に最初の交響曲であると思

われている。K16は当時のオケの標準的な編成をもつ。
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會すでに個性的な輝きに伍めく響き

欧 蠣口な統 願-:;t-リ文テマァン・バッハとの出会い
当時ロ ントノはパリを凌ぐ音楽都市だった。大作曲家ヘンデルがまだ世を

去ったばかりのバロソク音楽の余光が消えやらぬこの楽都でも、新しい古典派
にな

時代を担う音楽家たちの活動はすでに始められていた。その多彩多様な音楽家

の活躍のなかで、大バッハの末子ヨハン ・クリスティアンは、僚友のカール ・

リードリヒ・アーベルと相たずさえて 〈バッハ＝アーベル・コンサート〉を催し、

古典派様式の交牌曲や協奏曲、 さらには室内楽曲を披露し、人気を博していた。

モーツァル トは彼らから交梱曲創作の刺激をつよく 受けたのだった。もちろ

んそれ以前から父レーオポル トやその同僚たちの交牌曲も知っていたし、加え

てアーベルの作品を、ヴォルフガングは箪写までして勉強していた。とりわけ

クリスティアンの明る<u肯れやかで淀みのない曲調、旋律美はモーツァルトの

得がたいお手本となった。

◎ モーツァルト、少年にD(j麦が道をゆく

モーツァル トのおそらくははじめての交牌曲は、 当時ロンドンで好まれてい

たイタ リアのシンフォニーア（あるいはオペラ序曲）と同様、メヌエッ トなし

の急—緩—急の 3 楽章形式で曲かれている。 まだ後年の作品のように複雑なソ

ナタ形式は使われていないが、その原形の状態で、まさに鷲がほころんで花弁
ういうい

が開き始めた初々しさが香りたつかのようだ。

それでいてこの《変ホ長調交評曲》は、すでにモーツァルトならではと思わ

せる旋律美と律動感にあふれている。また第2楽章アンダンテでホルンが評か

せる〈ド ・レ・ ファ ・ミ〉 のいわゆる〈ジュピター音形〉は、モーツァルト最

後の交評曲が到達する天上の世界を予見するかのように、あらわれるのである。
（→ p28) 

アンダンテ、アレグロ・…もともと音楽の速さをあらわす用語だが曲の名称としても使われる。
パッハ＝アーベル・コンサート…入場料を払えば誰でも入れる、現在の公開演奏会の先駆け。

16 

交愕1111第 1.1ft変ホ長調 K16

クリスティアン・バッハの影響

-
オペラ序曲
オペラの前に演奏さ れる器楽
曲。バロックの時代はフランス
式序曲 （緩—急—緩）や イタリ

ア式序曲 （急—緩—急）が好 ま

れていた。

ー

シンフォニーア

17世紀末になるとイタリア式序
曲を「シンフォニーア」と呼ぷ
ようになった。これが交響曲の
原形。

1 
交響曲
シンフォニーアの急—緩 —急の

3楽産を用い、弦楽器の合奏
にオーポエ、ホルン各2本を
加えたかたちが、初期の交醤
曲（シンフォニー）の甚礎となっ
た。クリスティアン ・バッハも
このスタイルで交響曲を作曲
していた。この3楽章の交響
曲はのちにメヌエットを加えた
急—緩— メヌエ ッ ト —急の 4 楽
章の交響曲へ発展した。

モーツァルトはクリスティアン・バッハと親密に交

流した。ロンドンではバッハがモーツァルトを膝に

のせ、国王と王妃の前で交互にチェンバロを弾い

たというエピソードが伝えられている。

交響曲第 1番

第1楽章 モルト・アレグロ R 
（きわめて速く、快活に） →

第2楽章 アンダンテ ⑱ 
（歩く速さで） → 0 

第3楽章 プレスト @ 
（きわめて速く） →

17 
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モーツァルトの交響曲を知る

交響鼎第31番 1-2 
《バリ交響曲》の初演の様子を伝えた手紙より

ニ長調 K297 《バリ》

會青春の旅は交響曲完成の一里塚

マンハイム・パリ旅行中の奮秦体験

モーツァル トは8歳ではじめて交響曲を作曲して以来、交押曲作家として数

多くの作品を誓いていた。イタリアでも、ザルツブルクでも、そしてウィーン

でもそれはつづけられる。イタ リア風シンフォニーアのほか、メヌエッ トをと

もなう 4楽章制のウィーン風の交孵曲にも印象深い、密度の涙い傑作がある。

マンハイムは音楽史に名高い楽派の本拠地だった。モーツァルトはこのまち

で曲は翡かなかったが、マンハイム楽派の交評曲作曲のノウ ・ハウを体得した。

そしてはじめて訪ねたときから 14年もの歳月をへだてたパリでは、すでにルイ

15世が世を去って、孫のルイ16世の時代に移っており、〈コンセール・スビリチュ

エル〉といった公開演奏会が盛んにおこなわれ、古典派様式の交糊曲や協奏曲

も好まれていた。
（→ p150) 

パ ）交●薗〉の初漬と母輯〇死＿と

モーツ ァル トはその演奏会の支配人］レ ・グロと知り合い、交評曲を1曲注文

される。 彼が意欲的に作曲に取り組み、この交押曲をチュイルリ一宮殿のスイ

ス人の間 （現存しない）で演奏させたのは 1778年6月中旬のことだった。その

演奏は聴衆の喝釆を浴びたものの、パリまで息子に同行 していた母親のマリー

ア ・アンナはこのコンサー トに出席できなかった。1週間ほど前に公園で散歩

した折に風邪をひき、ベッ ドに就いていたからだ。そして初演から2週間後に

異郷の地で寂しくもこの世を去ったのだ。母親が亡くなったその晩に哲かれた

父親宛の手紙には、父姉への配胞から母親の死を隠しながら、この《パリ交牌

曲〉(K297)の大成功を誇らかに語っているモーツァルトの姿がある。
（→ p122) 
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「（交響曲第31番の）

練習では大変心配で

した。生涯にこんな

下手なものは聴いた

ことがなかったから

です。でもいつもた＜

さんのものを練習す

るので、もう時間が

ありませんでした。ぽ

くはうまくいきますよ

うにと神様に祈りまし

た」

゜
声

曇 『ヨーロッパ通信』11111111111111111111111111111111111111111111111監
1778年6月26日号 口

咆体の大祝IIのIIのコンセール・スピリチュエルはモー ＝= 
圭

ツァル ト氏の交罰111によって始められた。この芸術家 言

はまことに幼い年齢の頃からクラヴサン炎者のあいだ 冒

で評判 とな っ ていたが、 今 日 ではも っ とも成熟したf~
三
：圭

1111家のなかに位Viづけられている。 言

「交響曲が始まりまし

た。ちょうど第1楽章

の真んなかへんに、

気に入られるに違い

ないとわかっている

パッセージがありま

したが、すべての聴

衆がそれで心を奪わ

れたのでした。実際、

大変な大喝采だった

のです」
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父開1111第31番二長調 K297《バリ）

會 《パリ交轡曲》は交響曲連山の分水嶺 ザルッフルクの倍の規模のオーケストラ

成功の秘訣は？

モーツァル トは自作がどんなふつに演奏されるものか心配でリハーサルを聴

きにいってびっくりした。2回のリハはいずれもあまりにも下手糞だった。も

う1度やり直してもらいたいくらいだったが別のI川の練習もあって無理だった。

当時のオーケス トラの実質的な指椰者だった〈コンツェルトマイスター〉の経
てい

験戯富な彼は、本番も同じような体たらくだったら、首席奏者からヴァイオリ

ンを蒋ってでも自分がやろうと決心して翌日会場に出向く。できばえはさすが

よかったようだ。稽古をあまりやらなくても本番はなんとかなるのが昔も今も

変わらぬ楽員の習性いや特技なのだ。

モーツァル トの 《パリ交罰Jll》は大受けだった。 聴衆の大拍手喝釆の原因は

いったいなんだったのだろうか。

〈コンセール・ スピリチュエル〉のオーケス トラは大編成だった。そんなオケ

が第1楽章やフィナーレ （終楽章）で全楽器が早いテンポでしかもユニゾンの
かっこう

最強奏で始める出方は格好よく、パリの1徳衆が待ち望んでいたものだった。モー
ごま

ツァルトはそれをとりこんでまず彼らに胡麻をすってこのシンフォニーを始め

るのだ。〈弓の最初の一弾き〉と彼が語っている総奏のことである。
らりば

ほかの工夫もいろいろと各楽章に鍍めた。フィナー レの冒頭では、逆にパリ
さかて

の聴衆の趣味を逆手にとって始める。みんながこの楽章もユニゾンの総奏で始

まると予想しているのに、なんとヴァイオリン2部の弱奏のかすかな音で出て、
そばI.:

みんなが耳を欲てたところで強奏が爆発する。そこで拍手喝釆が思わず入るの
つか

だった。1徳衆の耳を、 心を掴む達人の技でなくてなんであろうか。

コンツェルトマイス ター…現在の〈コンサー トマス ター〉（第 1ヴァイオリ ンの首席奏者で合奏

長） の 、 前身。 指揮者の役割が強い。 ユニ ソン • ••斉奏。 複数の声部が同音で演奏す るこ と 。

ロンドン（交醤曲第1番）

や、オランダ、 ウィ ーン、

イタリアで作曲された交

墟曲も、ザルツブルクと

だいたい同じくらいの規

模のオーケス トラのため

につくられている。

第31番では編成の大き

なオーケス トラを存分

に利用し、各楽器に独

立したパートを与えた。

バリの聴衆を喜ぱせたシカケ
第3楽章（フィナーレ）の冒頭

亨 ＇ァイオリンのIs小節後
← ノ弱奏で始まる

へ 1強奏になだれこむ
-

ぼくはそれをヴァイオリン2本だけでpで始めました。それも8小
節だけです。そのあとすぐにfになります。（期待どおり）聴衆はp
のあいだはシーッシーッといっていましたが、それからすぐにfにな
りました。fになるのと拍手は同時でした。

1778年7月3日 モーツァルト
~ 
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モーツァルトの交響曲を知る.・・-・ ぷヽ....,=,,..~·~· で~---~~~-~---~-~----ヽ---・-,~r:r.:-;;:-:J1. ・-. ,.. - -- -・ ・ - .- . 、̀.,"y-・,,;,

交響鼎第40番 1-3 
ヨーゼフ・ハイドンの交響曲とモーツァルトの交響曲

ト短調 K550 

きわ

古典派交響曲の絶頂を窮める

Qtl性記I暉碑としで加さ響曲
匁限1111作家モーツァル トは進化し、独自の道をたどっていく。だが、その前方

にはひとりの音楽家が巨人のように力づよく歩みつづけている姿がみえる。ほか

ならぬ交岬1U1創作の倅大な先人、ヨーゼフ ・ハイドンであった。ハイドンは、数

多くの同時代者の先陣を切ってこの種のジャンルを古典派の代表的器楽1111たらし

めた、真の功労者であった。

モーツァルトは師と仰いだそのハイドンの影聘下にありながらも、自分のユニー

クな創作活動を展Nf.lしていく。ウィーン時代に入って、とり わけ 1788年の夏の

およそ2カ月間というきわめて短い期IIりに柑き上げたいわゆる 〈三大交椰1U1〉は、

師のハイ ドンをさえ遥かに超えるものであった。

- -ー ・ー響曲〉作曲の動機と意図

モーツァル トは6月26日に第llUiの第39番変ホ長調 (K543)を完成し、つづ

いて《 卜短謂交牌1111〉第40番 (K550)を7JJ 25日に、最後に 《ジュピター交鰐1111〉

第41番 (K551)を8月 10「lに仕上げている。こうした辿作はほかの作LLLL家たち

の同様な連作交孵llll作1111の先例に1){されて、秋にでもコンサー トを1iiiして披露し

たいと考えての計画であったか。それとも楽諮の干IJ行を視野に入れてのことだ

たろうか。

ただ生前に初演された可能性は大きいとしても、具体的な記録は残されてい

ない。しかし各曲の調の選び方、形式梢造の多様さ （第111りの序奏、第21川の短

調選択、第3曲フィナーレのフーガ構造など）は、この三部作をそれぞれ異色の

個性輝く辿作としているのだ。

22 

最初の交響曲 I 最後の交響曲
代表作

第94番 卜長謂〈駕愕）

第 1番二長調 |第 104番
1791年 (59歳）

1759年 (27歳）
ニ長開 〈ロンドン〉 第 100番 卜長調〈軍隊〉

1795年 (63歳）
1794年 (62歳）

ハイドン―
第 101番二長囮 〈時計〉

(1匹年-1809年）

1794年 (62歳）

＾ 
第31番二長間 〈バリ〉

第 1番変ホ長調 1第41* I 1778年 (22歳）
1764年 (8歳） ハ長調〈ジュピター〉第35番 二長鯛〈ハーフナー〉

1788年 (32歳） 1783年 (27歳）

モーツァルト

〈三大交響曲〉

(1756年-1791年）

I 1788年 (32歳）

それそれに個性輝く
（三大交響曲）

交響曲鯖39番

曇喝J~.1~1
~ 

冒頭に

ゆるやかな序奏をもつ

温かさに溝ちた作品

交響幽鯖41書

■北■
~ 

王者の風格をもつ

厳格で華麗な作品

交響曲鯖 40書

■S掛IB■l
~ 

変ホ長調とハ長調に

はさまれて短調をとる、

美と悲しみが

結晶した作品
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交響1111第40背 卜短調 K550

短調交響曲の魔的な きの世界 《卜短調交響曲》への言葉

"fi欝烈なー豪硯性
モーツァル トの短調作品はどのジャンルでも極端に少ない。交牌曲ではわず

か2血が::-.!;:かれているにすぎない。〈小卜短調交靭曲〉（第25番、Kl83)は映画「ア

マデウス」の冒頭でサリエー リが自殺を区lる場而に使われ、その衝腺的な響き

で評判になったのが思いだされる。いずれにしても短調作品の暗い音調は後世
ふる

の聴き手の魂をも捉え上がらせている。

モーツ ァルトは短調をしばしば死の想念に関係づけて用いている。二短調

（《ドン・ジョヴァンニ》K527、《レクイエム》K626)、イ短調 （ピアノ ・ソナタ

K310、ロ ンドK5ll)、そして 卜短調ではほかに弦楽五重奏曲 (K516)などを

残している。彼がその慈図を直接言葉で伝えてくれるのは稀だが、状況証拠や

間接賽料でそれを確認することはできる。

f}_(卜耀躙交響繭r=01提え方
同時代の他の作曲家たちも桜れた短調作品を魯き残しており、とりわけハイ

ドンにかなりの秀作があるが、なぜモーツァルトの短調作品、なかでも 〈卜短

調交罰・111》がこれほどまでに注目されるのか。

ルトの没後、ロマン派の音楽家たちは、自分たちの感情過多の表現

世界と引き比べ、このi.lliにさえ 〈優美さ〉や〈天真爛没さ 〉を感じた者もいた

（シューマンとベルリオーズ）。しかしまた、この短調交靱曲は、人間の魂の奥
ひそ

底に潜むu音い激梢や腐的な性格、さらには死を、そして死の思いを表出してい

るものとさえ受けとめられてきた。

日本の文芸評論家 ・小林秀雄：は若い頃に体験したこの交響曲のフィナー レ冒

頭の評きの衝腺を語っている。

モーツ

フィナーレ…ソナタや交響曲などの複数の楽菜をもつ曲の最後の楽立のこと。フーガ構造・・・ひ
とつのパー トにあらわれたメ ロティをほかのバー トが追いかけるように模倣するような構造。

悲な苦纏に ＇

溝たされたもの
リューティ

(20世紀中薫の奮棗学奮）
., 『・

押さえようのない

永遍の憲しみ
ゥーリビシェフ

(19世紀ロシアの評論蒙）
., r■ 
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第1楽章の（ため息）音型を聴く

゜釦 一 心
]

喩

24 

第 1 楽章のテーマは曲の冒頭でヴァイオリンによって示される。 ミ b — レのため
患のような音型の連続のあと、レーシbと？度跳躍し、順次下行する。このロマ

ン的な情感にあふれたテーマは古典派の交響曲としては異例。

25 



"'一交響曲第41番 1-4 

ハ長調 K551 《ジュピター》
天上神ジュピターの音楽

合宇宙の響きを私たちに伝える交響曲

最緩の交響幽にこ＜ジュピター〉の名

モーツァル トの交聘曲にはいくつか標題がつけられている作品がある。《パ

リ〉もそのひとつだが、 〈リンツ〉や 〈プラハ〉は曲が作1ll1されたか、はじめて

演奏されたと考えられているまちの名前である。近年 《ランバッハ〉なる初期

の作品も登楊している。ほかには注文された人物の名を冠した 〈ハーフナー〉

もある。そんなニックネームのなかでひとつだけまったくちがった由来をもっ

た交靱曲がある。それが交響曲第41番ハ長調 (K551)、すなわち くジュビター

交牌曲〉である。どれもモーツァルトが世を去ってからつけられたものだが、

地名や人名がなにか散文的な感じなのに、この最後の交評曲だけは、ギリシア

神話最高神ゼウスの英語名がつけられている。それには理由があるのだ。

は体を豪利―天界Q支配者ジュピターの音楽

この交岬血は作曲者の死後、 19世紀のかなり早い時期から高い評価の的となっ

た。モーツァルトの末子フランツ ・クサーヴァーが 「器楽の最断の勝利」と父親

の最後の交牌曲を諮え、妻コンスタンツェの再婚相手で分厚い 「モーツァル ト伝j

の著者ニッセンも「すべてが天上的な属誓であり、その勢嬰きは偉大で壮麗な望の

ように心に語りかけ、心に蕊倍を吹きこむ」とこの曲の印象を語っている。

こうした捉え方は、 それ以前の 1810年代にすでに、 ドーヴァー洵峡を隔て

たイギリスでヨハン ・ペーター ・ザーロモンなる音楽家によ

でもあった。彼はこの「崇嵩無比」 な交牌曲の傑作に、 《ジュビター〉という

呼び名を与えたのである。それはこの交牌曲がもはや人知の及ばぬ天空の紐砿

てなされたこと

の産物であり、そればかりか天空の調和そのものと感じられたからであろう。

26 
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交響曲第41番について

結尾にフーガをともなった彼のハ長調の大交響曲は、

まさにすべての交響曲の筆頭におかれるべきもので

ある。この種のいかなる作品にも、天オの神的なひ

らめきが、これほどまでに明る＜、また美しく輝いて

いることはない。―すべ

ては崇高無比の芸術であ

り、その力の前には精神は

屈服し、 驚巽を感じる。

コンスタンツェの再婚相手ニ ッセンは、モーツァルト を敬愛

してやまず、 彼の芸術をこよなく 愛していた。ニッ センは自

分の特別な立場を活かして、モーツァル トの生涯と芸術につ

いての 1000ページ近くにわたる分厄い伝記をまとめ上げた。

ご二
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會驚くべき緻密な構成と神的な調和が全楽章に嗚り響く

第1楽章の壮麗にして堂々たる宇宙の光景には第 2楽章（緩徐楽章）の

悠揚迫らぬ天体の連行がつづき、私たちの耳を捉える。そして第3楽草の

天空の星々に よる舞踏が類例のない宇宙の舞踏会に私たちを招いてくれた

あと、第 4楽章フィナーレであの〈ド ・レ・ファ・ミ〉の音形が登場する。

この音型が絶妙なフーガ、星辰の世界のフーガに展開していく光景は、ま

さに古代の哲人、とりわけプラ トンが『国家論』で語っている〈天体の音楽〉、

〈宇宙の調和〉さながらのものであろう 。

それはただ単なる比喩ではなく、かつてドイツの作曲家ヨハン ・ネーポ

ムク ・ダーフィ トが音楽理論学、楽111,分析論の手法を駆使して明らかにし

たものであった。この〈 ド・レ ・ファ ・ミ〉に始め られるオクタ ーヴ全 12

こうしてモーツァル トは交押曲作曲家としての進化を、この《ジュビター父

牌曲》で完結させる。モーツァルトが 1788年夏のさなかに、その発展をこの

ハ長調の作品をもって終えたことはまこと象徴的である。彼は現存する最初の

交閻曲、8歳のときに冑かれた幼いがすでに決して稚拙ではない作品のなかで

用いた 〈ジュピター音形〉で、32歳の円熟しきった名曲 《ジュピター交評曲》

を締めくくり、 二度とふたたび交評曲作家としての活動に戻ることはなかった。

世を去るまでなおオペラ、教会作品、歌曲、そして協奏曲、 室内楽、独奏曲な

どで傑作の数々を魯きつづけるが、その3年有余の時間を残して。

緩徐楽章 ••第 1 、 4 楽章にくらべて、 ゆ っく り としたテンポの楽立。 天体の音楽… プラ ト ンは、
宇宙の構造や天体の遥行を碁礎づけるものを、一種の 「音楽」とみな した。

天空の調和と法則に支配された4つの楽章

戸 アレ~ご7チェ 汽
第1楽章は、堂々とした全管弦楽の

総奏で、ハ長調の主音（ド）を3度
力づよく打ち鳴らして開始。あいま

いなものが一切排除されたその響き

は、まるでゼウスの世界を象徴する

かのよう。

&c、 (]) '(正i、J、I •Jfi疇｀ 且)

ふ

-
~ 
cっ ヴァイオリンによって奏でられる
C 美しいメロディは、典雅で繊細。

音によって天体の運動を示すか

のように、緩やかに流れていく。

瓜

メヌエット、アレグレット
（快活にやや速く）

第1楽章に対比するような、下

降する音型で始まる。途中、第

4楽章の核となる〈ジュピター

― モルト・アレグロ （きわめて速く、快活に）

ヴァイオリンがド ・レ・ファ・ミの 〈ジュピター音型〉を静かに奏して曲が始

まる。この冒頭のメロディが第1主題。この主顆が第4楽章全体を統一するテー
マとなり、途中何度もあらわれる。最後の部分でこのテーマが追いかけっこを

するように（フーガ）重なり合い、響き合って展開するところはとくに圧巻。
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楽しみの響きから魂や宇宙の響きヘ

! 
交罰Jliすなわち英語の 〈シンフォニー〉 は、「音が一体となって聘き合う」と

いった意味のギリ シア語から由来する。これが 18世紀後半の古典派時代にオー

ケス トラで奏されるオペラ序!Iii(シンフォニーア〔伊〕）の名称にも使われたあと、

急 — 緩—急のテンポの 3 楽卒ないしメヌエット楽章を含む 4 楽邸の楽 ill!を指す

用語となった。

楽器編成も当初は基本的には弦5部 （通奏低音楽器としてチェンバロやフォ

ルテピアノを含む）にオーボエとホルン各2本の筈楽器を加えたかたちであ

たが、ほかの笠楽器やティンパニが加えられ、次第に大規板な編成となった。

ソナタ楽平を中心とする交靱ill!は、こうして器楽の王者となる。そして王侯質

族を楽しませることを目的としたものから、市民たちがコンサー ト会場で聴け

モーツァルトのおよそ501111にのぽる交牌1111は、こうした古典派交牌1111の進化、
（→ p202) 

発展の歴史を端的にたどっている、まさに奇鉛的な実例である。

第1番など最初の数1lt1はまだ骨格も定まらぬ発育中の交勢限rillだったが、その

後、ウィ ーン風の4楽章制の1111や、イタ リア風のシンフォニーアの作品がつづく。

10代後半の作品は早くもウイーン楽派の精鋭たちの作品を凌駕し、そして 《パ

リ交牌1111〉では公開コ ンサートで聴衆を魅了する。さらに故郷でいっそう成熟

した孵きをひびかせ、ウィーン時代に入ると、古典派交評I、Illの円熟のきわみ、〈性
うつわ

格表現〉のもっとも重要な描としての交孵1111の表現様式を成就する。そしてそ

れを突き抜けて、〈三大交牌1川〉の境域、人間の魂や自然や宇宙の評きの実現

にまで到るのだ。それは 19世紀の交押rlり発展史の雄ベートーヴェンの 91111の

交孵血に先立って、その創作活動の刺激となり、4葵範となるものでもあった。

30 

もっと知りたい！ モーツァルトの交響曲

ト長調 K Anh 221 

《旧ランバッハ》
1766年 (10歳）

モーツァルトのものか父のものか長らく

議論された末、近年モーツァル トのもの

だと断定されるにいたった、最初期の

交響1J11。

交響曲第35番

ニ長調 K385 

《ハーフナー》

1783年 (27歳）

ウィーン時代の最初の交響曲。ザルップルク

で親しくしていたジークムン ト・ ハーフナー

（息子）の爵位授与式の祝典音楽として作曲

された。祝祭に相応しい華やかさをもつ。

（彼の姉のためには 〈ハーフナー・セ

レナード〉が作曲されている）
（→ p45) 

交響曲第38番

ニ長調 K504 

《プラハ》

1786年 (30歳）

生前のモーツァルトをもっともあたたか

＜歓迎してくれたまち、プラハで初浙さ

れた。オペラ風の軽快さと厳格な様式

交響曲第25番

ト短調 K183 

1773年 (17歳）

21111しかない短調の交牌1ll1のうちのひ

とつで、 〈小卜短調〉とも呼ばれる。 情熱

的で悲劇的な音の世界をつくりだしてい

ハ長調 K425 

《リンツ》

1783年 (27歳）

コンスタンツェとともに故郷ザルツ

ルクに里伽り旅行をした際の帰りに立ち

寄ったリンツで作fillされた。わずか4

日間で作I.Iiiされたとの伝説的なエピ

ソードで名高い交靭itlJ。

交響曲第39番

変ホ長調 K543 

1788年 (32歳）

モーツァルトの三大交響1111の第11111。3

つの個性的な傑作のなかで、この曲は唯

ー第1楽邸にアダージョの序奏をもつ。

明る＜、優美な押きに満ちている。
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セレナード
K320 《ポストホルン》

會音楽は喜びと楽しみの贈り物

18世紀のザルツブルク。この美しい小さなカ トリ ック教会国家の首都には、

ゴシック、バロ ックなどさまざまな様式の教会が林立し、宗教的な雰囲気が充

満していたが、それでも世俗的な楽しみにも事欠くことはなかった。音楽もま

たそうだった。

モーツァルトは大司教宮廷音楽家として、ミサ曲をはじめとする教会作品を

供給したが、それだけではなかった。主君のほかにも、費族や市民、そして親

しい友人たちにも、誕生日や霊名の祝日、結婚式、それに爵位授与のお祝いな

ど機会あるごとにいろいろな器楽曲を作曲してあげたのだ。またそうした機会

のほか、食事、宴会用にもいくつもの曲を調達している。それが 〈セレナード〉

や 〈デイヴェルテイメン ト〉といった種類の曲なのである。

- '(セレナード〉、（デイヴェ）臼:イ~ト〉とは？

セレナードは「タベの曲」という意味をもつ。イタ リア語でセレナータといい、
よい

同毅語に近いノ ットウルノは「夜の曲」の意だ。お祝いは夕暮、宵、あるいは

夜に催されることが多かったためだろう。デイヴェルテイメン トはイ タリア語
デイヴェルティー レ

の 「楽しませる」からきており、そうした目的をもった楽曲ということになる。

モーツァル トはこうした音楽の供給に大いに意欲を示したものだった。この

種の作品のなかにカッサシオンなる名称の曲もある。モーツァルトがわずか 13

歳の 1769年に胄いた3曲 (K63、K99、KlOO)だが、このうちのふたつは、こ

こで紹介する 《ポス トホルン・セレナード〉(K320)と同じ Z碁予薔嵐:とし
て作曲されている。

32 
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セレナー ドニ長濶 K320《ポス トホルン》

異色のセレナード 《ポストホルン》 《ポストホルン》の楽章構成

モーツァルトがザルッ プルク で蔽後に古•いた オ ーケス ト ラ 用のセレナー ドは、

1779年8月3Flという H付をもつセ レナードニ長調、通称 《ポス トホルン〉で

ある。フルート、 オーボエ、フ ァゴッ ト、 ホルン、 トランペッ ト各2本にティン

パニ、そして第2メヌエッ トの第2トリ オにはポストホルン 1本。当時のオー

ケス トラとしてはフル編成のうえに、合計7楽章という典型的なセレナー ドの

楽序数をもち、前後にはふたつの行進1111二長調 (K335)がつけられている。

この作品は近年の研究によ って、彼が23歳の頃に試みた大学生の学期末終
7ィ・/・ール ・ムジーク

了記念の音楽〈終了音楽〉だとされた。学生たちは教従課程を終えて、秋か

尊l"J課程に進学する前に、8月におこなわれる修了式でこのセレナードを聴

くのであった。

〈終了音楽〉はまず離宮ミラベル宮の庭園で、大司教臨席のもとに演奏される。

そのあと楽貝たちは歩きながら行進1lt1をi演奏し、ザルツ ァハ河の対岸、 現旧市

街にあるベネディク ト派大学（現ザルツブルク大学）に赴き、そこでふたたび

教授陣の前で演奏する。

モーツァルトはこの1111で、彼がマンハイムやパリ で経験し、獲得したみごと

なオーケス トラの表現法を披露する。第1楽章も、ふたつのメヌエッ ト楽章も、
うれ

短調の愁いを含んだ緩徐楽邸も、棠々たる終楽章も、旅行以前の彼のセ レナー

ドの開きや楽I川の内包をはるかに超える。ポス トホルンの孵きは、学生たちの

夏の休暇への旅立ちを励ますものというより、まさにモーツ ァルト自身の、ザ

ルツブルクからの来るべき遁走、脱出のファンファー レであろう。

霊名の祝日…洗礼名の祝日。当時は誕生日よ りもこの堂名の祝日が大事にされていた。ポス ト

ホル ン•• •当時駅馬車や郵便馬車の出発や到粕などを知らせるために使われていたラ ッ バ。

雪

（終了音楽〉の演奏地図
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K388 《ナハトムジーク》

セレナードを超えた 《ハ短調セレナード》

リエ~)~漬愕 ー 一

らぴ

映画 『アマデウス』の冒頭近く。宮廷音楽家のサリエーリは、 小男の青年が
やかた じなぞ

さる館の夜会で魅力的な娘に下品な字謎を使って求婚している現場を盗み見る。

胄年は別室で自作の演奏が始まったのに気づいて駆けつける。あとを追ったサリ

エーリは、 その1Jl1のアダージョ楽章を聴いて愕然とする。それは神が口移しをし
たた ,, び

たかのような超絶の美を湛えた音楽だったのだ。あんな下卑た男に神は自分が心

底欲していた才能を与えたと知って、サリエーリは神への復制を決意する。

!Uiはモーツァルトのセレナード変口長調 (K361)通称《グラン・パルティータ》

だった。人を喜ばせるための軽い音楽のはずのセレナードが、サリエーリに魂
しんえん

の深淵を垣間見せたのだ。

~-―ウィ ーンのまーちでセ~ナ;::-~を

映画のこのシーンは純粋なフィクションだが、モーツァル トのウィーン時代

のセレナードについて思いをめぐらせるきっかけを与えてくれる。モーツァル

トは1781年春にウィーンに留る決意をする。ウィーンには管楽器の名手たちが
つど

集っていた。モーツァル トの楽オを高く評価していた皇帝ヨーゼフ 2世も、 管

楽奏者を集めて〈ハルモニームジーク〉という合奏団を組織したのだった。

モーツァル トもいくつかの箭楽合奏用のセレナー ドを手がけている。《グラン・

パルティータ》もそのひとつだが、さらに異色なiiりが目につく。この《ハ短調

セレナード》(K388)だ。短調のセレナードは 19世紀ロマン派の時代ならいざ

知らず、古典派II寺代にはめったにない。セレナー ド類はおめでたい催しや陽気
はず

で心弾む機会、またはおいしい食事を楽しむためのものだったからだ。
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管楽器のセレナード

〈ハルモニームジーク〉

1782年4月、皇帝ヨーゼフ2世が宮廷に管楽八重奏団

を創設したことをきっかけに、ウィーンでは管楽合奏が

急速に普及した。責族たちばかりでなく旅館やレストラ

ンでもこのアンサンプルをかかえるようになり、室内で

も屋外でも機会あるごとに演奏され、楽しまれていた。

多くの作曲家が管楽合奏用の曲をつくったが、モーツァ

ルトもこの頃3曲の管楽セレナードを作曲している。
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小暗い夜の闇のセレナード
《／＼短調セレナード》の聴きどころ

第 1楽章冒頭 0 

この短調のセレナードは、オーボエ、クラリネッ ト、ホルン、フ ァゴッ トそ

れぞれ2本ずつの編成で書かれている。これは〈ハルモニームジーク〉の合奏

団の基本的なかたちだが、この曲がその宮廷楽団のために翡かれたものかどう

かは不明である。

《ナハトムジーク》の名はモーツァルトが父親に宛てた手紙 (1782年7月26
ナハトムジーク

日付）に醤いている 「夜曲」による。この曲がいささか異例な点は楽章梢成

が4楽章であることだろう。それは弦楽四l重奏曲そのほかの室内楽曲の通例に
，，，ら

倣ったものであり、メヌエッ ト楽辛が複数なのが当然のセレナードからは逸脱

している。

こうした特別なセレナードを、作曲者自身が意識してのことであろうが、彼

は後年、1787年にこの曲を弦楽五重奏曲ハ短調(K406)として編曲を試みている。
デモーニッシュ

が擬えた＜魔神的〉な性格

ハ短調のこのセレナー ドは、第1楽章の冒頭から小暗くも不気味な押きで始

まり、 主調の分散和音を駆け上がり、 一瞬のためらいを見せてすぐに減7度下
のぞ

行し、表現的な対比をかたちづくつて、人間の魂の深淵を覗かせる。この情趣

は全楽章を通じて次第に談くなっていく。これこそ 20世紀初頭の研究者たち
デモーニ・ノシュ

が「魔神的」あるいは「鬼神的」 と捉えたモーツァル トの音楽に隠された性格

なのだ。
いろと'

モーツァル トの音楽は、普段は底抜けに明るく、輝かしい。とくに祝宴を彩

るセ レナードは、その特性を端的にあらわしている。だが、彼はその社交的な

楽曲のなかにでさえ、ふと、 秘められた思いを語ってく れるのだ。

主調・・・曲の基礎となる調。この曲の場合、 ハ短閣。分散和音…和音を構成する各音を、同時に

嗚らさずに順次 1音ずつ奏するもの。減7度・..不協和な音程のひとつ。激しい緊張感を生みだす。

ぶH ~ 1J" ぃ「し、ナ応‘ ~

ハ短調の主和音（ドミbソ）
の分散和音を全楽器の総

奏で駆け上がる。

このような上行と下行の対比はモーツァル トのハ短謂の作品に

共通の特徴。緊張感を高める効果がある。

短調のセレナードを作曲した訳

モーツァルトの短調のセレナードは

この曲のみだが、この曲が書かれた

1782年から、短調の作品が増えて

いる。その原因として、ヴァン・ス

ヴィーテン男爵家でのバロック音楽

体験が考えられている。バロック時

代には、モーツァルトの古典派時代

よりもずっと高い頻度で短調が使用

されていた。

△ 

ミ b — ファ＃の
減7度を下行する。
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ゴットフリート・
ヴァン・スヴィーテン

モーツァ ルトの保護者。バロック音楽を愛

好し膨大なコレクションを有していた。モー

ツァル トは男爵邸で、バロックを代表する作

曲家である大パッ ハやヘンデルなどの未知

の音楽世界を体験した。
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セレナード
K525 《アイネ・クライネ・ナハトムジーク》

最も有名なモーツァルトの名曲

日本でも世界中でも一番よく知られているモーツァル トの名曲は、おそらく

セレナード ト長調 (K525)だろう。日本では 《アイネ ・クライネ ・ナハ トムジ一

ク》とドイツ語で呼ばれ、ときには 《アイネ・クライネ》だけでも通ってしまう。

今はモーツァル トの作品もかなり多くのものがポピュラ リティを獲得している

が、古い世代のひとたちには、この 《アイネ ・クライネ》が決まってモーツァ

ルト初体験の曲なのだ。

西洋でも同じだったのだろうか。映画 『アマデウス』の冒頭近くのシーンを

思いだしてみよう。自殺未遂に終ったサリエー リが病院で療務中、若い神父が

告解を1朴lきに訪ねてくる。サリエー リは 《アイネ ・クライネ》をピアノで弾い

て聴かせる。神父は言う。「り、JIらなかった、あなたの曲だとは」

ー・ア ~ -一、....--・・・--•• -←  
~ 

このシーンもまたフィクションだ。サリエーリは1825年に世を去ったが、こ

のシーンはその2年前の 1823年の出来事だった。その頃、サリエー リの往年

の名作オペラは忘れられてしまっていたが、 一方モーツァル トのこの 《アイネ・

クライネ》の第 1楽草冒頭の有名なメロディがり、JIられていた訳でもない。この

曲の楽諮が出版されたのはサリエーリの死後、 1827年頃だったからである。

しかし出版によってこの曲が知れわたった訳でもない。演奏され始めたのは

『旧全集』版でこの曲が刊行された 1883年、つまり 19世紀後半になってから
（→ p202) 

であろっ。実際には 20世紀に入ってやっと室内楽や弦楽オーケストラのレパー

トリーと して取り上げられ始め、ようやく一般のひとたちの関心の的となった。
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ポピュラ一度ナンバー 1の名曲《アイネ・クライネ》

〈アイネ ・クライネ〉はテレピやCMなどでも多数使われ、演奏会でもよく取り上げら

れる。とくに冒頭のソ・レソ・レソレソシレ～のメロディはお馴染み。映画 「アマデウス」

でサリエーリが自分のアリアを知らないという神父に弾いて聴かせたのも、このメロディ

だった。

第1楽章冒頭 ◎
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セレナード ト lもa•1 K525《アイネ・クライネ ・ナハトムジーク》

會《,j、夜曲》―この名曲の謎を解く 『全自作品目録』より

◎-〈アイネ -~ラィ ーネ〉＿の謎

このill!にはいくつもの謎が含まれている。モーツァルトはこのセレナー ドに

1787年8月 10日という日付をつけている。ザルップル で父親レーオポルト

が亡くな たのはこの年の5月末だったが、その前後に 〈卜短調弦楽五直奏曲》
リー ト

(K516)や印象的な歌血をいくつか瞥き、さらに6月 14日の日付でとてつもな

く滑稽な 〈音楽の冗談〉(K522)のようなハチャメチャな曲を魯いたあとの立
ひとひ

夏の一日に、この 《アイネ・クライネ〉がくる。しかし、 何のためにつくられ

たのかはわか ていない。

また彼の『全自作品目録』をみると、この曲にはふた

が、白鉦諮にはそのひとつがとり除かれた跡がある。4楽邸としたのはモーツァ

ルト自身なのだろうか。彼自身がそうすることで、古典派の典製的なソナタ楽

うか。さらに、このrlりが至内楽として愁想されたものか、

弘楽オーケス トラのためのものかも定かではない。

のメヌエッ トがある

曲としたかったのだ

《アイネ・ クライネ》はアレグローアンダンテのロマンスーメヌエッ トとトリ

オーアレグロのロン ドという 4楽蹂で梢成され、弦楽だけの編成をもち、 凝縮

したミニアチュア（小型）の室内楽1111をかたちづくつている。《 卜短調弦楽五重

唸1111〉や 《ドン・ジョヴァンニ》 (K527)の年に料かれたこの曲は、形式は完

今無欠で評きは円熟のきわみに達し、まったくの隙もみせない。

それはモーツァルト自身が標題を ドイ ツ語で1りき記しているように《アイネ・
セレナード

クライネ ・ナハ トムジーク〉（小さな夜IHI)ではあるが、すでにセ レナードを超

えた音楽としかいいようがないユニークな作品なのであ

アレグロ、メヌエットとトリオ、

ロマンス、メヌエットとトリオ、
フィナーレによる

゜
弦楽オーケストラ •••弦楽器のみの合奏のこと 。

ヴォルフガ` ノグ・
アマデウス・
モーツア）レト

1784年2月9日から記入が始め

られた 「全自作品目録」には、左

ページに作曲の日付、番号、曲名、

編成が、右ページには冒頭の数

小節の譜表が書きこまれている。

第1楽章

第2楽章

第3楽章

第4楽章

自箪譜から
とり除かれ
ている

モーツァルトのセレナードには通常ふたつ以上

のメヌエットが含まれているが、このセレナー

ドはメヌエットがひとつで4楽章制をとる、巽

色のセレナードとなった。

自籠譜に書かれた編成
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ヴァイオリン2、ヴィオ
ラ、ヴィオロンチェロ（単

数）、コントラバッソ（単数）

この曲の編成は 「全自作品目

録」と自箪譜とでは違ってお

り、確定されていない。この

ため演奏会やCDの録音では、

さまざまな編成が試みられて

いる。
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祝宴の響き一ーセレナー ドの柑界

セレ

リレクでは、彼が生まれ育ち、活躍した頃、セレナー

ドやディヴェルティメン ト、カッサシオンといった、軽やかで聴きやすい音楽

がたくさん栂かれ、演奏され、聴かれ、いわば消費されていた。モーツァルト

もそのような音楽の需要に応え、多くのIIりを供給した。かつては社交音楽とか

娯楽音楽、あるいは機会音楽と呼ばれていたジャンルのあらましについてはす

でに触れたが、それではモーツァル トの時代には、この種の音楽はどのように

捉えられていたのだろうか。

この時代は、 一般的にいえば啓蒙主義の時代であり、すべては言葉で語り、

論ぜられるという観点から、辞典なる出版物が多く 出版された。そのひとつに
力うクター

よればセレナード類は 「多くは特定の性格をもたず、単なる音画であり、 さま

ざまな特定の感情の表現よりは、むしろ耳を楽しませることが要求される」 （ハ

インリヒ・クリストフ・コッホ著「音楽辞典J1802年）という。
ードと交響＿Q漏いは？

ヵラククー

一方、 交親曲はそれぞれの作品やその個々の楽章が、〈性格〉をもつもので

あるという。性格とは「ある事柄における固有なもの、あるいは特質をあらわ

すもので、それによって、その事柄が同種のほかのものと区別されるもの」（ヨ

ハン ・ゲオルク・ズルツァー著『芸術の一般理論』 1771~74年）なのだ。

モーツァルトは交評曲でこの〈性格表現〉を実現する道をたどったばかりで

はない。セレナード類の作品のなかでも、とくにここで紹介した3曲で、セレナー

ドというジャンルは、交牌曲や室内楽曲の様域へと越檄を果したのだ た。

ただし、モーツ ァルトのザルツ ,•‘ル ク 時代、 またウイーン時代に入ってから

デイヴェルティメン トの作品たちの心地よい明るさ、楽 しさ、のセレナード、

祝宴、 祝祭性もけっして忘れ去られてよいものではない。
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もっと知りたい！ モーツァルトのセレナード

セレナード
ニ長調 K250 
《ハーフナー・セレナード》
1776年 (20歳）

モーツァルトのセレナー

ドのなかでもっとも大き

な規模をもつ。ザルッー今

ルク市長のハーフナ一家

とモーツァルト家は親し

くつき合っていたが、こ

の1111は彼の娘マリー・エ

リーザベトの婚礼の前夜

祭に演奏する音楽として

作1111された。

セレナード
変□長調 K36l 
《グラン・パルティータ》
1784年 (28歳）

管楽器のセレナードの代

表的な作品。〈ハルモニー

ムジーク〉の基本編成

（オーボエ、クラリネッ ト、

ホルン、ファゴット各2

本ずつ）にバセッ トホル

ンとホルン各2本、そし

てコン トラバスを加えた、

13人によるアンサンプル。

デイヴェルティメント
ニ長調 K251 
1776年 (20歳）

〈ハーフナー・セレナード〉

の数H後に完成された作

品。姉ナンネルヘの霊名

の祝日のお祝として作1lt1

され、前日の7月25日の

晩に演奏された。若々 し

＜元気な、音楽のプレゼ

ント。

セレナードを楽しむ人びと

デイヴェルテイメント
ニ長調 K334 
《ローピニヒ》
1779年 (23歳）

モーツァルトのデイヴェ

ルテイメン ト!1と後の大作。

マンハイム ・パリ旅行か

ら帰郷してのちに{I):かれ

たこの1111には、優美で洗

練された音の世界がある。

デイヴェルティメント
ヘ長調 K522 
｛音楽の冗談）
1787年 (31歳）

モーツァル ト自身によっ

てこの名がつけられた'4

楽翔からなり、そのどの楽

京にもわざと音楽的なIll]巡

いや稚拙な表現がなされて

いる。これは索人作軋l家や

下手典な演奏家をみごとに

あらわしたもの。モーツァル

トの辛口でゆかいな音楽の

冗談。
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ヴァイオリン協奏鼎第 5番 1-8
イ長調 K219 《トルコ風》

合舞台上に脚光を浴びて主役登場

◎王~ァ~-~~最初 ，町協奏曲はヴァイオリン協奏曲

父親レーオポル トの指磁で、モーツァルトは幼いと きからさまざまな楽曲を

つくつてきた。それらは、はじめはやさしく しrv~ 'に編成や楽章構成の複雑

なものになっていった。独奏,u,から重奏のソナタ、そして交牌曲、 さらに弦楽
四重奏曲といった具合だった。そのモーツァル トが翡いた最初の協奏曲 （コン

チェルト）は、ヴァイオリンのための協奏曲だった。

従来、 1775年、つまり彼が 19歳のときに書いたと考えられていたヴァイオ

リン協奏曲第1番変口長調 (K207)は、 近年では2年前の 1773年、彼が l7歳

のときのものとされるにいたった。モーツァルト はこの年のはじめ、 1月中旬

に、第3回イタ リア旅行の最後にミラノで教会用モテッ ト《踊れ、喜べ、汝幸

いなる魂よ》(KJ65)を也いているが、これはカス トラー ト（男性ソプラノ歌

手）が独唱、しかも技巧的な歌をオーケス トラの伴奏でくりひろげる声楽協奏

曲だった。そのミラノの声楽協奏曲の披露のあと、帰国したモーツ ァルトの手

から、4月に生みだされたのが第1番のヴァイオリン協奏曲だったのだ。

モーツァ ルトは前の年の8月には新しい大司教コロ レードから有給のコン

ツェルトマイスターに任じられていた。3度目のイタリア旅行から帰ってきて、

17歳の若い楽団指揮者としての彼が、みずからヴァイオ リン独奏で、作曲家と

してのはじめての協奏曲を弾いたのは、彼にとっても印象的なできごとだった。

そしてなんとその2年後には、古典派ヴァイオ リン協奏曲の傑作 《イ長調協奏

111]》（ヴァイオ リン協奏曲第5番、 K219)が生みだされるのだ。
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17歳ではじめての協奏曲、 19歳で傑作協奏曲を作曲

モーツァルトの5つのヴァイオリン協奏曲

1773年4月14日(17歳）

オーストリアとイタリアの伝統を踏まえた、因習的なスタ

イルで作曲。

1775年6月14日(19歳）

内面の深さよ りも表面的な美しさを特徴とするスタイ ル （フ

ランスのギャラン ト様式）で作曲。

1775年9月12日(19歳） ＇

管楽器を効果的に活用し、音響や音色を充実させて独自の

スタ イルを うちだしている。

1775年10月 (19歳） ＇

第1楽章の冒頭の軍隊風のリズムをもつ印象的な主題が楽章を通

して一度きりしかあらわれないなど、構成にエ夫をこらしている。

1775年12月20日 (19歳） ＇

全体にこれまでのフランス的な曲想に力づよさを加えた堂々とした

作品となっており、第3楽章にトルコ風のリズムを登場させるなど

新鮮な変化も与えられている。

第1番から約2年ぶりに作1111した第 2番のヴァイオリ

ン協奏1111はまだ因習(Iりなスタイルから完全に抜け切れ

ていないが、その 3カ月後に作liltされた第3番は飛躍

的な進歩を遂げている。さらに3カ月後に作1111された

第5番は彼のヴァイオ リン協奏1111の蚊翡傑作として、

また胄年モーツァル トを代表する作品のひとつとして
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ヴァイオ リン協炎1111第 5吊イ長調 K219《トルコ風》

會傑作ヴァイオリン協奏曲の年 （トルコ風〉ヴァイオリン協奏曲の聴きどころ 0
第3楽章〈ロンドー、テンポ・ディ・メヌエット〉

1775年はモーツ ァルトの 〈ヴァイオリ ン協奏Jillの年〉であった。とりわけ第

3番 卜長調 (K216)、第4番二長謂 (K218)、そして最後の第5番イ長調 (K2l9)

の3曲は、 当時、各地で数多く試みられたこのジャンルのなかでも際立って傑

出したものと評価され、今日までヴァイオリン奏者たちが必ず学ばなければな

らない教材としても、 また世界中のコンクールの課題曲としても、珍重されて

いる。

第3番の第1楽章が同年の [775年の4月末に作曲されたオペラ 《牧人の王》

まず第1楽章の冒頭の盛々たるオーケス トラの総奏による提示のあと、テン

ポをアダージョに落して、ヴァイオリンのソロが高音で朗々と歌い、鼠賃とし

たア レグロのソロ主題が登場する。アダージョでシャープ記号4つ（ホ長調）

のこまやかな動きを特徴とする緩徐楽章（第2楽章）のあと、〈ロンドー、テン

ポ ・ディ・メヌエッ ト（メヌエッ トのテンポで）〉がつづく。この終楽章は主部

とトリオといえる短調部分が対照的で、多彩な楽章をかたちづくる。その部分

はアレグロで同じ主音をもつ短調のイ短調をとり、総奏が独特の〈 トルコ風〉（ジ

,0シー風）のリズムで、 大きな跳躍のスタ ッカー ト音形と半音階的進行の動き

をもってまこと鮮やかな対比をもたら している。その部分がまたメヌエッ ト―‘

部とも不思誂な調和をみせ、1775年の〈ヴァイオリン協奏曲の年〉を締めくくる。

ロンドー…楽曲の種類のひとつ。くり返される主題のあいだにエピソードを挟む曲。トリオ・・・ここ

では メヌエッ トの中間部分のこと 。 半音階的進行…ド ー ド ＃— レ ー レ ＃—ミのような半音での進行。

独奏のヴァイオ リンに よって、 典

雅なメヌエ ットのメロディが奏でられ

る。途中、短調のメロディが短く 奏

されたあと、最初のメ ヌエットの
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トルコ風リズムのジグザグ音型

門三~
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第3楽章の形式は、古いメヌエットのかたちをとっており、第3番、第4番のような構

成上の多様さはない。けれども中間部のトルコ風音楽への変化はみごとで、曲全体から

の印象は強烈。早くも作曲の手法が円熟しつつあるのがわかる。
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モーツァルトの協奏曲を知る ふ,.,.,,.,... ≪,,.-...,_. マ'I"!".?~:万守~ ヽ

フ）レートとハープのための協奏鼎 1-9 
協奏曲の主役はさまさま

ハ長調 K299 

トリピュート

アマチュア音楽家への贈り物

0潰賽曲ば誰rt.iJEめこの―ものか？
モーツァルトが協奏iJ11を自分が演奏するために書き始めたことは輿味深い。

オペラにおけるア リアと同様、揺楽の世界でも、当時の作111」家たちは特定の弾

き手や吹き手のために翌くのが当り前のことだったが、ヴァイオリンのために

は、モーツァル トはまず自分を目当てとしていたのだ。父親のレーオポルト も、

息子がかなりのヴァ イオリンの弾き手であったことを手紙でその息子宛に古い

ている。

だがモーツァル トはふつう自分が弾かない、吹かない楽器についても、いく

もの協奏111"1を残している。たとえばオーボエ、クラ リネッ ト、 ホルンといっ

た楽器については、特定の奏者フ リードリ ヒ・ラム、アン トーン・シュター ドラー、

ヨーゼフ ・ロイトゲープといった名手のために翡いたものであった。

0ー音＿楽愛登家~ためtl;Jも
しかしたとえば、フ）レー トやハープなどについては、モーツァルトはたまた

ま知り合った素人愛好家のために協奏曲の注文に応じて作曲している。素人と
くろうとはだし

いっても、当時の設族や市民たちには玄人銑の音楽家が数多かったのである。

マンハイムで彼が出会ったフェルディナン（ 卜）・ド・ ジャンは医師だったがフ

ルー トの名手だったし、プロイセン国王フ リードリヒ・ヴィ ルヘルム2世はチェ

ロの弾き手だった。映画 『アマデウス』に登場する音痴のヨーゼフ2世は虚像
（→ p156) 

であって、ピアノの名手だったという。

モーツァルトはそうした愛好家のためにiJI」を提供し、そして多額の報酬を得

ていたのだ。《フルー トとハープのための協奏I―II―l》はその典型的な例といえる。
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〈協奏交翌曲〉のオーポエ
は彼のために朽かれた。

協奏曲としては異色の深い
内容を湛えた 〈クラリネット
協奏曲〉は、彼のためにれ
かれた。

（もしくはザルツブルク宮
廷楽団のヴァイオリン奏
者のため）

モーツァルトの気のおけな
い友人のホルン奏者で、〈ホ
ルン協奏曲〉は彼のために
かれた。

管楽器のための協奏曲は、作曲の依頼があった作品か、

親しい友人や特定の演奏家のために作曲されたもので、

作曲時期や作品の内容はさまざま。アマチュア音楽家の

依頼によって書かれた 〈フルートとハープのための協奏

曲〉は、演奏者の技量にあわせた親しみやすい作品となっ

ている。楽譜は消失してしまったが、曲の最後のカデン

ツァ （本来は独奏者が即興で技巧を披露するために挿入

される）をモーツァルト自身がこの父娘のために書いた。

（もしくは姉ナンネル、弟子た
ちのため）
ピアノ協奏曲はウィーン時代
には自作自演の演奏会をおこ
なうために菫要なものだった。
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〈フルートとハープのため
の協奏曲〉はこの父娘の
ために作曲された。アマ
チュア演奏家のために作
曲した代表例。
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フルー トとハープのための協炎1111/¥長調 K299

パリのサロン音楽 優雅なサロンの音楽会

◎ マンハイム・パリ簾行が生んだ名曲コンチェルト

マンハイム・パリ旅行はモーツァルトの新しい就職口探しの旅であった。だが、

彼にふさわしいポス トはどこにもなかった。マンハイムでも、わずかにアマチュ

アのフルート吹きのための111」の依頼が舞いこんだにすぎなかった。次の滞在地

パリでは交評,11,を作,11,、公開演奏会で発表し喝釆を得たが、管のための 《協奏
ぼつ

交孵rill》（サンフォニー ・コンセルタント）ば没にされる不迎であった。

そんな不運の彼に協奏rmを作曲するチャンスが訪れた。独奏楽器はフルー ト

とハープだった。注文主はモーツァルトが令嬢のレッスンに通っていた伯爵（の

ちに公爵）のアドリアン＝ルイ ・ボニエール ・ド・スアス トル ・ド ・ギーヌで、

彼はフルートが趣味の外交官だった。令嬢はハープを巧みに弾いたため、この

組合せで偶然に作曲された、きわめて珍しい編成の協奏曲となった。

ーな響＿き比兌口~Ol響良

このフルー トとハープの協奏曲は、ハ長調という一番基礎的な調をとって、

軽やかに晴れやかに鳴り縛き、職業音楽家の巨匠的な技巧の披露からはなはだ

遠い世界の優美な評きに禍ちあふれている。とりわけハープは当時買族たちの

城館でしばしば価される夜会でのコンサー トで、貴族の夫人や令嬢たちが小曲

を客人に弾いて聴かせたものだった。

モーツァル トのこの協奏曲はその令嬢のハープに、当時のまだいささか純朴

な開きのフルー ト （いわゆる トラヴェルソ）を父親が加え、貴族の城館の大広

間で、小編成のオケによって紹介されたのだったろう。アマチュア音楽家の、
ぜいた＜

跨沢なサロンの楽しみの音楽が、モーツァル トによってつくられるとき、それ

はすでに2世紀をはるかに越えた現在の私たちの心にも泌み入るのだ。

サロン•••客室 、 応接問の意。 転じてフランスで芸術家、文学者、 上流婦人が会話や音楽などを

楽しんだ1憂雅な集ま り。
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《フルートとハープのための協奏曲》の聴きどころ

（ フランスのサロンの優雅な響き
当時フランスの上流階級で愛好さ れていたふたつの楽器のために柑

かれたこの協奏曲は、モーツァルトの作品のなかでももっともギャラ

ントなスタイルのもの。

フルートとハープのかけあい

とくに第2楽章ではオーケス トラは弦楽器のみにな り、フルー トと

ハープの美しい音色がよ りいっそう強調さ れる。

（ 万華鏡のように変わっていく旋律 ‘,＇ノ
アマチュアの演奏家のために舌かれているためか、この曲には意外

な転調や手のこんだ構成はなく、 代わりに新しい楽想をたくさん登

場させて、曲全体に変化をつけるよう工夫がこらさ れている。

52 53 



＾贔

1 1;f .-c ::: I • . • • ,・.・・ ・・ ・''1'  _;:y-:., 切伐ば坪 •:,; 沿，・サ&),.../硲・..,;;_;: ヽ．令が：｀＇む\:,;_.(;·:•·:.
、I . 

ピアノ協奏曲 ニ短調 ,1-10 
《二短調協奏曲》初演の様子

K466 

ウィーンはピアノの国

ピア／を武＿とば

モーツァル トは最初のクラヴィーア（以下ピアノ）協奏ill!ニ長調 (Kl75)を、

自分がその弾き手となることを考えて作11りした。そしてこの曲は、彼のウィー

ン11:.J'代にも好みのレパートリ ーとなった。彼はザルップルク時代にいく つかの

協奏 1 lli をこの楽器のためにf!~いているが、多くはまちの投族の奥方や令嬢、あ

るいは自分と姉ナンネルの演奏や共演をH当てとしている。《変ホ長閤協奏!JI.I》

(K27 I)のようにフランス人女性ピアノ奏者ヴィク トワール ・ジュナミ（かつて

は 〈ジュノム〉として知られていた）のために作血した逸品もある。

彼は 1781年春、ウィーンに定住し、フ リーな音楽家として活動を始める。そ

してビアノの協奏曲を柑き、コンサー トでそれらを弾きまくるのだ。

＾宣義澱協貴繭Q宝庫麦か＿たち一つくる
1782年から披後の年 1791年の 10年1闊に、彼は 17曲のピアノ協奏曲を作曲し、

ウィーンにおける演奏活動の中心祇目 とした。後半期の8rll―Iは、そのすべてが

ユニークな個性に輝いていて、後世のl徳き手の耳を捉えて翡if;すことがない。そ

の第11111は、ほかならぬ 《二短調協奏ill―I》（第20番、 K466)なのだ。

ピアノ協奏I川は、もともと社交的なジャンルだった。名手が投族の邸や劇楊

その他の演奏会場でオーケス トラを相手に名技を披紺する音楽で、1月るい派手

やかな性格が特徴のllliが通例であった。モーツァル トも編l川を入れて合計30

曲の作品のうち、短調作品はこの二短調のものと、〈ハ短調協奏1111〉(K491)の

わずか21111を作IHIしたにすぎない。ちなみにほかの楽器のための短調協奏血は

皆無なのだ。

〈二短調協奏曲〉の初演は大成功に終った。観客には皇帝ヨーゼフ2世もおり、コンサー
トが終ると「プラポー、モーツァルト！」と叫んだという。ウィーン時代のモーツァルト

にとって、ピアノ協奏曲を作曲しそれをメインにしたコンサートをおこなうことは音楽

家としての地位を固め、生計を立てていくための重要な手段だった。
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ウィーン時代の傑作ピアノ協奏曲

1785年 二短調 K466
------------------
1785年ハ長調 K467

1785年 変ホ長調 K482

1786年イ長調 K488

1786年 ハ短日 K491

1785年の （二短

調協奏曲）以降の作

品は、現在でもコン
サートでたびたび取

り上げられている。

1786年ハ長調 K503

1788年二長調 （戴冠式》 K537

1791年 変□長調 K595
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ピアノ 協炎1111二短調 K466

會舞台で悲劇の主人公を演じる 協奏曲が協奏曲を超える

この短調協奏111.iが 1785年2月JI日にウィーン市のメールグルーベなる会場

でモーツァル トが催した四旬節の予約演奏会で演奏されたとき、ちょうど父親

のレーオポル トがザルップルクから息子を訪ねて滸いたところであった。父親

は早速このコンサー トに立ち会い、娘のナンネルに報告の手紙を古き送り、コ

ンサートも素哨しかったし、この新作協奏曲も「素晴しい」と語っている。

大忙しのモーツァル トは初演の前にフィナーレのロンドーを試奏してみるこ

ともちゃんとできないほどだった。聴衆の反応はどうだったのだろうか？ レー

オポル トにとっても、息子のこの協奏曲がおよそはじめての短調協奏曲であっ

たこと、そして一般に父レーオポル トが常識的に考えていたはずの協奏I川の音

調とはまったく異なっていて、その無気味なほど暗く烈しい評きに駕きはしな

かったのであろうか。
せんりつ

0ここでも攣た鴫き手をその音調が戦慄させる

協奏皿は独奏者を主人公とする、言葉なきドラマである。脇役が券囲気をし

らえると、主役が颯爽と登場し、 独白を語り、あるいは周囲の脇役と会話を
もめごと

交わし、劇は進行していく。そのドラマは普通は明る＜、いささかの揉事があ

ても結局はめでたしめでたしの大団円となる。

だが、この協奏曲、いやドラマはちがうのだ。それは正真正銘の悲劇である。

モーツァルトはこの悲削の協奏1JlJで、協奏血に割り振られた役割、目的を放梨
うつわ

し、人間の魂の ドラマ、それも痛切な体験を語る樅とする。私たちはここでも、

セレナードで1徳いたあの体験をもう一度我がものとする。セレナードがセレナー

ドを超えたように、ウィーンの地で、協奏曲は協奏曲を超越するのだ。

予約演奏会 • •• 新作 を披露するために貸族たちに 「予約名簿」 と い うものを 回 し、ある程度の観

客が集まれば開催されるというシステムの演奏会のこと。

ヽ・：：：ヽ '. : . ; 

独奏者がメインの
フレースやカデンツァ

単純で明快な構造
華やかで社交的な
雰

t
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モーツァルトの 《二短調協賽曲》

cm塁≫•第 1虹緊螂こ満ちた陰鬱な出だ し 、)
•第 2却 変口長調の穏やかなフレーズから突然短調
の嵐のような音型が出現するところ

• 第3楽章 軽快さがなく、交響曲のようながっちりとしたつくり

• 「協奏曲」というかたちをもちながらも、単に「聴衆を楽しませる屑の凝ら

ない作品」という性格を飛び越えて、激しい感情表現の場となっている。

モーツァルトの愛用したピアノ

交響曲の性格

構成美

管と弦の調和

オーケストラの
豊かな響き
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モーツァルトが愛用した

ピアノ。モーツァルトは

演奏会の度ごとにこのピ

アノを会場まで運びだし

て使用していた。このピ

アノを使っての演奏活動

は 〈二短調協奏曲〉の

作曲・初演された1785

年にもっとも活発におこ

なわれた。現在はザル

ップルクの生家か住家に

展示されている。
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クラリネット協奏曲
イ長調 K622 

2-1 

クラリネット讃歌

モーツァルトとクラリネット

1771年にクラリネットを用いてはじめて作曲して以釆、モーツァルトはこの新興

の楽器に大きな関心を寄せていた。彼はシュタードラーと出会ってからはクラリ

ネットを用いたさまざまな曲を試み、なかでもクラリネット協奏曲とクラリネット

五重奏曲は、古典派時代のクラリネットを用いた楽曲の最高傑作ともなった。

9ウィ；；；；；；乏一代の警崇協賽曲

モーツァル トはウ ィーンII寺代に入って、自分のために、 そしてまた自分の弟

子たちのために協奏血を、それも ビアノ協奏1111を作曲しつづける。だがその彼

には、ウィーンでも、親しい間柄の管楽器奏者がいるのだった。ひとりはザル

ツブルク以来の旧友で、ハイドンと /TT]い歳のヨーゼフ ・ロイトゲープ。このホ

ルンの名手との交際から、4曲の協奏l[Iほかの作品が生みだされた。彼との

き合いは楽諮や演奏にからむ而白可笑しい挿話を生んでいる。
（→ p63) 

そしてもうひとりがク ラリネ ット奏者アン トーン ・シュター ドラーであ

当11;が、 クラ リネットはまだ新参者の木管楽器だったが、モーツァル トはザルツ

，'，ルクにはなかったこの楽器に早くから関心を示し、 イタリ

の楽器を入れた作品を試みている。

t・ ~ o 

の仲間でもあ

やパリなどでこ

0フリーメイズ乏の盟友アントーン・シュタードラー

彼はモーツァルトのウィ ーン時代後半に親しい関係にあり、フリーメ イスン

た。彼はプラハに赴き、とりわけ 1791年の9月初旬におこなオ

れた祝典オペラ 《ティー ト帝の慈悲〉の2fillのアリア（第 1茅砂第91111セス トの

アリアと第2硲第23曲、ヴィテッ リアのアリア）で美しいクラ リネ ットとバセッ

トホルンのオプリガートの旋律を演奏している。

そのシュター ドラーはモーツァルトからクラ リネット五重奏1111イ長調 (K58I) 

を曹いてもらっているほか、蔽後の年 1791年の 10月はじめ、やがてモーツ 7

ルトの死が近づいてきている頃、もう 1IHIの名作協奏1U.1を進呈させるのだ。そ

れがクラリネット協奏1111イ長調 (K622)にほかならない。

イタリア旅行中に作曲したディヴェルティ

メント変ホ長間 (K113)ではじめてクラ

リネットを用いる。

マンハイムを旅行中この地のオーケスト

ラでクラリネッ トが交器曲で使われたと

きのみごとな効果を知る。

シュター ドラーの油奏会のために （グラ

ン・バルティータ〉を作曲する。

1789年!33歳）

5歳）

シュター ドラーのためにクラ リネット五

m奏曲を作曲する。

プラハヘの旅行中モーツァルトの指揮で

〈ティート帝の慈悲〉が初演された際、シュ

タードラーは友梢出演で第1甜第 9曲の

アリアと第2岱第23曲のアリアでオプリ

ガートを演奏する。

完成された最後の協奏曲となるクラリ

ネッ ト協奏曲を作曲する。

モーツァルトより 3歳年上

のシュタードラーは、ウィー

ン宮廷楽団に仕える当時並

ぶ者のないクラリネットの

名手だった。モーツァルト

はシュタードラーの優れた

演奏技術に大きな刺激を受

けた。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
知
る

ー
選
り
す
ぐ
り
20
選
ー

58 59 



會〈白鳥の歌〉 クラリネット協奏曲 モーツァルト畢後の傑作協奏曲

しゅうえん

モーツァルト輯一の饗負
-のク― I .;, フ ）ィヽッ ト協奏曲の鼎きを聴 くと、多くのひとがそれがモーツ ァルト

の最後の年の評きだと納得してしまうという不思議な体験をさせられる。そし

てその響きは、彼がこの年 1791年の 1月はじめに紺いた最後のピアノのための

協奏肌1、すなわち 《変口長調協奏曲》(K595)の特きともけっして無縁のもの

ではないと感じさせられるのも事実だろう。

だが、近年の自箪譜研究は、これらふたつの協奏曲の冒頭楽章が、 1791年

というモーツァル トの没年にではなく、幾年も前に渚想されていたとの捉え方

を提示している。モーツァルトがこれらの協奏曲を完成したのは確かに 1791年

たことは事実としても、そこに湛えられだ情趣は、モーツァル トが早く

も1787年、すなわち父親レーオポル トの死の年、そして 《卜短調弦楽五重奏曲》

(K516)、さらには別れや死について歌ったいくつかの歌曲、 そして死の匂いに

滴ちた不思談なオペラ 《ドン ・ジョヴァンニ》(K527)を書いた年あたりから

第1楽章

であ

の変わらぬ思いであったのだろうか。

~ •さ'>(lj

モーツ ァルトはこうして最後の年の最後の協奏血を、この本来は社交的な楽
うつわ

iJII、ジャンルだった音楽を、個人の魂の、個人の内奥の思いの表白の器とした

のであった。それは 《二短調ピアノ協奏曲》の表現領域をさらに超え出て、モー

ツァルトの器楽曲の究極的な檄地を示してくれる。

フリーメイスンの盟友であったシュタードラーが、こうした最後の年にモー
みずみず

ツァルトが愛用した楽器、その瑞々しい音色のクラリネットで不滅の讃歌を捧

げたことを、私たち後世人も大いに多とするべきであろう。

ヘ

オプリガート・・・主旋律と競うように奏される、旋律的な伴奏のこと。助奏。

管弦楽の穏やかで優しい第1主題が印象的。モーツァルトのほとんとの交響

曲を超える359小節という長大な構造をもつ。

静かな弦の1半奏にのって、クラリネットの主旋律が死を予感するかのような

諦観にも似た表情をみせる。一切の過剰が排除された簡潔で味わい深い響き。

第2楽章の沈んだ雰囲気から一転し、軽やかなメロディがクラリネットによっ

て奏でられる。しかしどことはなしに影が漂っている。

クラリネットの真価をみことにあらわして作曲

n＿●―

-nug,＂！
-1) 

18世紀のクラリネット

18世紀初頭に発明され

たクラリネットは、ほぼ

均ーな音色をもつオーボ

工に対して、低音、中音、

高音のそれぞれの音域

で音色が変わり、 豊かな

表現が可能。モーツァル

トのクラリネット協奏曲

では、とくに最低音近く

の音域を十分に鳴り響か

せ、高音域との鮮やかな

対比がみごとに表現され

ている。
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―町~1mr.昂m

「難しすぎず易しすぎない中間のもの」

協＿蓑薗どJfi
父 レーオポルト の若き友人 トランペッ ト奏者シャハ トナーが伝える 4歳の

モーツァル トのエピソードがある。勤めの帰りにモーツァル ト家に寄ると、 彼

がなにやら五線紙にいたずら響きをしている。父親がそれを取り上げてみても

わからない。息子に訊くと、ビアノ協奏,11,を古いているという。

ふたりでよく見ると、まさに協奏rillだった。こんなもの難しすぎて誰にも演

奏できないじゃないかというと、「だからこれは協奏曲なの」との答えが返って

きた。実際、レーオポルトが息子に協奏曲を忠かせたのはほかのジャンルの試

みよりあとのことであった。

ービ1!.2饂賽繭〇極意―
そのモーツァルトが、ウ ィーンに移って最初に古いた3曲のビアノ協奏曲 （イ

長調 K414、へ長調K413、ハ長謂K415)について語っている印象的な言葉がある。

「これらの協奏rillは、難しすぎるものと易しすぎる ものとのちょうど中間のもの

で―とても祓蔀絢爛としていて―耳にI央く梨限きますo・自然で、空虚なもの

に堕することはありません一一確かにここに一一通人だけが禍足を得ることが

できますが、一それでも一~通人でなくても、なぜかはわからなくとも、そ

れに満足するはずのものなのです」

このモーツァルトの証言は、ただ単に上記のビアノ協奏血にだけ妥当するも

のではなく、 彼のすべての協奏作品に共通する言葉と考えることができる。

幼年II寺の神箪の直観を超えて、各楽器の名手たち、あるいはいくつかの楽器

の愛好家たち、そして弟子たち、しかしとりわけモーツァルトのみずからの演

奏体験を凝縮して、彼が四き上げた 401lt1もの協奏曲は、そうした古典派時代

の協奏曲の真．髄を伝えている質重な作品群をかたちづくつている。
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層9
もっと知りたい！ モーツァルトの協奏曲

ファゴット協奏曲

変□長調 Kl9l 
1774年 (18歳）

ヴァイオ リンとヴィオラというふた

の独奏楽器をもつ協奏1ll1。独奏ヴァ

イオリンとヴィオラだけでなく、管

楽器も栢極的に活）Tlされている。

深い憂いを秘めた第2楽章は

印泉的。

ピアノ協奏曲

ハ長調 K467 

1785年 (29歳）

フルート協奏曲

ト長調 K313 

1778年 (22歳）

マンハイム・バリ旅行中に出会っ

たヴェン ドリ ングという名フルー

ト奏者を想定して内かれた。翡

ホルン協奏曲

ニ長調 K412 

1791年 (35歳）

よって4111成！あるホルン協奏1111のうち最後の作品

と判明した。仲のよいホルン奏者ロイトゲー一°

のために-.irかれ「さあいけ、ロバ君！」「ちょっ

とひと息」「だめなプタ公め！」などと、無

ピアノ協奏曲

変□長調 K595 
1791年 (35歳）
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ヴァイオリン・ソナタ
K304 

會親密な心の世界、そして響きの世界

ァイオリンの―名季モ1ーツ＿アJレト．

モーツァル トの最初期のソナタはクラヴィーア（ビアノ）独奏用でもあり、

またヴァイオリンがこの鍵盤楽器に寄り添い対話を交しながら進む、いわゆる
オプ')If-ト

助 奏の楽器の役割を果す二重奏‘ノナタのかたちも同時にとるものだった。そ

れがさらにチェロを加えた三重奏ソナタにもなった。

幼い頃のそうした二重奏ソナタは、モーツァルトが成人してから試みた曲で

は、次第にヴァイオリンの比重が大きくなり、やがてふたつの楽器は対等のパー

トナーとなっていく。ふたりの対話や掛け合いにもうひとつ楽器が加わると親
だんらん

しい者同士の会話がなされる。室内楽はこうして団梨の場となる。

それは弦楽器だけのアンサンブルでも同様だった。そうして弦楽の、とりわ

け四重奏曲や五重奏曲が生みだされる。モーツァルトはピアノばかりか弦の名

手でもあったから、こうした触れ合いも楽しんだのだ。

彼は最初期のソナタ JO数曲のあと、10年以上ものあいだ、この種の作品

を手がけなかった。彼がふたたび、というか新たに挑戦するのはマンハイム ・

パリ旅行の途次である。音楽の盟かなドイツと フランスの両都市で、彼は一気

にこの二重奏ソナタで佳品を生みだしていった。そのなかでも名高い曲が 《ホ

短調ヴァイオリン・ソナタ》(K304)なのだ。

そのあと、 彼はウィ ーンに定住してからも同僚のために、あるいはイタリア

人女性の名手のために、あるいは初心者のためにと、 折に触れてこのジャンル

の作品を也き綴るのである。

64 

〈ヴァイオリン・ソナタ〉までの流れ

ヴァイオリンのパー ト（オブリガート）

を添えたもの。この頃はヴァイオリンよ

りもピアノの方が完全に優位だった。

《ホ短調ヴァイオリン・ソナタ〉

モーツァルト自身が 「ク

ラヴィーアとヴァイオリ

ンの二重奏曲」と呼ぶこ

のソナタは、ピアノに主滋性がおかれてはい

るが、ヴァイオリンの役割がぐっと重くなって

きており、ふたつの楽器が互いに支え合って

曲をかたちづくっている。

ぞの後・・
-1781年k作曲された4曲のヴァイオリ ン・ソナタではヴァイオリン

の役割は徐々に大きくなり、ふたつの楽器の密接な関係が押し進め

られる。そして最後の 3曲のソナタ (K454、K481、K526)では、

ピアノとヴァイオリンは対等の役割をもつようになる。

幼少の頃に愛用したヴァイオリン。

現在はザルツブルクのモーツァルトの

生家に保存されている。
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モーツァルトとヴァイオリン

モーツァルトは幼い頃、ヴァイオリンの演奏法をほんのわずか

のあいだに会得したと伝えられている。父レーオポルトの友人

シャハトナーは、レーオポルトと友人と三重奏曲を弾いたとき、

幼いモーツァルトが第2ヴァイ

オリンのパートを習ったことも

ないのにみごとに弾いたと語っ

ている。
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作曲家の心を写したすヴァイオリン・ソナタ

マンハイムとバリの憂愁の響き

このジャンルでもモーツァル トは短調作品をほとんど＇， 杯くことがなか
さしはさ

た。ソナタの楽邸に短謂楽序を挟むことはあれ、そしてそれがまことに美

しい愁いをあらわにすることはあれ、彼が残した短調の作,'州はわずか 1曲

のみである。それが 〈ホ短調ヴァイオリン ・ソナタ〉(K304)である。

この1111は、 2楽卒制のものでふたつの楽章がいずれもホ短調で11::かれ、

蔽初に激烈なアレグロ楽窪が、つづいてテンポ ・ディ ・メヌエッ ト （メヌ

エットのテンポで）の緩徐にしで製愁に1牙jざされた楽掌がつづく 。この1川は、

自喩諮上に「ソナタ第 4番、パ リにて」 とあるため、長らくパ リで初夏に

.,1;: かれたものと考えられてきた。それは何故だろうか ？

ー・-マリーア・アンナの死＿と先立つマンハイムの憂愁と 一

この1111は 1778年7月3日のパリでのl:J:親の死と結びつけられてきた。〈イ短

調ピアノ・ソナタ〉(K3l0)もlfiJじように/:):親の死と1紺係づけられている。だが〈ホ

短調ヴァイオリン・ソナタ〉の第1楽章は近年の五線紙研究によって、モーツ

ルトがマンハイム滞在中に:;-1;:き始めていたことが明らかとなった。つまりこの

tllJの第1楽翔の愁いに前1りちたヴァイオ リンの上昇し下降する旋徘は、数力月後

に肋れた ・l~J:親の死に触発されたものではない。

その未完の1111を携えてモーツァル トはパリに旅立つ。そしてその地、コンセー

ル ・スビリチュエルでの 《パリ交評1111》の大成功と母親の死の悲しみが交錯す

る異郷の都で、このrlりのフィナーレを書き上げたのだ。しかしそのモーツァル

トの心のなかにはもうひとつ確実な息いがii,',¥巻いていた。それこそマンハイム

の芳き：：f欠姫アロイージア ・ヴエーバーヘのやるせない悦れであったのだ。

1778年のモーツァルト

1月 アロイージアと出会い、恋に落ちる

3月 母とふたりでパリに向かう

4月 〈フルートとハープのための協奏曲〉作曲

6月 〈バリ協奏曲〉が初演され、大好評を得る

？月 母マリーア・アンナ死去

月アロイージアに会いにマ
ヴェーバ一家はミュンヘンに移っていた

12月ミュンヘンでアロイージアに再会するが失恋

悲しみに満ちた蓉きの 〈ホ短調ヴァイオ

リン・ソナタ〉は、従来は母の死と関連

づけられ、パリで夏のはじめに作曲され

たと考えられていた。しかし五線紙の研

究でこの曲はすでにマンハイムで作曲が

始められていたことがわかった。

悲しみの響き《ホ短調ヴァイオリン・ソナタ》

1主題は、ヴァイオリンとピアノのユ を漂わせたメロティで開始。このあ

二‘ノンて始まる。突然ピアノて和音力、 ） とに、「幸福の幻影」ともいえるフレー

連打されて第2主題が登場し、強弱の対 ズがあらわれるが、最後は第1楽章の激

比が示される。途中展開部ではさらに しさが戻って曲を閉じる。
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二重奏ソナタ・・・ふたつの楽器によって合奏されるソナタ。
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ビアノ・ソナタ 変口長調
K333 

會里帰りの旅の帰路に咲いた一輪の花

◎ Ul:JIIM~ 饂
《変口長調ピアノ ・ソナタ》 (K333) のケッヘル番号に注目してみよう。ケッ

ヘルの通し番号ではこの1111は名高い トルコ行進曲つきの《イ長調ピアノ ・ソナ

夕》 (K33I)ほか41川が連続した番号をも っていて、いずれも 1779年にザルツ

プルクで魯かれたとされていた。ところがそれが20世紀のはじめにフランス

の研究家によってこれらの曲が 1778年か、あるいは最後のこのllllは少し遅く 、

それでもパリ滞在中に作1111されたものと訂正され、私たちは長いことそれを信

じてきた。

しかし第2次世界大戦後の箪跡研究と五線紙の研究で、これらの曲は、実は

1783年にウィーンで作曲され、最後のこの《変口長閻ビアノ ・ソナタ》だけは

この年の夏、モーツァル ト夫妻がザルツブルクに里帰りし、ウイーンヘ帰って

くる途中のリンツでつくられたものとほとんど確定されるにいたったのだ。

〇モーツァルトがウィーンで知ったピアノ楽器

このように作品の作曲時期についても、後世の思惑が紛れこむ。私たちは

作l~I家本人よりも後世の自分たちの思いを大事にしがちになるのに十分注意し

よう。モーツァル トはマンハイム ・パリ旅行の折、父親レーオポル トの生れ故

郷アウクスプルクで、シュタインというピアノ製作者のフォルテピアノを知り、

マンハイムやパリで素敵なソナタ (K309、K3ll、K3l0)を粛いている。

今度はウィーンに移ってから、この楽都で識った製作者ヴァルターの楽器を

自分でも注文して手に入れ、それに習熟して、彼はこれからソナタやその他の

小曲の傑作を鸞いていく。自分用にも、また弟子たちのためにも。
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モーツァルトとピアノ

胃'JU.. 
ピアノはモーツァル

トにとって、とくに

重要な楽器だった。

幼い頃からピアノに

よって音楽の勉強を

始め、成人してから

もピアノの独奏曲や

ピアノ協奏曲を作曲

し、演奏しつづける。

彼が表現したいも

のはピアノによって

もっとも適確に表現

できたのだろう。

作曲年代が大きく揺れた4曲のピアノ・ソナタの研究

1862年、ケッ
ヘルにより
1779年にザ
ルツブルク
で作曲され
たと推定さ
れる。

20世紀に入り、研
究家ド・サン＝フォ
アにより、最初の3
曲が 1778年の夏頃
パリで、最後の1曲 .. 
(K333)もパリ滞在
中 (1778年 9月ま
で）に作曲されたと
訂正される。

1970年代の筆跡研究でこれらの4曲は早く
ても 1780年代の夏のものであると指摘され、
1980年代の自筆譜の紙の種類と透かし模様の
研究では、さらに3年後の1783年以降につく
られたものと推定。K333の自筆譜がリンツに
近いシュタイヤーで製造された五線紙である
ことが判明し、この曲が1783年11月のリン
ツ滞在中に作曲されたと判定された。

作曲年代の推定が変わると、そのときにモーツァルトがとん

な状況にあったか、何が作曲のきっかけになったのか、とい

う推論が大きく変わってくる。〈変口長調ピアノ・ソナタ〉が

1783年に作曲されたということは、モ＿ツァルトがザルツブ

ルクからウィ＿ンヘ移住し、精力的に作曲・演奏活動をおこ

なっているなかで害かれたことになる。またウィーンで愛用

したピアノの音を念頭に作曲されたということになる。
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ピアノの音ですべてを描く モーツァルトの仕掛けたトリックとは？

t

、・力

囲したオス

〇―最初―のーてウィーン ・ソナタ〉の多彩な世界

1783年にモーツァ ル トが手がけた蔽初の作，'11りたちのなかで、一番名高い

のは、やはり 《イ長調 ピアノ ・ソナタ〉(K33I)だろう 。蔽後は急速なロ ン

ド楽章で、オリエンタ ル、東洋風のいわゆる 〈トルコ行進1111〉だ。このilli

くられた 1783年の 100年前、神型ロ ーマ帝国軍が、竹都ウィ ーンを包

ン ・トルコ帝国軍に完勝した祝年を祝うにふ さわしい牌きを

翡らかに嗚り 翠漿かせる。

それに先寸 1憂雅なメヌエット楽窪は当時のウィーンの雰囲気を私たち

に伝えてくれるし、その前には llf寸点つき リズムのシチ リアーナ舞RILLの宅題

をまことに多様な変奏で次々と変容させていく音の腐術師モー ツァル トの

みごとな手111111さえみられる。ソナタ形式の楽邸を欠いた、 1形の祭典、究極

のソナタである。

〇 ピア魔術師のもうひとつの仕掛け

これとまた対照的なソナタが 《変口長調ピアノ ・ソナタ》(K333)である。

今度は撤底してのソナタ形式の祭典だ。流脱なメロ ディにあふれる第 1楽
シンコペーシ Jン

邸は生き生きとしたリズムに支えられ、強弱のコントラストや切分音の使

川など、次から次へとくりだされる技は聴く者の耳を捉えて放さない。

第2楽章は歌うような（カンタービレ）芙しい楽章だが、まるでオペ―

でプリマ ・ドンナが歌うア リアのようだ。そしてフィナー レのロ ンドもソ

。 もうひとつ）巌術師の仕掛けをII行示しておこう 。

第 1楽f怜で右手がオクターヴで 2分音符を弾く 2小節で、左手が8分音

符で短 2度一短2度ー長 2度一短2度と音形を添える。 3番11はモーツァ

ルト さんの間辿いだろうか？ この トリ ックには H木の布名な作1111家氏も

ナタ風に調狸されてい

引っかかったことがあ
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。モーツ ァルト の此ではあった。

第1楽章、)
なめらかに歌うような第1主顆でスタート

憂が遥a「 『r誓千―~- ....---.....___
落ちついた第2主題で雰囲気が少し変わリ・・・・・

信ふ叶—ピ□可L且汀臼亘～
強弱の対比された細かい動きが2回くり返されると、

虚 x2 

問顆のトリックの音型が登場

疇

゜うっかりすると聴きのがしてしまいそうなくらいこっそりと、ト

リックが仕組まれている。よく聴くと3回目の長2度の音型のと

ころは「おや」と思わせられる。この3番目は暑き間違いとい
われたこともあったが、後半でも違う音で同じ音型が出てくる

ので、意図的な仕掛け。
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;. 1'<2度はドーレ、レーミ
ソ—ラはどの全音の召柑。

短 2度は反 2屈の半分、ド—

ド江、ミ・ファ、シードなど
の't'[jの凸程のこと。
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弦楽凹頂奏曲
K465 《不協和音》

アンサンプルの醍醐味のなかに

モーツァルトの同時代人の文祓ゲーテは言った。「4人の甘いも酸っばいも

噛み分けたひとたちがお互いに会話を交わし合っているのがl±Hこえる」それが

この文祓が捉えた弦楽四重奏の印象なのだ。第1ヴァイオ リンが音頭をと り、

第2ヴァイオ リンが多くの楊合、 3度とか6度とかオクターヴとかでその第1
つつ

ヴァイオリンを恨ましやかに支えて同調を示し、ヴィオラがふたつのヴァ イオ
さしはさ

リンに賛意をあらわした りいく分異論を挟むことがあれ、チェ ロがどっしりと

構えて全体に落ちつきを与える余裕を示してくれ、それが聴く者に納得と嘉び

をもたらしてく れる。これが古典派が考案し、開拓し、そして完成した至内楽

の王者、弦楽四重奏 ill!のジャンルなのだ。

そしてそれは古典派の宏If:ョーゼフ ・ハイドンが果した業鎖であった。

モーツァルトが弦楽四重奏曲の分野に手を染めたのは 14歳、披初のイタリ

ア旅行の途中だった。そして4度目のミラノ滞在中、彼は6iJりの連作を古いて

いる。軽やかな3楽章の 《ミラノ四重奏1Ji1》だった。17歳の少年作曲家はその

後、3度目のウ ィーン旅行で、ハイ ドンの四重奏曲を知った。およそメヌエッ

トをともなう 4楽卒制の61111の作品群 《ウィーン四諏奏rt廿》は、堅実なつくり

方、短調作品の試みなど、やがて師となり友となった大作ill!家に肉迫するだろ

う予感を聴く者に与えたのではなかったか。だが、その時期が訪れたのは、10

年近くも歳月が流れ、ウィーンに移り住んだあとであった。ここでも 6iJりの連

作が苦かれ、その蔽後には 《不協和音四重奏1111》(K465)がおかれるのだ。
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モーツァルトと弦楽四重奏曲

モーツァルトとハイ ドン

ハイドンの弦楽四重賽幽

ハイドンは1781年、全6曲の 〈ロ

シア四重奏曲〉を作曲し、翌年出版

した。この作品によって音楽史上の

古典派様式が完成されたといわれ

ている。ハイドンは全部で 80曲に

ものぼる弦楽四重奏曲を作曲した。

モーツァルトの弦楽四重賽曲

ハイドンの 〈ロシア四重奏曲）に

深い感銘を受けて1785年1月14

日までに6曲の弦楽四重奏曲（〈ハ

イドン四重奏曲〉）が作曲される。

ハイドンの作品がきっかけとなっ

て作曲されたこれらの作品には、

模倣と感じられる点はなく、モー

ツァルトの個性が確立されている。

この編成は、最も調和した表現力に富む組み合わせといわ

れる。はじめはディヴェルティメントと同じような構成だっ

たが、ハイドンによってソナタ形式をもつ4楽章制の緻密な

弦楽四重奏曲のかたちが確立された。
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音楽史の記念碑として ハイドンヘ献呈されたモーツァルトの弦楽四重奏曲

第 1ヴァイオリンのバート譜のタイトルページに印刷されたハイドンヘの献辞

ひそ

~ イドンの輩みに懺Eご師を超える
モーツァ ルトが 1781年にウィ ーンに定イ：l: し、活発な音楽活動を開始した

直後、ハイドンは 6Jillの 〈ロシア四重奏1111〉（作品 33)を作曲し、 出版した。

それはモーツァルト には、大きな刺激となり 、励ましとなった。

彼は第 11111 (K387)を 1782年の大晦nに、そして蔽後の第6曲、いわゆ

る 《不協和音 l~l重奏 IHI 》 を 1 785 年 1 月 1 4 11に作llliし終えている。 2年を

超える歳月はモーツァルトの通常の創作のスピードからはむしろ異様に長

いともいえるだろう 。

完成した61111の弦楽四瓜奏1111はすぐさま、ハイドンの前で、ちょうどウィー

ンを訪ねていた父親レーオボル トも立ち会って横奏されたばかり ではない。

9月には布名なハイドンヘの献辞をともなって出版も されている。いずれ

も傑作揃いだが、なかでも連作を閉じる 〈不協和音〉は、その代表作品と

いえるだろう 。

我が親しき友ハイドンに

「一高名な御人にして、わが最愛の友よ―

彼ら（〈ハイドン四重奏曲〉）があなたのご寵愛

にふさわしからぬものでなきよう望ましめるもの

であります。それゆえ、ご究大にも進んで彼ら

をお引きとりください。そして、彼らの父親とも、

導き手とも、また友人ともなってください！ 今

後は彼らに対する私の権利をおゆずりし、それ

ゆえ、父親の偏愛の眼が、私に隠したこともあ

ろう欠陥をおおらかにこ注意くださるよう―

そしてあなたの究大な友情を保ちつづけてくだ

さいますように、お願いいたします」

あなたのこの上なく誠実な友

1785年9月1日
W.A. モーツァルト

©~ ーー 返丘工天昼こ＿作品に深みと、そして謎をもたらす
この1111は口頭にアダージョの序奏をおいているが、同時代の作曲家から

その不協和な進行に、 初歩的なミスを犯しているとの批判、 否、非難さえ

加えられたものであった。だがこの況沌の先に、第 1楽卒主部のアレグロ

の光のii'i朗な枇界がある。つづく緩徐楽章も、メ ヌエッ ト楽章も、そしてフィ

ナーレも完峻なできばえそのもので、ハイドンが父親レーオポル トに『ff

た若き僚友への1を辞は、巨匠ハイドンが(I分を超える存在に感激し、 脱1/1,;,

した様子を生き生きと伝えている。

モーツ ァルトの弦楽四韮奏ill!の創作活動はさらにつづけられる。《プロイ

セン王山重奏ill!〉の31111は、また別の世界を象徴的なかたちで私たちに開

示してくれるのだ。
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“不協和なII 響きとは？

モーツァルトの 〈ハイドン四重奏曲〉のなかで、序奏をもつのはこの 〈不協和音〉

のみ。冒頭から解決されない不協和音の渾沌たる習きをくり広げるこの序奏の部

分は、和声学の理論上では間違ったものであるため、請誦の的となった。

第 1楽章冒頭
t;-ftf,I冒‘’”
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弦楽五頂奏曲
K516 

會親密な響き、弦楽五重奏曲の世界

~ 
の稽坐ーさ

それは弦楽四重

奏1111であった。娯楽的な音楽のジャンルから弦楽四重奏1111を引き離し、全力を

投入して作曲すべきものとしたのは、ヨーゼフ・ハイドンであった。彼はこのジャ

ンルを室内楽の最高峰として位置づけ、それにふさわしい形でたくさんの作品

を手がけ、 しかも一歩一歩、形式的にも、また内容的にも充実させていった。

モーツァルト もそれに追随して、 勝るとも劣らぬ弦楽四重奏曲の成熟した姿

を私たちの前で展開してみせてく れる。弦楽五重奏曲は、これに反して、多く

の作曲家が忌避したのでなくても、少なくとも、さほど数の上で多くの作品を

残したとはいいがたい。モーツァルトにして然りである。

Q糞驀五重賽とは？

弦楽四重奏は4人の大人の対話、会話として捉えられる。五璽奏曲にはこれ

に何が加えられるのか。事実、5人の編成は、作1胆Iii家によってまちまちであった。

この種の作品を多く魯いたのはルイージ ・ボッケリーニなる人物だった。彼の

五重奏曲は通常チェロがもうひとり加わっての奏楽であり、 作品である。一方

モーツァルトのこの種の作品には、チェロではなくヴィ オラが加わった。
うるお

中声部が充実することで、なにか合奏全体に潤いが出てくる。モーツァルト

がはじめてこの弦楽五重奏曲を試みたのは、 J7歳 1773年のことではあった。

その後モーツァルトはまず弦楽四重奏1111で技を磨いたあと、五重奏曲の批界に

挑戦する。短調の傑作 《卜短調五重奏曲》(K5l6)を含む一連の作品で彼が選

んだ編成はより親密な孵きのヴィオラ 2本の方だった。
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モーツァルトの弦楽五重奏曲

弦楽五重奏曲のジャンルは、ハイドンは「誰も注文しなかったため」作曲してい

ないし、ベートーヴェンも初期の習作2曲しか残していない。一方モーツァルト
は1773年から死の年までに全部で6曲の弦楽五重奏曲を作曲。弦楽四重奏曲に

比べて数は少ないが、重厚でスケールの大きな室内楽の響きの世界をつくりだし、

このジャンルを最高の古典派室内楽曲にまで商めた。

一
ボッケリーニは 125曲もの弦楽五重奏曲を作曲して、このジャンル
の先躯者となる。弦楽四重奏にチェロを加えた編成を用い、低音を
しっかりさせて厚みをだすことに成功。

一
モーツァルトはミヒャエル・ハイドンと同じく、弦楽四重奏にヴィ
オラを加えた編成で作曲。内声部がふくらみ、 ヴィオラとチェロが
解放されてメロティ も担当できるようになる。弦楽四重奏のまとま
り感、 緊張感を保ちながら、 協奏曲風の自由さが加えられる。

弦楽四重奏曲 弦楽五重奏曲

ハイドン 83曲 0曲
(1732年-1809年）

モーツァルト 23曲 6曲
(1756年-1791年）

ベート-ー1ヴ827ェ年ン） 16曲 2曲
(1770年

＋
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弦染Jiif(Jさ1111卜短調 K516

〈死の五重奏曲〉

◎父親の死Q前後に傑作を書く

モーツァ ルト がふたつの傑作宜正奏曲を書き上げたのは、ウィーン期 も

後半に入ってからのことであった。1787年4月4日、モーツァル トは父親

の病の報を得て手紙を11i'く。そこにはすでに父親の死への予感があらわで

あった。4月中句に内・かれた 《ハ長謂五重奏,111》(KSIS)は重犀な翠槻きで早

くもモーツァル トがこのジャンルをおのれの思念の担い手とし、その表現

を慈図していることを物語っている。

モーツァ ルト がこの作品を手がけた頃、彼はすでに名作オペラ 《ドン・ジョ

ヴァンニ》 (K527)の作1ll1を始めていた。このオペラは騎士長の死をもって

始められ、そして主人公の死をもって終りを告げる。モーツァル トはここ

でも父親の死を先どりするのだ。

- ~ —ーそーじて...::1―死の豆重賽ー曲心くる

父親の死を感じとりつつ、モーツァルト は 《卜短間五重奏,111》を作111:iする。

5月 16日であった。それは 日本の文芸評論家小林秀雄が、フランスのカ ト
ふえん

リック詩人アン リ・ ゲオンの言葉を敷術しつつ 「悲しさは疾走する」と捉

えたものであった。そのゲオンは、しかし、この五韮奏illJを〈死の五重奏1111〉
さたい

と呼び、父親の死と 関係づける。死の想念が稀代の弦楽五重奏1111の印象深

い開き 、この世での生者の死者を悼む思いである 〈悲しさ 〉を生みだすのだ。

この 〈死の五瓜奏,11,〉のフィナー レは長調とな って飛び立っていく 。そ

れはまた第 1楽翔と 同じようにアレグロで疾走する。それは肉体を離：れた

死者の魂のように歩み去る。この批から解放されて、爽やかに、この1仕の

親しい人たちから別れて、 II青れやかにではないが爽やかに久遠の国へと。

小林秀雄・・ 「モオツ ァルトJ(〈創元第 1号〉 所収、1946年）は、 日本のモー ツァルト批評に
大きな影醤を与えた著作とな った。

ハ長調と卜短調のあさやかな対比

〈卜短調弦楽五重奏曲〉は、約1カ月前に完成された 〈ハ長調弦楽五重奏曲〉と

並んでモーツァルトの室内楽曲中、最高傑作とみなされている。このペアは、

1788年に作曲された交害曲第40番 〈卜短調交匿曲〉と第41番 〈ジュピター

交智曲〉と同じ調性の対比と完成度の高さをもっており、曲の雰囲気も似ている。
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曲全体にモーツァルトの救いの

ない激情がうずまく。最後の楽章

（第4楽章）では卜長調に転調する

が、ベートーヴェンの曲のように、

苦悩の末に歓喜を勝ちとるのとは

まったく違い、叶えられない願い

のような切ない響きが秘められて

いる。この転調をアインシュタイ

ンは 「慰めなき長調」と表現した。

ト

短

調

一

一美しさと悲しさの融け合った響き
に満たされているが、その内には

逃れられない宿命といった情趣が

秘められている。〈ため息〉音型の

半音階的なメロディのつくり方が

印象的。バトスにあふれた卜短調

とつよく結びついている。
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モーツァルトの室内楽／独奏曲を知る

心の柑界を写しだすふたつの花園

アノ猿賽曲fqj一花園

モーツァルトにとってヒアノ（チェンバロとピアノフォルテ）は生涯もっとも

重要な楽器だったことはすでにくり返し述べてきた。独奏11J1にはソナタがあり、

変奏illlがあり、あるいは幻想iJJJやロン ドその他の小111」がある。

さらに連弾ill.I(4手のための） 2台のピアノのための作品がある。いずれも、

モーツァルト当時のピアノ、いわゆるフォルテピアノは 5オクターヴ、 61鍵の

小製のフリューゲル （グラン ド盟）の鍵盤楽器で、足ペダルがなく 、膝ペダル

がついていた。それは現代のピアノ (88鍵）とは比較にならぬほど軽鉱であり、

評きも軽やかなものだった。

ピアノ を伴う室内楽には、 なおヴァイオリンとの二重奏ソナタ、チェロを含

む三重奏ソナタ、 さらに弦や笠をともなう四粛奏1111や五直奏RLりも残されている。

こうしたピアノを含む室内楽でも、 近年しだいに当時の楽器（オリジナル楽揺）

いている。 いずれもすぐれた曲が多いのもモーツァル トならではである。もっ

とも楽器数が多いのはセレナードの項でも触れた《13楽器のためのセレナー ド》

（《グラン ・パルティータ》） (K36I)だが、とりわけウィーン時代には友人の管

の名手たちのために三重奏rJj]や二重奏iJIIなど小111・1をかなりたくさん閻いており、

クラリネット、バセ ットホルン、あるいはホルンなどの知られざる佳品も多い。

弦の室内楽にもモーツァルトがザルツブルクに里帰りした折に病気のミヒャエ

ル・ハイドンに代わって大司教のために調達した21111の《ヴァイオ リンとヴィ

オラのための二重奏曲》(K423、K424)あるいは晩年の力作弦楽三重奏llli《デイ

ヴェルティメント変ホ長調》(K563)のような編成の作品も残されている。
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もっと知りたい！ モーツァルトの室内楽／独奏曲

2台のピアノのためのソナタ

ニ長調 K448 

1781年 (25歳）

父に宛てた手紙によると、この 1ll1 は1~れた

ビアノの弟子ヨゼーファ ・アウエルンハン

マーとふたりで弾くために作1111された。弟

子との競祇という機会に作llliされた珍しい

l 1111。

ヴァイオリンとヴィオラのための二重奏曲

ト長調 K423 

1783年 (27歳）

高度な演奏技巧が要求され、しつかりした

形式と渋い味わいをもつ作品。この二韮奏

曲は病気のミヒャエル・ハイドンの代わり

ピアノ ・ソナタ第 15番

ハ長調 K545 

1788年 (32歳）

ソナチネ・アルバムにもおさめられている

ので、習ったことがあるというひとも多い

だろう。モーツァルト自身も「初心者のた

めの小ピアノ ・ソナタ」としてJ,1::き上げた、

単純だが愛らしい小品。

オーボエ四重奏曲

ヘ長調 K370 

1781年 (25歳）

名オーボエ奏者フリー ドリ ヒ・ ラムのため

に作曲された。協奏ill!のソロのように、オー

ボエが旅麗に嗚り押き、協奏1111と室内楽の

にモーツァル トが2rll咽いたうちのひとつII沫i'i神とのみごとな結合をみせている。
だが、ミヒャエルはこれらのrltlを商く評価し、

そのスコアを生涯大切に保管した。

デイヴェルテイメント

変ホ長調 K563 

1788年 (32歳）

モーツァルトlljfーの本格的な弦楽三諏奏ilU。

経済的に窮しながらも傑作を生みだしてい

く時期に許かれたこの,u,は、フリーメイス
ンの盟友で晩年のモーツァルトを支えた友

人のプフベルクにi献呈された。
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モーツァルトの楽譜
こJ~~

自筆譜に秘められた作曲家モーツァルトの姿

モーツァルトの自箪諮は美しいことで知られている。大体において訂正の跡

はきわめて少なく、 一気に魯かれたかのようにまったく修正のないものも少な

くない。箪跡も きれいでわかりやすく、流れるように訂かれている。しかし、

なかにはかなり訂正されているものもあり、また数多くのスケッチや断片、 未

元のままの自箪諮もあって、苦労の末に完成された作品もある。

モーツァルトの自節諮は、 時期によ って縦長と柚長があり、大きさも異なっ
てす

ているが、当時の紙は手漉きで厚く 、また透かしがあるのが特徴である。こう

した用紙の形態や透かしの種類から、作曲年代の推定も可能になる。また、 i

時は楽開を柑＜度にインクを自分で調合したため、 インクの濃淡が生じ、作品

がどのように拇き進められていったかも雅測できる。さらに、年齢と ともに変

わる箪跡からも作1111年代の推定が可能なのだ。このように、 白紐諮は、作品の

誕生に関わるさまざまな情報を伝えるもっとも重要な査料といえる。

印刷譜にも情報がいっばい

自節諮のほかにも、モーツァル トの音楽が許き記された楽譜には、自箪諮を

写諮家が沓き写した節写諮と、 印刷諮がある。まだ印刷譜の普及率は低く、派

奏などの実用には箪写訊が使われるのが醤通であった。自節総諮からつくられ

た箪写パー ト諮など、箪写諮には演奏0)ときの鸞きこみなどがあり 、自筆諮に

はない重要な情報を与えてくれるものもある。また、モーツァル ト存命中に/:I:¥

版された初版訊は、彼自身の献辞をともなうこともあり、作1111の経緯などを知

る軍要な査料となっている。さらに、当時の印刷請の表紙には、 作品の内容を

暗示する版画の挿絵が枯'iかれていることも多く、それもまた輿味深い。

—---~ こ．―～、 :....と~--•.古炉-一,._ _.,,,.,....-. 一..___;____,_~ 
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モーツァルトが9歳の頃に作曲したモテット

（神は我らの避け所）(K20)の自珀語

〈音楽の冗談〉の初版パート譜の表紙
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（腐笛）の第2硲パバゲーノのアリアの自印諾
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《クレータの[イトヌネーオ》
K366 

オベラの種類

會人間感情の描き手モーツァルト

旦且

叫~血臣ーを描く
モーツァル トが極端な人間感情の繰発である怒りを扱った最初のア リアを粛

いたのは、なんと 8歳から 9歳にかけての頃であった。大旅行中ロ ンドンでの

できごとだった。その彼が、この西方への旅行から帰郷した翌年、 1767年に挑

戦したのが劇音楽の分野だった。宗教的ジングシュピール《第一戒律の責務》

(K35)を、当時ザルツブルクで活躍していたふたりの作曲家ミヒャエル・ ハイ

ドンとアー ドルガッサーと共作 し、その第1部を仕上げる。先猾たちの作曲に

なる第2部と第3部は失われたが、残された少年の第1部は序曲のほかに8曲
へんりん

からなり、すでに後年の大劇音楽家の片鱗を垣間見せてくれる。

だが同じ年に作曲した学校劇、ラテン語オペラの《アポロとヒヤシンス》(K38)

はアポロヘの嫉妬ゆえにヒヤシンスを殺すギリシア神話のゼフィロスの物語を

扱い、 ヒヤシンスが父王エバルスの腕のなかで息絶える有様まで描いてみせる

のだ。こんな幼児にして巨匠的なオペラ作曲家がほかにいるだろうか。

モーツァルトは、すでに 10代で当時のオペラのほとんどのジャンル （宗教
オペラ・-¥:・リアオベラ・プッファ

削、 学校劇、悲歌劇、 喜歌劇、祝典劇、 ジングシュピール）を作曲するという

奇敗を実現する。その題材は堂冑、ギリシア神話、 古代史、あるいは当時の市
せい

井の話題と盟窟だが、物語のなかに登場するさまざまな人間の情緒、それにも

とづく行為、行動を音楽的な表現にもたらしている。そして新しい悲歌劇的表

現はモーツァルトがザルツブルクからウイーンに移るきっかけとなったオペラ・

セリア《クレータの王イ ドメネーオ》 (K366)によって頂点にもたらされるのだ。
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ロオベラの種類

オベラ・セリア

オペラ・プッファに対す

る語で、「悲歌劇」と訳

される。神話や伝説的な

英雄、古典的な悲劇など

を顆材にしたオペラ。

オペラ・ブッファ

嘗 t、「と喜も歌と？旦5翌翌芦

仇i~附\1 ~~詈ミ丑
型的な喜劇的オペラ。

ジンクシュピール

「歌芝居」と訳される。

18世紀半ば頃からの ド

イツ固有の民衆的なオペ

ラ。喜劇的な内容でドイ

ツ語で進行する。地のせ

りふが音楽のあいだに挟

まれてストーリーが展開

されるのが特徴。

モーツァルトの作品

〈ポントの王ミトリダーテ〉(1770年）

〈ルーチョ ・シッラ〉(1772年）

〈牧人の王〉(1775年）

〈クレータの王イドメネーオ〉(1781年）

〈ティート帝の慈悲〉(1791年）

〈みてくれの馬鹿娘〉(1768年）

〈偽りの女庭師〉(1775年）

〈フィガロの結婚〉(1786年）

〈ドン・ジョヴァンニ〉(1787年）

〈コシ ・ファン・トゥッテ〉(1790年）

〈バスティアンとバスティエンヌ〉(1768年）

〈後宮からの奪還〉(1782年）

〈魔笛〉(1791年）
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〈クレータのI:イドメネーオ〉K366

そして傑作オペラの森 《イドメネーオ》はどんなオペラ？

主な登場人物

Q鰻崇消費財l超えて作曲される個性輝やく芸術としてのオペラ
オペラ史はユニークな展開、発展をモー ツァル トそのひとの名で朱した

ものだった。その第 1作ともいう べき作111111が、オペラ ・セリア 《クレータ

の王イドメネーオ》である。それはザルツブルクの隣国バイ エルン選帝侯

領の首府ミュンヘンで 1781年の謝肉祭の折に上演されたもので、モーツァ

ルトは前年の II月に同地に克fき、ザルツブルクに在住するヴァ レス コ師な

る神父に台本を依頼し、 ミュンヘンに移ってからも父 レーオポルト を介し

て、さまざまな注文をつけながら作1111をつづけている。

マンハイムと ミュンヘンでの旧知の老テノール歌手アン トーン ."'i― 

をタ イ トル・ ロールのイ ドメネーオに配し、オペラに不、I翡れな教会歌手ヴィ

ンチェンツォ ・ダル・ プラー トを息子イダマンテ役として、この悲歌劇は

宮廷劇拗、いわゆるレジデンツテアーターで 1月末に上祇されてい,..,。
ひつせい

◎ オベラ・セリアを超える畢生の大作悲歌劇 〈イドメネーオ〉

バロック時代に栄えた悲歌削、オペラ・ セリアは 1780年代に人るあたり
さたい ひん

で、すでに危殆に溺lしていた。大先達のグルックがその瀕死の悲歌劇に活

を入れていたが、モーツァル トの 〈イドメネーオ》はグル ックと異なって、

定型的な番号オペラ、叙唱や詠唱や重唱による削の進行、そしてオーケス

トラや合唱の充実した使川を通して、このジャンルの究極的完成を実現し

た ものであ った。その緊張し た劇的）~{ l1f-J 、それぞれの ア リ アや重唱の表現

の密度は、オペラがただ隼なる慰楽を 11指す機会的なジャンルであること

をやめて、一同的、およそ無二の芸術作品であるという 新しいオペラの在

り方を端的に打ちだしている。

番号 オペラ • • そ れ ぞれの歌唱の曲の並び順に番号がつ け ら れ て いる伝統的な イ タ リ ア ・ オペラの

形式のこと。 叙唱・・・ レチタティーヴォ。諾る調子で歌われる。 詠唱••• ア リ ア 。 独唱で歌われる 。

イドメネーオ
クレータ国の王。トロイア戦争

からの帰途嵐に辿うが海神ネプ

チューンに誓いを立てることで救

われる。その誓いとは上陸して

初に出会った者をいけにえに捧げ

るというもの。しかしイドメネー

オが上陸して最初に出会うのは、

息子イダマンテだった。

イーリア
トロイアの王女。クレータで捕虜となってい

る。イダマンテがいけにえになると知ると彼

を愛する彼女は身代わりになると申し出る。

この愛が示されると、突然神託の声が四きわ

たり、 イダマンテは王位につきイーリアはそ

の妃になるよう立言される。
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イダマンテ
イドメネーオの息子。敵国の王女イーリアと

恋人同志。突然ふりかかった不幸に翻弄され、

みすからがいけにえになる立悟を決めるが、

イーリアとの愛によって神に助けられ、最後

は王位につく。

.,  喜
序曲•• 海の嵐と悲劇的なストーリーを暗示するかのような厳粛で激しい音楽 、a
第2硲イドメネーオのアリア・・・ 「私の胸のなかにも海があり、荒れ狂っている」と、

息子を捧けなければならない苦悩を歌うアリア etc
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《フイガロの結婚》
K492 

新しい人間喜劇誕生

コンメーディア・ディヴィーナ コンメーディア・ウマーナ

. ..... 繭 ＞ から~喜＿劇~

悲歌劇 《イドメネーオ〉では神々の苦悩や嘉びが描かれる。父親イ ドメネー

オが悔神ポセイドンとの秤約に苦しみ、息子イダマンテはその替約を守ろうと
かんぜん

敢然と死に立ち向かい、救済はその志をよしとした神からもたらされる―。

しかし喜劇にはこうした神が登場することはない。すべては人間自身の判断、

そして決意、決断にゆだねられる。モーツァルトがウ イーンで作曲した蔽初の

オペラはドイ ツ語喜歌制（ジングシュピール）の《後宮からの奪盗》(K384)であ

た。この歌劇は、人間感情のさまざまな様態をみごとな音楽によって、委細を

尽くして枯'1きだしている。ウィーンでの最初のオペラ、しかも ドイ ツ語の作品

ということで、モーツァルトはいくつかのアリアでの表現の仕方やその根拠を、

父親レーオポルトに宛てた手紙で詳しく説明している。

- ..a.q17'1霞鱒惰喜蒙麟―〈プ:r:ガロ〉7fi""

活動の最後の出し物だった。その後宮廷削場はふたたびイタ リア語オペラの上

演、イタ リア人作曲家の活躍の場となる。いきおい、モーツァルトの出番はなか

なか同ってこなかった。しかし彼は準価を怠らず、イタリア語台本を 100本も
うかが

とり寄せたり故机!IIのヴァレスコnmに新作を依頼したり、機会を窺っていた。

その彼の前に立ちあらわれたのが、 イタリ ア人詩人ロレンツォ ・ダ・ポンテで、

彼はイ タリア人作1111家たちのあいだでひっぱりだこだったが、モーツァル トの

ために、作1川家がみつけたフランス喜劇詩人ボーマルシェの原作 「フィ ガロの

結婚」のオペラ化を引き受けてくれたのだ。
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《フイガロ》の舞台スケッチ

j 

アルマヴィーヴァ伯爵婦人の部屋から逃げるケ 伯爵婦人に変装したスザンナが言い寄るフィガ

ルピーノ ロを平手打ちする

イタリアの人気台本作家ダ・ポンテ

イタリアの詩人、台本作家。ヨーゼフ2世の宮廷詩人として
イタリア語オペラの台本を提供し、成功をおさめた。モー

ツァルトとは 1783年に出会ったが、以来お互いの生涯で欠

かせない重要な存在となる。

モーツァルトの3つのオペ
ラ、〈フィガロの結婚〉〈ドン・

ジョヴァンニ〉〈コシ・ファン・

トゥッテ〉の台本はダ・ポン

テの代表作ともなった。
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〈フィガロの結術〉K492

き t— い

ダ・ポンテ＝モーツァルト、稀代の共同制作

向） の~=~を幻原作

ボーマルシェとの出会いはオペラ史を飾る買重な出会いだった。時あた

かもフランスでは体制批判、設族批判の嵐が近づきつつあった。フランス

国王ルイ 16世に末妹マリー ・アン トワネッ トを嫁がせた皇帝ヨーゼフ 2世

も、革命息想に通じる作品の上演に神経質だった。そうした1館害を乗り越

えて、このオペラは 1786年5月1Flに上梱され、モーツァル トはよ うやく

ウィーンでのイタリア語オペラの宮廷削楊 （ブルク劇場）でのデビューを

呆したのだ。

ボーマルシェの原作は 3部作、 『フィガロの結婚』はその第2作に当た り、

前作 『セビ リアの理嬰師』でアルマヴィーヴァ伯爵が市民の娘ロジーナと

結ばれるのに骨を折った理髪師兼外科医のフィガロが、今度は伯爵の浮気

をこらしめるという筋瞥きではある。

現世の愛ははかなく、永続性に乏しい。伯爵は夫人ロジーナの心を踏み

にじり、フイガロの婚約者スザンナを誘惑する。小姓ケルビーノは女性た

ちに心をときめかし、とりわけ伯爵夫人に恋こがれてやまない。伯爵夫人

は夫の愛が失われたのを 1崩き、愛の悲しみを切々と歌う 。フィガロが実の

息子とは篠知らず、マルチェリーナは竹金と引き換えに彼を結婚の相手と

して、 息子を追いつめる。

狂おしい一日の流れのなかで、数々の思い、 愛、悩れ、悩しみ、悲しみ、

そして況びが交錯するが、そのそれぞれがモーツァル トの音楽によって、

この上なく美しく、感動的に、 描かれ、 歌われていく 。

こうしてこのオペラは音楽によって打ち立てられた、悲しいまでに高 く、

そして奥深い愛の記念碑となったのだ。

90 

《フイガロ》はどんなオペラ？

主な登場人物

スザンナ
アルマヴィーヴァ伯爵家の小閻

使いでフィガロの婚約者。明る

く可愛らしい。好色な伯爵に狙

われるが、機転をきかせてフィ

ガロたちと一緒に伯爵をこらし

める。

いプロポーズで結婚したのに、

夫の心は自分から離れてしまっ

たことを疑えている。第3磁の

アリアで「楽しい思い出はどこ

へ」と切ない思いを歌い上げる。

疇

アルマヴィーヴァ伯爵
「セピリアの理製師」ではロジ一

ナ（アルマヴィーヴァ伯爵夫人）

に首ったけで熱烈な恋の末に結

ばれたが、倦怠期に入り小閻使

いのスザンナを狙っている。
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伯爵家の小姓。女性に興味をも

つ思春期の男の子。伯爵夫人に

恋をしている。第2硲では「恋

とはどんなものかしら」と1日爵

夫人への悩れを愛らしく歌う。
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噴
K620 

會ぉ砿ォペラとメイスン・オペラの合体

ンテ；ーオベラアーを蘊えて

モーツァル トの 《フィ ガロの結婚》によってイタリア語オペラは因習的な歌

削の枠を、限界を一気に乗り越え、以後のオペラの模範となる〈 レパー トリ ー・

オペラ〉の最初の作品となった。〈 レパー トリー ・オペラ〉とは、オペラが特定

の時期、ひとたちのために、祝祭や祝典や、特別な機会や目的のために魯かれ、

上演されたあとはそのままお蔵入りするか捨てられ、忘れ去られる消般財であ

ることをやめて、 初演のあとも、 別の劇場でも取り上げられ、 時代を越えてく

り返し上演がつづけられていくオペラで、また多くの削場がいつでも舞台にか

けられるように用意している作品のことである。

これはつづく 《ドン・ジョヴァンニ》、《コシ ・ファン ・ト ウッテ》でも同様で、

時代、時期によって、また国による趣向のちがいによって、人気に差異があれ、

恒常的に舞台を飾りつづけてきたものであった。

----ーの腎―み,:::肴うード1''1羅ー07..1>究極の姿
18世紀の後半、 ドイ ツの地では民衆たちが自国語で理解でき、また楽しめる

ドイツ語によるオペラが次第に盛んになっていった。ウィーンではそうした民

衆的なオペラ、いわゆる〈ジングシュピール〉（歌芝居）が、郊外の削場で上

演されていた。

そのひとつがウイーン市城外南の方向にあったヴィーデン削場である。モー

ツァル トはこのヴィーデン削場を本拠地として活躍していた興行師、俳優、 そ

して歌手のエマーヌエル・シカネーダーの申し出によって〈腐笛〉(K620)を

作冊したのだ。
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モーツァルトの多オな友人シカネーダー

初演でババゲーノに扮するシカネーダー。多

オで俳優、歌手、台本作家という多くの顔を

もった劇場興行主。1780年に一座を率いて

ザルツプルクを訪れた際にモーツァルトと出

会い、その後親しく交流をつづけた。モーツァ

ルトのフリーリメイスンの盟友でもあり 〈魔

笛〉の作曲はシカネーダーの依頼による。台

本はシカネーダー自身が書き、初演のパバ

ゲーノ役を歌った。

(/li笛）の表紙
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東洋の王子の冒険、そして秘密の儀式の世界

目と~i:.:ィーが混在＿する不思請なオペラ
かりさぬ

登楊するのは 日本の狩衣を身に愁けた王子。夜の女王に見込まれて、悪

靡に誘拐された姫を救出に向かう王子は、その悪魔ならぬ高俯の祁きで、

大地、沈黙、火と水の試練に打ち勝ち、その美しい女性と結ばれるという

物詔。彼に従う烏刺し男はi骨稽な失敗をくり返しながらも、 似合いの娘と

めでたく結婚できるという而白可笑しい喜劇的な要素も加わり、 一見メチャ

チャな筋の首尾一貰性を欠いた作品と息われてきた。

-7リーメイスンの儀式と思想，
おとざばなし

このドイツ語オペラには、当時盛んだった御伽噺による歌芝居（ジング

シュピール）とモーツァ ルト がウィーン時代に帰依したフ リーメイスン結

社の儀式の音楽的表現の両方が混在し、融合しているという特徴がある。

序曲から劇の本体にまでさま ざまなフ リーメイスン結社．の象徴（たとえば

3の数）が音楽的表現にもた らさ れている。夜の女王によって担われる夜

や闇、 ザラス トロ によってあらわされる昼と光の対立は、後者の勝利によ

て解決をみるものの、モーツァル トは王子タミーノや女王の娘パミーナに

だけ照明を与えるのではなく 、また烏刺 しパパゲーノとその相手役のパパ

ゲーナに親近感を従えさせる 1傷気な姿を描 くばかりでなく、 対立的な存在

である夜の女王の姿にも、またムーア人の召使モノスター トスの存在にも

同情心をもって印象的な音による彫像を刻んでいる。

近年、このオペラの御伽噺的側面とメイスン的恨I]l□iが対立的な閲係にあ
るのではなく 、両者が不思議な統一、融合を実現しているとの解釈が立ち

あらわれている。両者の神秘的な1則而は矛盾なしに両立するのだ。

3の数 ・・序曲の途中に3和音の遥打があ ったり、登場人物の僧侶、侍女、 奴隷、童子がすべて

3人で登場した りと、 〈腐笛〉には 「3」とい う数字がしばしば使われている。

《魔笛》はどんなオペラ？
~ 

主な登場人物

バミーナ
夜の女王の娘。ザラ

ストロにさらわれて

いる。城内に忍びこ

んだパパゲーノによ

りまだ見ぬ胄年（タ

ミーノ）が自分を愛

し助けに向かってく

れていると閻き、心 I.-.!
ときめかせる。

ザラストロ
エジプトの高僧。前半では、夜の女王

の娘バミーナを誘拐した悪者として登

場するが、実はそれは若者たちの試練

のための行為であることが明らかにな

り、夜の女王の立場との鮮やかな逆転

みせる。

ババゲーナ
パパゲーノの腐法の鈴

によってあらわれるが、

パパゲーノとふたりで

「バ、パ、パ」と楽しい

二m唱を歌う。

／―-疇一
タミーノ

王子。夜の女王の娘パ

ミーナの絵姿の美しさに

一目惚れし、「なんと芙

しい絵姿」とアリアを歌

う。パミーナを助けるた

めの厳しい試線を乗り越

え、叢後には彼女と結ば

れる。

夜の女王、)
前半は娘をさらわれて悲殴にく

れる母として登場。後半では実

はザラストロの邪腐をしようと

する悪者であったことが明かさ

れ、最後は大陽の1対光で滅ぽさ

れてしまう。第2硲で「地獄の

俊l1i11がわが心に惹えかえる」と

ザラストロヘの復櫨を誓うアリ

アは有名。
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ババゲーノ
個性的で親しみのあるキャ

ラクターの烏刺し。恋人と

~ 
， 出会うことを夢みてタミー

ノとともに旅に出る。最後

には可愛い恋人を得る。
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Gl!ll.ll&lilB址:』

モーツァルトのオペラの射程 もっと知りたい！ モーツァルトのオペラ

ツァル ~O)オ石ラ〇奇躙的震開

すでに述べたようにモーツァルトは生涯の前半にあって、故郷ザルツブルク

でばかりか、ウィーンでも、 ドイツ各地でも、パリやロンドンでも、さまざまな

オペラに触れ、 そしてオペラ発祥の地イ タリアでそのオペラ創作の歴史を早く

も完結するかに思える。そしてその先にザルツブルク期を締めくく るようなオ

ペラ ・ブッファの傑作 《｛為の女庭師》(Kl96)があり、そして 《イドメ ネーオ》

がくる。しかし、ウイ ーン時代の傑作オペラを締めくく るのは、オペラ ・セリ

アに屈する祝典劇の 《ティー ト帝の慈悲》(K621)なのであった。近年このオ

ペラにも照明が当てられてきているのは、おそらくこの作品がギリシア古典古

代の劇音楽の近代的復活をみごと成し遂げているためではなかろうか。

”ト ・オベ？烹且叫 贔 ＿を批判する

現在、とりわけヨーロッパを席捲しているのはこの作曲家の劇作品に対する

根拠に乏しい読み換えの流行であろう。彼のオペラは上演をもって完結する舞

台芸術である。だが、モーツァルトのオペラの台本と音楽とは永続性をもった

不変の文化財であろう。そう した原典（テキスト）を諒重しないで、いたずら

な変更が演出面で際立って目につく今日この頃である。
しんし せいこく

原典の深く真摯な解読と正鵠を射た解釈は、いたずらに奇をてらう演出とは

別物であり、異質なものであろう。ちなみに〈モーツァル ト生誕250祝年〉の

2006年にはザ）レップルクの夏の音楽祭で彼の全音楽劇作品が取り上げられた
しょうしせんばん

が、その多くはまったく笑止千万な演出を観客に押しつけているのが実態とい

えよう。
さぴ

人間の行為と感情の機微に触れたモーツァルトの劇作品の表現世界を、優れ

た歌手や指揮者とともに感動的に提示してく れる真挫な演出家の登場に期待し

よう。

《ボントの王ミトリダーテ》

K87 

1770年 (14歳）

K486 

1786年 (30歳）

サリエーリの l;;;; 認のオペラ ・プッ

ファ〈はじめに言葉、お次に言業〉と

K527 

1787年 (31歳）
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モ ノァルトの宗教曲を知るー・—-- --—----·-------一—---―--•.一ー••一・・·..・ .・、. l . ... ・ヽ．・ .. ,,._ .. ,.. ・ヘ

-" 

《戴冠式ミサ》
ハ長調 K317 

2-9 
ミサ曲とは？

ミサ曲とは、ローマ ・カトリック教会の典礼 （ミサ）にともなう声楽曲のこと。ミ

サの典礼文には教会暦によって変わる固有文と、毎回必ず用いられる通常文とが

ある。ミサ曲は通常文のなかの以下の5つのテキストをもとに作曲される。
みやい

美しい響きで神の宮居を飾る

◎冒＿教会奮楽家＿モニ Z7'A凶よ多作

モーツァル トはカ トリック教会音楽家であった。この事実は、彼の死後忘れ

られるか、少なくとも軽視されていく。だが、モーツァル トはドイ ツの教会国

家であったザルップルク大司教領の生まれであったし、父親はその人司教に仕

える音楽家として、数々の教会作贔＼を閻き残している。その息子モーツァル ト

は父親の指羞のもと、わずか9歳のときロン ドンでモテッ トを書き、その大旅

行の帰途、パリでは《キリエ》を作曲している。

ザルップルクで、彼は数々のミサ曲、そのほかの教会作品を生みだしていく。

大司教の司式でとりおこなわれるミサ11t1やそのミサ1111を構成する個々の楽卒、
リクニア ヴェスベレ

連祷や晩課そしてオラトリオほかの宗教削など、およそ 50111, を越える。なか

でも名高いのが《戴冠式ミサ》 (K3l 7)である。

~~=ーー会畜崇蒙壬ー ~ァ~ーヘの誤解の数々
さら

モーツ ァルトの教会作品は、死後いくつもの誤／り犀に1翡出されてきた。彼のミサ

血は粧俗的な音楽と変りなく 、宗教性に乏しいという。これは古典派の教会作

品に与えられた 19世紀の一般的な評価でもあった。彼は大司教のもとを離れ

ると教会作品をft「かなくなる。これは信仰心の欠如を示すものという。

確かにモーツァル トはウィーン1時代に入るとわずか2llliの未完のミサ曲と小

IIりのモテッ ト1llllしか残してはいない。だが、当時一般に職業的な教会音楽家

にこそ典礼用の作品の作曲がゆだねられ、フリーな音楽家モーツァルトに教会

用のミサ!IIJの作曲がゆだねられる可能性はなかった。モーツァル トの教会作品

はそうした制約や条件のなかでみごとな仕上りをみせている。

ザルツブルク大聖堂の内部。1680年頃。ザルツブルク時
代のモーツァルトはこの大聖堂でのミサのために、ミサ曲
やそのほかの教会作品を数多く作曲した。〈戴冠式ミサ〉
もここで初演されている。

ミサ曲の構成

キリエ（あわれみの讃歌）

グロリア（栄光の讃歌）

クレド （信仰宣言）

サンクトゥス／

ベネディクトゥス

（感謝の讃歌）

アニュス・デイ

（平和の讃歌）

5つのテキストに
作曲されるのが基本

モーツァルトのミサ曲の代表作品 （賊冠
式ミサ）は上記の基本通りに作曲されて
いるが、当時ザルツブルクでは大司教の
命により典礼音楽にかかる時間は45分
以内におさめなければならなかったの
で、モーツァルトのミサ曲のほとんとは
表面的には短い略式のミサ（ミサ・ブレ
ヴィス）のかたちをとっている。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
名
曲
を
知
る

ー
選
り
す
ぐ
り
20
選
ー

98 99 



《戴冠式ミサ》の美しさ 曇《アニュス・テイ》の歌詞の意味は？ -
ru〈戴冠式ミサ〉の名＿称に昼誤解も
この曲は 1779年に告かれ、長いこと 《戴冠ミサ》と訳され、呼ばれてきた。

郊外のマリア・ プライン巡礼教会の聖母子像が 〈戴冠のマリア〉と呼ばれ、こ

の教会で初演されたと信じられてきたからである。

近年、《戴冠式》の名称はこのIJl:iが後年レーオポル ト2世の神聖ローマ皇帝

としての戴冠式ないしボヘミア王としての戴冠式で用いられたためと修正され

ている。そして初演は大堂堂でおこなわれたものと考えられる。

,,.,.,,. ―賽態性―と ＿俗性~~ 蘊ぎL~響＿・きQー・なbヽに

《戴冠式ミサ》はハ長調の棠々とした孵きを牌かせ、次の年 1780年に沓かれ

たもう 111りの《ハ長調ミサ》 (K337)とともにザルツブルク期のミサの代表作

品となっている。

その靭きは古典派のいわゆるホモフォニックな様式を中心にいたるところに

美しい旋徘を配し、またその旋律がモーツァルトのオペラのアリアや重唱曲の

艶やかさをあらわとしていることから 19世紀の評者からは教会音楽史上もっと

も堕落し、世俗化された実例とまで語られている。その例としてとりわけこの
あがな

曲の《アニュス ・デイ》（世の罪をllfiい給う神の小羊）が挙げられ、この楽章

の主旋徘が《フィガロの結婚》の伯爵夫人のア リア（第3黎20削）の旋律と

酷似していることから、それがモーツァルトの教会作品の世俗性の証拠とさえ

論じられたことがあった。だが最初にミサIIりの美しくも超絶した感動的なキリ

ストの許しの旋律があり、それが後年のオペラでは伯爵夫人の悲しさあふれる

許しの音楽となるというモーツァル トの音楽の特性こそ私たちは讃嘆し、絶隈

すべきではなかろうか。

オラトリオ…宗教的な音楽劇のこと。ホモフォニック・・・ひとつの声部が主旋律となり、ほかの
声部が和声的に伴奏をつけるような形式のこと。

Agiius Dei Iアニュス・ティ（平和の讃歌）

Agnus Dei 神の小羊

qui tollis peccata rnundi: 世の罪を許したもう主よ、

rniserere nobis. 我らをあわれみたまえ。

Agnus Dei 神の小羊

qui tollis peccata mundi: 世の罪を許したもう主よ、

dona nobis pacern. 我らに平安を与えたまえ。

大きな編成の 《戴冠式ミサ》

△ △ △ 
・; ブ△ラノ・ソロ ア△ルト・ソロオーポエ2人 ホルン2人 トランベット2人

△ こ ぃ△ △ 
テノール・‘ノロ バス..ノロ

トロンポーン3人 ティンパニ1人 ヴァイオリン2部

>~~ △ △ 
チェロ コントラパス ファゴ介 オルガン 混声四部合唱
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〈賊冠式ミサ）は、この曲以前に作曲されていたミサ曲に比べてかなり大きな規模をもつ。ミサ曲の時閥は
短くしなければいけないという規制があるなかで、このミサ曲は、端かなオーケストラの醤きと美しいメロ
ディの歌声が混じり合った、至福の世界をつくりだしている。
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モーツァルトの宗教曲を知る~ I 

《レクイエム》 2-10 

ニ短調 K626 
死者のためのミサ曲、（レクイエム〉

《二短調レクイエム》の未完性

ー 時代の教釦饂の少なさ

サルツフルク時代の教会作品の盟富さに比べて、モーツァルトはウィーンに

定住して以来、この分野での作1111の惰を絶ったかにみえる。彼は 1783年のザ

ルツブルクヘの帰郷時に、塑ペテロ）く修迫院に、未完のままほかの部分を旧作

ミサ1111から補って《ハ短調ミサ》 (K427)を奉納しているが、最後の年に小モテッ

ト〈アヴェ ・ヴェルム〉(K618)を作1Jl1しているだけで、ほかに教会作品は見

喝たらないことも確かである。

しかし、これは、既述のように、彼がウィーンでこの種の音楽を作llilする1・

場になかったからだ。当時、およそいかなるジャンルの1111も、注文や命令により、

あるいは11分でコンサー トを催すために1りかれるのが1甘例であった。

r ~--; 〈じ灯エム ーの作ーー曲を＿鍍頼される

モーツァル トは 1791年の後半、かなり多忙であった。人きな仕事としてはシ

カネーダーに頼まれての 〈）磁笛》の仕事があり、その作1111の合間にプラハでの

レーオポル ト2-111:のボヘミア王戴冠式のための祝典オペラ 〈ティート帝の慈悲》

の作1111上演が人ったが、その上、．息いがけなく死者のためのミサ1111、いわゆる 〈レ

クイエム〉の作IIJI依頼が舞いこんだためである。

《レクイエム〉 作1111は、実際にはプラハから）火り、そして 〈）磁笛〉の初演が

済んでから、すなわち 10月はじめからおこなわれた。《魔笛》は評判となり、

上演がつづくが、II月後半に人り、彼は体調を/JJlし、ベッ ドに就いて下旬には

ふたたび起き上がることができなくなった。こうして翌 12月511、ついに死が

訪れるが、 《レクイエム〉はそのまま未完で残されることになる。
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モーツァルトの 《レクイエム》

I イントロイトゥス （入祭唱）

II キリエ （あわれみの讃歌）

m セクエンツィア （続唱）

1 ディエス・イレ （怒りの日）

2 トゥーバ・ミールム （奇しきラッバの響き）

3 レックス ・トレメンデ（恐るべき大王よ）

4 レコルダーレ （思いだしたまえ）

5 コンフターティス （呪われた者）

6 ラクリモサ （涙の日）

IV オッフェルトリウム （奉献唱）

1 ドミネ ・イエス （主イエス ・キリスト）

2 ホスティアス （讃美のいけにえと祈り）

V サンクトゥス （感謝の詔歌）

VI ベネディクトゥス （感謝の讃歌）

V11 アニュス・デイ （平和の讃歌）

Vlil コンムニオ （聖体拝領唱）

モーツァルトが書くことのできたのは、上記のう

ち 〈イントロイトゥス〉全部、 〈キリエ〉〈セクエン

ツィア〉〈オッフェルトリウム〉の声と低音のバー

トのみ （〈ラクリモサ〉は8小節で中断）であった。
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〈レクイエム〉二短調 K626

會 《レクイエム》、死後の運命 モーツァルトの 《ラクリモサ》の自筆譜 ◎
 

モーツァルトの未完の 《レクイエム》は、彼の死後、助手のフランツ・クサー

ヴァー・ジュースマイヤーの手で翌 1792年に完成され、 依頼主のフランツ・フォ

ン・ヴァルゼック＝シュトゥパハ伯爵に手渡された。コンスタンツェが箪写さ

せた総譜は 19世紀に入ったところで出版され、ジュースマイヤーの補箪の拙

劣さが批判の対象となった。その後もこの作晶がモーツ ァルトのでないとの巌

義が提起された。このモーツァルトの 〈白烏の歌〉は 19世紀には教会のほか

公開の演奏会で取り上げられるほとんど唯一の教会作品となった。

20世紀後半には新しい補箪の試みもいくつかおこなわれ、ジュースマイヤー

の拙劣な補箪部分の修正や、モーツァル トが残したアーメン・ フーガの断片な
デイエス ・イレ

どを使って 〈怒りの日 〉の最終部分を補う試みもおこなわれている。

0(レクイエム〉＿未完性の意味 ―― 
モーツ ァルトの最後の作品が 《レクイエム》で、しかもそれが完結されず、

助手の手によって補箪完成されたことは、彼の生涯の在り方、そしてこの 《レ

クイエム》のレクイエム性を端的に物語っている。〈 レクイエム 〉とは死者の
れんごく

魂が煉獄にあって苦しみに耐え、天国へと鶏かれることを願う生者の切なる希

訊歌い、音化する特別なミサ曲である。モーツァルトは生者としてこの 《レ

クイエム》を翡き始め、そしてそれを歌い終えずして、死者となり、その祈り、

切なる生者の顔いを助手の補箪に託したのであった。

このような〈レクイエム〉はミサ史上、そして音楽史上、まさに唯一の実例

であろう。こうして、モーツ ァルトはおのれのレクイエムを他者、自分の死を

悼む生者の行為によって完結させたのである。

•e、,.. 昌ァ虻., .. , ~ 
.• 

へ( ¥ 、＼

~」
I .. ~. → - 渾加＿ーー王ートに書きこまれた歌詞
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ぢ 弦によって2小節間
の序奏が奏される

と美 しく悲しい〈ラ

クリモサ〉の合唱

が始まる。合唱の

パートには 〈ラクリ

モサ〉の歌詞が書

きこまれている。こ

の曲の8小節目で、
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ア ー メン ・フー ガ • • 〈セクエンツィア〉終結部分〈アーメン〉のために害かれたと思われるフ
ーガの断片 (18小節）の自箪譜。1961年に発見された。
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o:&.lllE虹~~TiliD、油i
ただなか

モーツァルトの死生観は響きの只中に

胃
もっと知りたい！ モーツァルトの宗教曲

モーツァルト、死＿生観度）員る＿

モーツァルトは生涯およそ400通におよぶ手紙を残した。そこには死について

開る印象的な手紙がいくつか見出される。なかでも重要なのは 1778年7月3日付

の父親レーオポルトにダじてた手紙と、1787年4JJ 4 Fl付のlriJじく父親宛ての披後

の手紙であろう。2通の手紙のなかで、彼はくり返し私たちの迎命を左右し、私
（→ p131) 

たち人間が全,1,乱の信頼、 帰依を表明すべき神の摂理について詔っている。

後世はしばしばモーツァルトの宗教性、カトリック性について疑1/ilを投げかけ

てきた。だが、そのほとんどがこの間題をめぐってはn分l打身の宗教観ないし
反奈教観をモーツァルトのひと と音楽とに投彩し、おのれの息想、あるいは信

仰を開っているにすぎない。この訓題は、そうではなくモーツァルトにとって信

仰とはなんなのかを、まさにモーツァルトに則して追究すべきものであろう。

モーツァルトにおけるカトリック性とフリーメイスン思想

モーツァル トはある意味では啓蒙されたカ トリ ック者であった。彼の手紙に

散少しされる信仰や思想は、私たちのそれに従ってではなく 、彼自身のものとし

て考究すべきであることはすでに述べたが、モーツァルトがウ ィーン時代に加

附したフ リーメ イスン結社の間辿も、 18・Ill:紀に誕生し、彼の時代のウ ィーンで

盛んであったこの結社の実態と、当人の結社息想への共嗚の実相とに！！せらして

受けとめるべきであろう。

モーツァル トの時代以降、フリーメイスン結社の活動は、以後の政治・

経済そのほかの活動の変貌にともなって変質してきていることを勘案しつ

、モーツァル トのフリーメイスン音楽と教会作品の関係についても 、確

尖にフ リーメ イス ンだったアルフ レート・アインシュタインの解釈、すな

わちカトリック信仰よりメイスン思想を重視する捉え方を含めて、もう 一

度検討をおこなうべきであろう 。
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モテット
（踊れ、喜べ、汝幸いなる魂よ）
ヘ長調 Kl65 
1773年 (17歳）

《キリエ》

ニ短調 K34l 

1791年 (35歳）

以前は 1781年頃に,'Fかれたものと考え
入れていたが、近年の白喰諮の研究では、

（証聖者のための

ヴェスペレ）

ハ長調 K339 

1780年 (24歳）

ヴェスペレとはカトリ ックの咽務II課で、

1・1没におこなわれる祈りのこと。ザルツ

ルクで作11uされたJiと後の教会作，品で、

モーツァルトの白い作でもあ

《フリーメイスンの

ための葬送音楽》

ハ短調 K477 

1785年 (29歳）

モーツァルトのフリーメイスンの行楽のな

かで、もっともイj名なlill!。1785年にモー

ツァルトの敬愛するふたりのイOJ結社且

が相次いで亡くなり、その追悼の

モテット

《アヴェ・ヴェルム・コルプス》

ニ長調 K618 

1791年 (35歳）
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モーツァルトとフリーメイスン
~ 万←一-..._ ~ -1..J.lJ _ .~ 

魂の殿堂、智の殿堂の建設を目指して

モーツァルト は、ウィーンに移住して4年11の 1784年 12)]1411、フリーメ

イスンに入団した。このフ リーメイスンは自山・ 平等 .t専愛を基本理念とする

籾神的な組織で、 18世紀はじめにイギリスで誕生し、啓蒙息想と結びついて

瞬く 間に欧米中に広まった。現在も各界の著名人などを会旦として1止界中で活

発な活動をおこなっているが、その実態は1リjらかにされず、秘密結社と呼ばれ

ている。その起源については諸説あるが、 「フリーメイスン（自由な石エ）」と

いう名から考えれば、起源は、租税免除などの特権を与えられ、自由に諸都市
メ（スン

を遍歴した石エたちの組合にあると考えるのが自然であろう。つまり、秘密の

参入儀礼や「徒弟」「職人」「親方」という1立階制度をつくり、合い言葉や暗号

を使って活動 した石エたちにあやかり、魂の殿堂、智の殿堂の建設を目指して
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誕生したのが精神的なフ リーメイスンであると考えられるのだ。

フリーメイスンのエリートでもあったモーツァルト

モーツァル トが入会した頃、オース トリ アのフ リーメイスン結社はちょうど

全盛期にあった。当時ウィーンには8つの分団（ロッジ）があったが、彼は「善行」

という分団に入団した。活動に栢極的だった彼は、翌年、ちょうどウィーンに

きた父も、敬愛していたヨーゼフ ・ハイドンもこの結社に入団させている。モー

ツァ ルト自身は、入団からおよそ4カ月という異例の速さで「親方」にまで界

進する。また〈結社員の旅》(K466)や〈フリーメイスンのための葬送音楽〉(K477)

など、この結社のための作品を集中的に;Ifいている。しかし、その年の森にヨー

ゼフ 2世が「フ リーメ イスン勅令」を発布し、勢力のjJI)制を図ったため、ウイー

ンの分団はふたつに統合され、 次第に活動が哀退していった。

フリーメイスンの思想を音楽で表現

モーツァル トは 「新 ・戴冠した希望」分団で活動をつづけたが、フリーメ イ

スンのための作品は、彼の生涯披後の年に集中して習かれている。その代表
J, とさばなし

傑作が 〈魔笛〉である。このオペラは、御伽噺的な要素やコミカルな要索を入

←フリーメイスンの「親方」へ
の昇任式の様子。 19世紀半ば
に製作された銅版画。フリーメ
イスンの、沈黙の試練、死の試
錬という世界は、モーツァルト
の（腐笛｝のなかにもあらわれ
ている。

1807年にウィーンでつくられ
たモーツァルトの肖像。まわり
にはフリーメイスンを象徴する
もの（頭の上の光、スフィンクス、
ライオン）が描かれている。
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れ、フリーメイスンの参入儀礼や、思想を、試練を経て愛を成就させる男女の愛

の物話というかたちで象徴的にあらわしている。モーツァルトは、このオペラで、

哀退の傾向にあったフリーメイスンの息想を讃え、復活を頻ったのではないだ

., うか。モーツァル トは、ザルツブルクII}代からフ リーメイスンの人びとと関

わりをもち、 〈歓喜に寄す〉(K53)や 〈おお、嬰なる絆よ〉(K148)などの作111111

を湘いている。しかし、彼がとりわけ晩年にフ リーメイスンに深く｛頃倒 したのは、

当II井の鉗族社会の矛）行を強く感じ、未来に自Lli・平等寸駆愛の社会が実視するこ

とを切に頻っていたからに辿いない。

フリーメイスンの梨会の様子

llO 

Part2 

モーツァルトの事件簿

「神童」といわれた幼少期から、 30代半ばにウィーンで

没するまで、モーツァルトはいくつもの奇跡をおこしつ

づけ、数えきれないエピノードを残した。しかし、その

天才も私たちと同じように笑い、泣き、喜び、悲しみな

がら、人生を駆け抜けたひとりの人間だった。



モーツァルトの誕生～少年時代

神に愛されし者・アマデウスの誕生 0歳～ モーツァルトを生んだまち・サルッフルグ

〇璽Xにあ翌かっL"t2ilら_n_た名前
ヴォルフガング ・アマデウス ・モーツァルトは、 1756年1月27H午後811寺、

ザルツブルクのゲ トライデガッセ9番地に、父レーオポルト ・モーツァルトと

母マリーア ・アンナ ・旧姓ペル トウルの末子として誕生した。

洗礼名は「ヨハネス ・クリュ‘ノス トムス ・ヴォルフガングス ・テオーフィルス ・

モーツァル ト」。ヨハネス ・クリュ‘ノストムスは「金の口のヨハネ」という意味

で、モーツァルトが生まれた日は、説教上手だった型人ヨハネの祝日であった。

ヴォルフガングスとは「狼とともにゆく者」という意味だが、病気を癒したこ

とで有名な型ヴォルフガングにちなみ、病気になっても死なないよ うにという

顧いがこめられていた。テオーフィ ルスはギリシア語で「神に愛される者」の意。

これをラテン語でいいかえるとお翡）ii染の「アマデウス」となるのである。

,,,...0: 控＿ モーツ7Ji,-ドの奇＿繭~ピ ノ`ード

父レーオボルトは、ザルツブルク宮廷楽団のヴァイオ リン奏者であった

が、モーツァル トが生まれた年には名著 「ヴァイオ リン教程Jを刊行して

おり、餃れた音楽教育者でもあった。その父レーオポルトのもと、モーツ

ルトは4歳でチェンバロを弾き始め、 5歳で即興的に小品を作1Jl1。父が五

線諮に芯き残した譜面からは、幼いモーツァ ルトのたぐいまれな才能のひ

らめきをみてとることができる。

彼はまた、 幼い頃から並外れた鋭い聴伐をも っていた。ある日、父の同

僚のシャハ トナーがモーツァル ト家に遊びにいくと、モーツァ ルトが「お

じさんのヴァイオリン、ぽくがこの前弾いたままだったら、ぼくのより 8

分の 1音くらい低いね」という 。確かめてみると、それは本当だった。こ

のような彼のオ能の片鱗を示すエピソードの数々は、現在まで飽くことな

く語り継がれている。

ホーエンザルツブルク城

リック教会の直粘統治領でもあった。今では「モーツァルト
の型地」ともいわれ、モーツァルト研究の本拠地となっている。

（→口絵11-111)

ゲトライデガッセ9番地のモーツァルトの生家。
ハーゲナウアーの持ち家の4階で、モーツァル
トは誕生した。

幼いモーツァルトのエピソード

モーツァルト家に遊びにいくと、ヴォル

フガング坊やは一・Flに何度も 「おじさん、

ぼくが好き？」と芍Iねてきた。加淡で「鎌

いだよ」というと、目に涙を浮かべてい

たよ。とっても愛らしい子どもだったよ。
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モーツァルトの誕生～少年時代

旅の始まりと賞賛のH々 6歳～

童〇蘭ぷ汝聖必要ttう砂か
父レーオポルトは敬虔なカ トリ ック信者で、 神からの附り物であるモーツ ァ

ルトのオ能を恨に知らしめることは神の意息であり、それを実行することが自

分の使命だと信じていた。息子の音楽のオ能を十二分にljf.J花させるためにも、

当時音楽が盛んであった国々、また都市という都市へ赴き、さまざまな経験を

栢ませることが必要だと考えた。

旅へ出ると父レーオポル トは、モーツァルトの神狐ぶりを家主のハーゲナウ

アーヘと詳細に書き送り、その手紙をザルツブルクの人びとに広く 回買させる

ように指示したのであった。

C琴ー富廷での御前漬一賽――

父の計画通り、 モーツ ァルトと4歳半年上の姉ナンネル （同じく音楽の才能

に恵まれていた）の御前演奏や音楽会は、各国で大評判となった。

その宣伝役となったのがフランスのオルレアン公爵秘古のグリム男爵。彼は

1753年から 『文芸通信』という 当時の文化や芸術の動向を知らせる秘密の時

事通信を担当し、 ドイツ各地や、その他北欧の啓蒙君主たちに送っていた。

グリム男爵は、 『文芸通信』に苦いている。世にも可愛らしいふたりの子ど

もがパリヘやってきたこと、11歳の姉は華麗にクラヴサン（チェンバロ）を弾き、

6歳の弟は小さな手で非常に難しいrll―Iをいとも簡単に演奏すること、弟はまた、

1時ILりも楽譜なしに演奏しつづけたり、鍵盤を布で隠しその上から同じ速さで

正確に演奏したり 、はじめてのiJJIなのにさまざまなヴァリエーションで伴奏を

つけることができたことなど・・・・・・。

おかげで神甑のl閉知は広まり、モーツ ァルト一家はルイ15世に謁見するという

栄抒を授かることもできた。元旦にはヴェルサイユ宮の夜食会に招待され、こ

れらは一家にとって輝かしい思い出となった。

ハーゲナウアーヘ宛てたレーオボルトの手紙

モーツァルトのはじめての楽譜出版の報告
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1764年にバリで出版されたモーツァルト初の出版作品の
表紙。「ヴァイオリンの伴奏つきで演奏できるクラヴサンの
ためのソナタ。 7歳のJGヴオルフガングモー・ツァルト、
ザルツブルク出身、により、テッセ伯爵夫人に捧ぐ。 作品Il」
と囚いてある。
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シェーンプルン宮殿への伺候の報告
~ _ , ,_, ----·~ 私たちは女帝陛下をはじめと

して、この上ないこ＇好意によっ

て迎えられました。ヴォルフガ

ングは女帝陛下のお膝に飛び

のり、お首に抱きついて、気

のすむまでキスをしたのです。

1762年10月:・一日オポルト ／

女帝マリア・テレジアの宮殿でヨーゼフ大公に紹介されるモーツァルト
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モーツァルトの誕生～少年時代

少年オペラ作曲家の誕生 12歳～

ザルップルク大司教シュラッテンバッハのもとでの宮廷音楽家という職務が

あるにもかかわらず、父レーオポル トは度重なる旅行で休暇を重ね、家族とと

もに2度もウィーンに旅していた。モーツァル ト親子の最大のパ トロンで理解

者でもあったシュラッテンバッハも、彼らがなかなか帰らないことに業を煮や

し、父レーオポルトの給料を一時的に差し止めざるをえないほどであった。

モーツァル ト親子はそれでも帰郷せず、なんとかウィーンに残り、できれば

定住して活躍する道を求めたいと、活動をつづけるのであった。そんな折、オー

ストリ アの女帝マリア・テレジアの長男 ・皇帝ヨーゼフ 2世からの煎めもあり、

父はモーツァルト に本格的なイタリア・オペラを書かせてみようと決心する。

オペラ ・ブッファ（喜歌劇）を也き、宮廷劇場の舞台にかけることは、当時音

楽家として成功する近道だった。

一本縞的なオ公ラ・作家としffiてえビュ＝

当時のウィーンの削場の嬰行権は、アッフ リジョなる人物に委ねられていた。

父レーオポル トは、このアッフ リジョと 100ドゥカーテンの報酬でモーツァル ト

がオペラを作1lHし指揮するという約束をとりつけた。

しかし、復活祭での上演を目論んだモーツァルトのオペラ・ブッファ《ラ・フィ

ンタ ・センプリチェ（みてくれの馬鹿娘）》は、ウィーンの作曲家の嫉妬によっ

て度重なる妨害を受け、結局、 同地では上演できなかったのである。わずか 12

歳の少年は、もうこの頃からほかの作曲家に才能を妬まれる存在となっていた

のだ。怒った父は、皇帝ヨーゼフ2世に直訴するが、皇帝にも上演の権限はなく、

結局訴えは認められなかったのである。

しかし、このオペラは次の年にザルツブルクで初演され、モーツァル トは本

格的なオペラ作家としてのデビューを飾ったのである。
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-

モーツァルトに好意的たったヨーゼフ2世

オーストリア呈帝のヨーゼフ
2世は、マリア ・テレジア
の長男として 1741に誕
生した。モーツァルトに
オペラを依頼したほか、
彼の演奏をたびたび聴き
にいっている。1787年
には、モーツァルトを宮廷
作曲家に任命している。

父の怒りは爆発「事件供述書」を書く

12歳の息子の書いたオペラ 〈ラ・フィンタ・センプリチェ〉が妨害によって上演

できないことに怒った父は、1768年9月21日、皇帝ヨーゼフ2世に拝謁し、劇

場興行主アッフリジョに対する訴状を手渡した。そこにはレーオポルトからみた

事件の全貌が書かれていた。

事｛牛供述肉

多くの虹族の方が息子の非凡な才能に得心なさいました。

もし 12歳の子どもがオペラを利いて自ら指拙をしたとな

れば、古今を11¥Jわず、このうえなく膀l模すべきことになっ

たはずです。しかしこのオペラは数週間前に完成され、写

語も始められていたのに息子に対する迫害が始まったので

す。一ーアッフ リジョは「舞台向きではない」ということ

を理廿lにこのオペラの上派を断ってきました。これがオペ

ラを 11111料：くという大変な努力や時間、そして出伐に対し

て息子に与えられた報酬なのでしょうか？ 嫉妬深く、名

将を傷つけることをいとわぬ樅が、 愚にもつかず、矛盾ば

かりのIし原話を広げ、 神が非）・Lな才能をお与えになり、ほか

阻み、不幸にしようとしているのです。
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モーツァルトの誕生～少年時代

イタリアでの就職活動 13歳～

たモーツァルト少年に、大

ていた。

Q無輪の官ほ育崇蒙
2度目のウィーン旅行からザルツブルクにもど

司教シュラッテンバッハは、無給ではあったが向廷コンツェルトマイスターの

称号を与えた。大司教は音楽への造詣も深く 、1菱秀な若き音楽家を洵外に留学

させるなど、ザルツブルクの宮廷楽団のレベルアップを図

父レーオポル トは、この頃すでにモーツァル トをオペラの本場イ タリアヘ辿

れていこうと考え、滸々と計両を進めており、大司教はモーツァルト親子の初

のイタ リア旅行に、無給でも宮廷音楽家という厨苦きが大いに役立つだろうと

考えたのである。

場イタリアへ

モーツ ァルト毅子は、 1769年の 12月 13IIにザルツブルクを出発し 1年3カ

月をかけてイタ リア各地をめぐった。行く先々で多くの人びとから歓迎を受け、

本場のオペラを心ゆくまで堪能し、 彼の音楽に重大な影郭を与えたマルティー

二神父に教えを受け、さらにオペラの作1111を依頼された。そして非常に大きな

収穫を得て、ザルップルクに帰った。しかし、ザルツブルクでは宮廷コンツェ

ルトマイスターに任命されてはいても実入り はない。父レーオポル トは、オペ

―の上祇がてらモーツァルトになんとか早く就職口を探そうと、女帝から皇子

のフェルディナン ト大公の婚儀用の祝典オペラの作1』」を頼まれていたのを利）ll 

して、半年後には再度イタ リアヘの旅行を決行したのであった。

2度目のイタリアで作1111・ 初函されたオペラ 〈アルバのアスカーニョ〉は人―

成功。フェルディナン トは砂きモーツァル トを宮廷音楽家に登川しようと考え、

-/:Jの女帝マ リア・テレジアに相談する。しかしその返事は「無用な人間を投オ

ないように」との厳しいものだった。就職はII府礁に乗り 1こげた。それでもイタ

リアの旅はモーツァル トにとってきわめて設重な音楽修行となったのである。
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憧れのイタリアへ
ザルップルクに残った母と姉に宛てた手紙からは、少年モーツァルトがイタリア

旅行に大はしゃぎだった様子がわかる。

最愛のママへ

ぼくの心はとっても楽しくって、すっ

かり有頂天です。この旅行はとっても

愉快だし、馬車のなかはとってもあた

たかいし、それにぼくたちの御者は愛

想のいい男で、道がちょっとでもよく

なると思いきり馬車を走らせてくれ

ます。

1769年12月14日

モーツァルト
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m,111に孟， I~こ』塁旦，砦
言

1770年1月9H言
幸 この少年は、よる金11/il11に冒

冒 ァッカデーミア ・フィラルモ 亘
三三
三三 ニカのホールのひとつで、印1

圭
ll = 
垂亘= I: 淑女を前に熟達した索Bi'/し圭
圭 吾
言い芸術的才能を示して］徳衆を =
垂

圭

垂
lhl!i然とさせた。彼ははじめに 亘

幸 ，・1分で作1111したシンフォニー 言
亘 =
亘アを披9訊し、数11!1の応'iしい 冒

冒 祇奏をおこなった。難し = い三三
吾

冒 試みを']-えられても、勇気を 雪

冒 もってそのすべてを如]Iiし行 言
幸

奎

奎
楽愛好琢たちの佼1漢を得たの ＝

吾

亘 である。 = 
＝圭
苛1111111111111111111111111111111111111111111111111111111借早
愉れの地イタリアではモーツァルトはあ
たたかく迎えられた。

~ 

イタリア式に改名

1770年、この旅行中にモーツァルトのサインは「ヴ

ォルフガンゴアマデーオ」とイタリア風にり、以後、

アマデウス、アマデーオ、アマデーを好んで用いるよ

うになった。

《洗礼名》

ヨハネス・クリュソストムス・ヴォルフガングス・
ギリシア語＝ 
アマデウス
ラテン語

アマデーオ
イタリア語

アマデー
フランス語

ヽ
~~'/午心訊心泊

--..___,,1 ］ 
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rモーツァルトの青年時代 ー 一

宮廷作曲家としての8々 16歳～

驀の三ン＿ツェルトマイスター

モーツァルト親子が2度目のイタリア旅行から帰省した次の日、1771年 12

月16日、最大の理解者であった大司教シュラッテンバッハが世を去ってしまう。

新君主 ・大司教には、グルクの領主で司教だったコロレード伯爵が就任。大

司教コロレードは、財政や政治、教会改革に梢極的に取り組んだ、典製的な専

制君主であった。のちに彼はモーツァルトと決定的に仲たがいをすることにな

るが、それはモーツァル トが真の音楽家となるためにザルツブルクを飛び立つ

きっかけともなった。

モーツァルトは16歳になると、大司教コロレードにより年俸 150フローリンの

宮廷コンツェルトマイスターに任命される。同じ年にミラノで上演されたオペラ

《ルーチョ ・シッラ》の作曲契約料は 130フローリン。それと比べて宮廷コンツェ

ルトマイスターの年俸に、モーツァル ト親子が滴足できるはずもなかった。

＾＿＿だが皐調な日，

旅から旅へと刺激に悩jち充実した少年時代を送ってきたモーツァル トにとっ

て、この時期は宮廷音楽家としての職務を果すためにザルツブルクに閉じこめ

られた退屈な日々でもあった。宮廷や貴族の裳会や娯楽のために、セレナー ド

やデイヴェルテイメン トなどの機会音楽を、また教会のためにミサ曲を、 職務

として作曲しつづけることになったのである。

しかしモーツァルトは大司教コ ロレードの留守中に、ウィーンとミュンヘン

への短い旅に出ることができた。この旅でも彼は、創作上の大変重要な収穫を

得ており、若々しい評きの交孵iJHやピアノ・ソナタ、あるいはオペラなどの傑

作を粛き上げている。

閉鎖的な小都市ザルツブルクに留まっていながらも、モーツァルトの音楽は、

確実に成熟していくのであった。
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宮廷や教会のための作曲の仕事

ザルツブルク宮廷音楽家の仕事

• 食事、宴、 祝い事のための曲をつくる

•祝典などの行事のために曲をつく る

•教会でおこなわれるミサのための曲をつくる

• コンツェルトマイスターとして
楽団をまとめる

• オルガンの演奏をする

など

ザルツブルク大型堂
モーツァルトはザルツブルクの教会音楽家として、
たくさんのミサ曲を作曲した。

ザルツプルク宮廷音楽家としての日々

マルティーニ神父様

目下のところ私は室内用と宮廷用の音楽を書

くことを楽しんでいます。それにここにはふ

たりのまことに優れた対釦去作家、ミヒャエ

且［言ぎ三［クモーツァルトはボ□ーニャで出会ったマルティーニ神父に宛てて、ザルップルクでの日 に々ついて報告
している。そこにはザルツブルク宮廷楽団の同僚ミヒャエル・ハイドンについても触れられている。
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モーツァルトの青年時代

母の死と失恋を乗り越えて 22歳～

〇ザルップルク巖出 ．在ーるこがこ．．．．

活躍の楊が限られていたザルツブルクという小さなまちで、大司教コロ レー

ドは財政削減のため宮廷音楽の活動を制約し始めていた。このままでは音楽家

としての将来はないと考えたモーツァル トは、足かけ3年にわたる就職探しの

旅に出発する。父は息子をなんとか立派な戦に就けようと必死であったが、大

司教の手前ザルツブルクに留ま らねばな らず、今回は母マ リーア ・アンナとの

ふたり旅となった。

意気楊々とザルツブルクを後にした 21歳の青年作illl家は、さっそく最初の

目的地、ミュンヘンでの就職活動を開始するが、大司教と1q1が悪いというl見「は

すでに広まっており、あえなく失敗。父親から手紙で叱咤激励を受けながら、

つづくマンハイムやパリでも活動をおこなうが、 思うような職はなかなか見つ

けられなかった。

さらに厳しい試練がモーツァル トを待ち受けていた。最愛の母マ リーア ・ア

ンナが、パリで体調をくずし、とうとう不慇の死をとげてしまう。やるせない

気もちを慰めてもらおうと、マンハイムで恋に落ちた歌手の卵アロイージアの

もとに手紙を四き、また帰途彼女を訪ねもしたが、歌手を夢見ていた少女は、

すでにプリマ ドンナとして成功しており 、無職のモーツ ァル トを相手になどす

るはずもない。丹を亡 くした淋 しさと、失恋の悲しさでボロボロになったモー

ツァル トは、仕方なくザルップルクヘ帰省。不満を抱えながらもザルツブルク

で再び働き始めることになった。

しかし悲劇つづきのこの旅は、モーツ ァル トをひとりの人間として大きく 成

長させることとなった。またマンハイムやパリでは音楽的に多大な形咽を受け、

彼の音楽にはより一）界の深みと師きが加えられることになったのである。

122 

‘,』

し優る
も

．ヘ
心区`

:

ほ

め

ト

・

思

が

が

て

し

レ

を

合

す

,J 

し

ぼ

ァ

姉

具

で

う

お

ツ

と

の

の

そ

の

＿

ん

る

さ
、

父

し

も

策

モ

母

に

ん

桝

ま

ぉ

屯

さ

る

日

●
 

I

J

 ．
 

紙

ん

が

姉

さ

3

ぉ

だ

月

せ

の

も

く

7

手の

ま

み

ん

て

年

父

ら

E

2

5

頃

さ

っ

た

ば

れ

お

か

ぃ

ttt
怖

て

は

書

し

だ

し

を
そ

善

な

、
し

。
最

紙

即

し

手

た

せ

も

た

に

た

し

胴

昆

し

め

V

お

う

ま

た

せ

亡

。

を

⑬

虹

切

く

か

た

ら

を

る

と

母
ぃ
ん

~
J- ~ 

ま

v

て

さ

い

ぉ

ぽ

知

が
を

J
V
5

父

悲

ご

i

も

ゃ

90
御

事

死

ァ
ら

お

な

の

ッ

あ

な

、

て

の

何

丸

母

↑

紐

旺

5

9
呻

90
紋

大

と

悪

て

で

か

プリンガー神父様

最良の友よ！ あなたひとりたけに

友よ、ほくといっ しょに悲しんでくたさい。今日はぼくの生涯でいちばん

悲しい日でした。ぼくはこれを夜中の2時に書いていますが、どうしても

あなたにいわなくてはならない。ぼくの母、ぼくの愛する母さんはもうい

ないのです！ 神様が彼女をお召しになったのです。

あなたの友情にうったえてただひとつお願いしたいのは、かわいそうな父

がこの悲しい知らせを受けとる心構えができるようにしてほしいというこ

とです。ぼくは同じ便で父にも手紙を書きましたが、でも重体だというこ

とだけでした。

ー 最良の友よ、どうか父を支えてやってください。最悪のことを聞いても、

あまりに悲しく 、つらく受けとらないようにしてください。姉のこともま

た心からよろしくお願いします。とうかすぐにふたりのところへいってく

たさい。母が亡くなったことはf.lf]らす、ただ受けとめる準備をしてやって

くださし＼

1Tl8年7月3日

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
事
件
簿
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モーツァルトの青年時代

大司教と決別し自立の道へ 25歳～

再び故郷のザルツブルクで宮廷音楽家としての職務をこなすモーツァルトで

あったが、彼の心はすでにこのまちにはなかった。大司教との縁を断ち切って、

もっと 自由な音楽家として活躍することを歩見ていた。

そんな折、バイエルン選帝侯からオペラ作1川の機会が与えられる。この時期

ザルツブルクでの創作活動はやや滞りをみせていたが、そのなかにあってこの

チャンスはモーツァル トの創作意欲を掻き立てた。こうして作,u,された〈クレー
タの王イ ドメネーオ〉は、ミュンヘンで初祇され大成功をおさめたのである。

しかしミュンヘンでの幸せも束の間、ウィーンに滞在していた大司教コロレー

ドより 「至急来るように」との厳命が下る。しかたなくモーツァル トはウィー

ンヘ向かい、大司教の伯父の）至敷にイ」使たちとともに逗留することになった。

ウィーンでは貨族の屋敷への出入りも自由だというのに、大司教にと って音楽

家は召使と同様。モーツァル トは自分への扱いに憤慨した。

ふたりの溝はますます深まり、とうとう感梢をむきだしにした大喧嘩とな

てしまう。大司教に罵られたモーツァル トは「僕もあなたに用はない」といい

放ち、ついに解耀となってしまった。1驚いた父レーオポルト は、アルコ伯爵に

仲裁に入ってもらうように頼むが、モーツァルト は伯爵まで怒らせてしま い、

ドアから足蹴にされて部屋を追いだされる始末。父は、大司教に謝るようにと

説得を試みるが「子供の幸せを頻わない父毅は、もう私の父親ではありません」

と、ザルツブルクヘ帰ることを断固として拒否したのであった。

モーツァルトは、召使としての宮廷音楽家から、 独立したひとりの音楽家へ

とみごとに転身を遂げた。そしてそれは、これまで自分を禅いてくれたザルツ

ゞルクの父の庇設から離iれることも意味した。
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凶サルッフルクからの逃走

ブリンガー神父様

ザルツブルクはほくのオ能に向い

ているまちではありません。音楽

家たちが少しも尊重されていない

し、何も聴くものがありません。

劇場もなければ、オペラもありま

せん。

1778年8月7日 モーツァルト

バリ旅行中にブリンガー神父へ宛てた手紙より。

ザルツブルクヘの嫌悪感があらわである。

大好きなお父さん

怒りでまだ身体が震えています。

ぼくはこれまでずいぶん我慢して

きましたが、限界です。幸いなこ

とにほ＇くはもうザルツブルクの大

司教に仕える身ではなくなりまし

た。ぼくにとって、今日という日

は幸福な日なのです。あいつはぼ

くのことを小僧だとか放蕩息子だ

とか呼ぶと、さっさと消え失せる

且喜屋竺ア~I
ウィーンでの大司教との大喧嘩のあと、モーツァル
トはそのなりゆきを父に説明している。

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
事
件
簿

大司教コロレード
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モーツァルトの冑年時代

コンスタンツェとの結婚 26歳～

モーツァル トは、かつて苦い失恋をしたアロイージアの母：であるヴェーバー
ツム・アウゲ・ゴ/7・ス

未亡人の下宿屋「神の1恨館」 で新しい人生のスター トを切った。 息子を利用

していると以前からヴェーバ一家を鎌っていた父レーオポル トにとって、それ

は許しがたいことであった。

しかし彼はまもなくアロイージアの妹、コンスタンツェと恋に落ちる。父の

反対にあい、 一度はコンスタンツェとの恋の勝を否定して下宿屋を出たものの、

1782年8月4日、モーツァル トは座シュテフ ァン大型捉でコ ンスタンツェと結

婚式を挙げたのだった。モーツ ァルト26歳、コンスタンツェは 20歳。それは

事後報告というかたちで父親へと伝えられた。ウイーン移住を大反対されて以

来、父レーオポルトとの行き辿いは、 ますます深まっていくのだった。

.... , 皿 ,.. , ー・一証 ，曲蒙mJよーじまり
妻コンスタンツェとの新しい家庭は、父のことをのぞけば順調にスター トし

た。コロレードとの大l也嘩によって、なかば衝動的にウィ ーンヘの定住を決め

たモーツァルトであったが、作品の注文を受け、予約演奏会を開き、作曲や演

奏のレッスンをして、生計をたてることを考えた。今やこれらの仕事はすべて

順間に進み、その後数年はピアノ協奏血をメインとした自作自演の予約演奏会

が数々開かれた。とくにビアノ協奏rillは自分が独奏を受けもつことができるた

め、大変魅力的な分野だった。モーツァルトにとってまさに順風滴帆の勢いで

あった。

またこの時期にモーツァル トはある重要な人物と出会っている。ヴァン・ス

ヴィーテン男爵である。彼は大バッハやヘンデルなど、モーツァルトの生まれ

るおよそ半Ill:紀も前のバロ ック時代の作1111家たちの作品を収集していたが、そ

れらをモーツァルトに紹介し、大いなる音楽的影郭を与えたのである。
（→ p39) 
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聖シュテファン大聖堂での結婚式

聖シュテファン大聖堂。ここでモーツァル

トはコンスタンツェと結婚式を挙げた。8

月7日の父宛の手紙で、彼は結婚式の様

子を報告した。「ぽくたちふたりが結ばれ

たとき、妻もぽくも泣きだしてしまいまし

た。それでみんなも、司祭までも感動し

てしまい、みんな泣きました」

最愛の裏へ！

たくさんの願い事をします。

いで 2、健康に注意して 3、ひとりで出

歩かないで、 4、ぼくの愛情を確信して・・・・ ・・

それじゃ、元気でね、最愛のひと。きみに

1005000437002回（敬字の発音練習になる？）

キスを贈り、抱きしめます。

1789年4月16日 モーツァルト
.,--s-

ドレスデン滞在中に妊娠中の妥に宛てて祖かれた手紙より。モー
ツァルトのユーモアと愛梢に満ちあふれている。 コンスタンツェ ，モーツァルト
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時代の寵児・モーツァルト 28歳～

・漬賽蒙G教繭としての日々
ウィーンに住み始めて3年。作曲家・演奏家・教師としての仕事も順調でモー

ツァルトの活躍ぶりはめざましく、 収入もどんどん増えていった。ところが年

間家抒460フローリンという立派なアパー ト（「フィガロハウス」、現在は 「モー

ツァルトハウス」と呼ばれる）に引っ越したり、新しい豪華な服をつく ったりと、

派手な生活であった。

働けば収入がいくらでも入ってくる。経済観念にうとい夫婦はまった＜心配

はしていなかった。定職はなくともモーツァル トは作IHI家として、演奏家として、

完全にウィーンに認められていたのだ。

父レーオポルト との問題だけが残っていたが、息子は自分の成功をその目で

確かめてもらいたいと、父を呼びよせるのであった。

千 " ~一―― -- - " 日々
"'—· 

1785年、父は誘いに応じ、息子のもとへとザルツブルクからやってきた。息

子はいまや時代の寵児となり、 一緒にいる自分までも落ちついて座っていられ

ないと父親がいうほど多忙な生活を送っていた。父はウィーンに滞在している

あいだ、連日のように開かれる息子の演奏会へと足を運んだ。ある演奏会に予
そうそう

約を入れてくれた人びとのリストには、当時の鉾々たる貴族、市民、外交官た

ちが 174人も名を連ねており、流行音楽家モーツァル トのウィ ーンでの人気ぶ

りは最高潮に達していた。

父レーオポルトは、久しぶりに接したモーツァルトの様子を、おどろきと喜

びに滴ちた言葉で、 娘のナンネルヘと咎き送ったのであった。

独立した作曲家として成功し、父とのわだかまりをやっと解消させることも

でき、さらに息子のカール ・トーマスの謎牛という喜びも加わっていた。この

頃が、モーツ ァルトにとって一番幸せな時期だったのかもしれない。
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売れつ子音楽家の多忙な日々

1784年3月3日付の父宛の手紙にモーツァルトは「確実に弾かなければならない

音楽会のリスト」を書いている。レッスンや作曲をしながら音楽会で演奏すると

いう多忙な生活を送っていたことがわかる。

演賽会のリスト

2月26日（木）ガリツィン邸の音楽会 20日(±)リヒター邸の音楽会

3月 1日（月）エステルハージー邸の音楽会 21日（日）ぼくのはじめての劇場演奏会 モ

4日（木）ガリツィン邸の音楽会 22日（月）エステルハージー邸の音楽会
I 
ツ

5日（金）エステルハージー邸の音楽会 24日（水）ほ＇くの2回目の私的演奏会 ア

ル
8日（月）エステルハージー邸の音楽会 25日（木）ガリツィン邸の音楽会 卜

の
11日（木）ガリツィン邸の音楽会 お日 （金）エステルハージー邸の音楽会

! 12日（金） エステルハージー邸の音楽会 カ日(±)リヒター邸の音楽会

15日（月）エステルハージー邸の音楽会 29日（月）エステルハージー邸の音楽会

17日（水）ぼくのはじめての私的演奏会 31日（水）ほ＇くの3回目の私的演奏会

18日（木）ガリツィン邸の音楽会 4月1日（木）ぼくの2回目の劇場演奏会

19日（金）エステルハージー邸の音楽会 3日(±)リヒター邸の音楽会

EINI翠 -KAI<「E
ZUM 

CONCERT 
饂汐／嚢✓Aノ_

レーオポルトは、市の渠会場メール
グルーベでおこなわれたモーツァル
トの予約演奏会に出席し、 その様子
をナンネルに伝えている。（二短調
協奏曲〉(K466)はこの油奏会で
初演された。 （→ p54) 

演奏会の予約チケット
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L モーツァルトの円熟期～晩年

モーツァルトの栄光と悲刺 31歳～

時代の寵児として多忙なII々 を送るモーツァル トであったが、その生活にも

影がさし始める。1787年、モーツァルトが31歳になる頃には、ウィーンの聴

衆からの1及l心は薄くなってきていた。演奏会の数も減り、作1lliの依頼も徐々に

少なくなった。それでもまだ、大作オペラ 〈フィガロの結婚〉が大成功をおさ

めたことは、 彼にと ってこの Lない喜びであった。とくにプラハでは熱狂的な

吋寺を得た。プラハの聴衆は彼をあたたかく迎え、しかもこの地では新しいオ

ペラの依頼を受けることもできたのである。こうして次の大作オペラ〈ドン・ジョ

ヴァンニ》がつくられることとなった。

しかし慈気協々とウィーンにもどると、父が病気で倒れたというり、：「Iらせが姉

ナンネルから届く。モーツァルトは、父を励ます手紙を瞥き送るが、一方で死

を覚悟してもいた。fl)を亡くして以来、モーツァル トは死は恐れるものではなく 、

むしろ「1反良の友」であると努めて息おうとしていたのだった。そして5月末、

姉ナンネルの看病もむなしく父は 67歳の生涯を1牙lじた。緊張を強いられてい

たためか、モーツァルトのこの頃の作品には短調のものが多く作曲されている。

ーーーより拿●の富廷宣内住曲家に任命される

この年は、人気も陰りをみせ始め、ウィーンでの最上の友だった医師バリザー

二が29歳で死亡し、さらに愛島の椋鳥の死も重なった。 しかし、11月の一°一

ハにおける 〈ドン・ジョヴァンニ〉の初蔽をはさんで 12月になると朗報が舞い

こんできた。

羞帝ヨーゼフ 2枇より、念l韻の宮廷作1111琢に任命されたのである。年俸は

800フロー リン。宮廷の料跨会用の舞[Iiiなどを定期的に作1111するのが主な仕珀

であったため、やりがいのあるものではなかったが、それでもウィーン在住7

年目にしての快挙として、喜びの手紙を姉ナンネルに瞥き送っている。
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父への手紙と愛読書にみるモーツァルトの死生観

病気の知らせを受けて己いた父宛の手紙には、モーツァルトの死に対する考えが

あらわれている。

お父さんへ

今、ほくを大変悲しませる知らせを聞きました。あなたが元気でいることを想像してい

ただけに、いっそう悲しいことです。本当に病気なのですね。--lまくは、あらゆるこ

との最悪の状態を考える習慣をもつようになっていましたが、それでも安心できる手紙

を待っています。死は、ぼくたちの生の真の最終目的ですから、数年来、ぼくは人間の

この真実で最良の友と非常に親しくなっています。その結果、死の姿はほくには恐ろし

くないばかりか、心を慰めてもくれるものなのです。ぼくはいつもベソドに入るときに、

：よ巴詈り。し、三；已~~三弓己三言／
モーツァルトの愛読書より

〈ソクラテス対話篇〉より

真の哲人にとっては、

死は恐ろしいものではなく、

いつでも喜んで

迎えるぺきものだ。

死は、長いあいだ望まれた

肉体の協同からの解放なのだ。

死が近づいてくることにおびえ、

それを嘆き悲しむとは、

なんと不合理なことだろう！

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
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件
簿

モーツァルトの死生観には、彼の愛
読臼だった 18世紀の啓名な哲学者

メンデルスゾーンの苫粗につよく通
じるものがある。
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モーツァルトの円熟期～晩年

人生の黄昏 32歳～ 創作と惜金と

経済的に苦しくなったモーツァルトは、作曲活動をしながら、プフベルクに宛て

て幾通もの無心状を書いた。

1788年になると、モーツァルトの生活はますます苦しくなった。オース ト

リアは トルコ戦争に突入。其族たちも予約演奏会どころではなくなっていた。

ウィーンの物価は急騰。〈フィガロ〉では投族を風刺 し、 〈ドン・ジョヴァンニ〉

も心地よい1111に慨れたウィーンの聴衆には難し<rmこえるのだった。モーツ
ルトの人気は凋落していった。

同時にこの頃からモーツァル トは、 宮裕な織物商人でフ リーメイスンの盟友・

.•ーベルクから度々 、借金をするようにな っていっ た。現在数通残されている「一°

ベルク札濯i」には、モーツァル トがこの人物に宛てた借金の申しこみが綴ら

れている。3年後35歳で亡くなるまでにプフベルクに借りた金額は、1415フロー

リンにも達したのだった。

・7蘊
呂廷作l川家としての定収入が800フロー リン、ほかにも演奏会やレッスン料

などの臨時収入があったにもかかわらず、なぜプフベルクに11『金を重ねなけれ

ばならなかったのだろうか。要のコンスタンツェが足の病にかかりバーデンで

の温泉療法にお金がかかったことも要因のひとつだろうが、次男のフランツ ・

トーマスを貨族が通う裔領な寄宿学校に入れており、王侯貨族とのつきあいで

衣装代や交遊費もかさむ生活をしていたせいでもあろう。昔からモーツァルト

は父親のように生活をきちんと守っていくという地道さには欠けていた。一家

の経済状況は、日増しに1項き、モーツァルトは健康も害し始めるのだった。

しかしこうした窮乏の時期にも、夏には名詞い「三大交郭仙」を相次いで作

1JJ1し、翌年には傑作オペラ 《コシ ・ファン・ト ウッテ》もつくられている。そ
みじん

れらは生活の暗さなど微｝艇も感じさせず、作1111家のいっそうの円熟味を増した

披高傑作の作晶群をなすものとなった。
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モーツァルトの円熟期～晩年

レクイエム•最後のとき 35歳 死の直前まで作曲をつつけたモーツァルト

慶 〈魔

1791年、モーツ ァルトは人生最後の年を迎えた。この年には次第に健康状態

の悪化に悩まされながら、オペラ 〈1臨笛〉や 〈クラリネット 協奏!Ill〉など全作

品のなかでもとくに注IIに値する傑作が生みだされていく 。

以以降、 〈）；i:tfti〉の作1111中に、灰色の服を府た男がITI名で死者のためのミサ

1111〈レクイエム〉を作tillしてくれないかと依頼にきた。前金は 225フローリン、

令領で 450 フローリンというオペラ ,jf~の高額な報酬であった。現在明らかにな

ているのは、この）火色の服の男はシュトゥパハ伯爵の法律顧問ライ トゲーブ、

または伯爵の友人で弁護士のゾルチェンなる人物のいずれかで、 伯爵が若くし

て亡くなった必の追1・れのためにミサ11J1を依頼させたというものだった。 しかし

この 〈レクイ エム〉は、 モーツァル ト自身のための葬送の歌となってしまった

のである。

- イエム
10 n、はじめはそれほどの評判ではなかった 〈l臨笛〉は、次第に然狂的に
迎えられるようになった。それはモーツァル トにとって大きな喜びとなった。

しかし彼は、 i立後に残された 〈レクイエム〉を完成させる力が自分には残され

ていないのを梧っていたのであった。11J Jの木になると起き上がるのも困難な

ほど哀弱し、弟子のジュースマイヤーに手伝ってもらい、最後の力を振り絞っ

ても、ついにこの1111を完成させることはできなかったのだ。
しゅうえん

1791年 12Jl511午前0時55分。終焉のときはやってきた。〈レクイエム〉の

完成をジュースマイヤーに託して、モーツァルトは天に召されたのである。窄

年35歳であった。非儀は 12月611、聖シュテファン大聖立で執りおこなわれ

たが、健康を古していた兵コンスタンツェは非列には加わらなかった。そして

辿体は、おそらくは翌711に聖マルクス総地の共圃蒻穴に雌非されたのだった。
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臨終まで看病をつづけた義妹ゾ

フィーは、彼が息を引きとるとき、

まるで 〈レクイエム〉のティンバ

ニをあらわすかのように口を動か

していたと伝えている。

モーツァルトの葬儀

死の翌日、聖シュテファン大聖堂の死者名簿のなかに検死結果が記載された。葬

儀はごく一般的な市民の葬儀と同じ 「第3等」のものだった。

12月6日

モーツァルト 称号ヴオルフガング・アマデウス

第3等 モーツァルト氏、オーストリア呈王室楽

教区塑堂 および宮廷作曲家ラウエンシュタイン通り

血シュテファン クラインカイザーシュタイン家970番地

検死結果は急性粟粒疹熱 36歳

坦マルクス磁地

料金8グルデン 支払い済み 4グルデン36クロイツァー、

50クロイツアー 4グルデン20クロイツアー

馬車3グルデン

型シュテファン大陀堂の死者名簿より

四マルクス硲地のモーツァルト記念碑

モ
ー
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c:. 18世紀の手紙の常識~~·~ c
 手紙には最新のニュースがいつばいだった

ヨーロッパの 18世紀は「手紙の時代」 であった。手紙は、 軍話や電報など

が発明されるまでは、どの時代においてももっとも重要な通信手段であったが、

とりわけ 18・Ill紀は、手紙への感しが窮まり、私信だけでなく、公的な手紙が

慈識的に:fl「かれた時代であった。

術報の乏しい時代には、 ちがう土地に住むひとからの手紙や、 身近なひとの

旅先からの手紙は、知らない土地のさまざまな新しいニュースを伝える質重な

梢報源と考えられていた。そうした手紙を親しいひとのあいだでまわし読みを

するのも習I翡だったため、1住く方もそれを意識し、できるだけいろい

を詳しく{'}'いた。貸重な記録査料として、手紙の書き手は正確な写しをみずか

た。また 18世紀には、文人たちは手紙のかた

四簡体で小説を店くというかたちを用いてもいる。ジャン ・ジャック ・ルソー

の『新エロイーズ』がそのもっとも名高い実例である。

レーオポルトの手紙は「神童」の報告

父レーオポルトは息子に手紙はきちんと保存するように若い頃から指示して

いた。こうしてモーツァルトの場合には、手紙は費料として残されることにな

た。生涯のおよそ3分の 1を旅で過ごしたモーツァルトの場合、彼自身や彼を
"うI!い

とりまく 人びとによって咎かれた手紙は厖大な数にのぼっている。それらの手

紙のなかには、父レーオポルトが旅先からザルップルクの家主宛に送った手紙

のように、街中に回買されて読まれることを意図して嘗かれた旅先での報告唐

のようなものもある。また、家族や親友とのあいだでやりとりされた手紙は、

決してほかのどんな査料からも得られないモーツァルトと家族の真の姿をみて

とることができる。そのためこうした手紙は、 モーツァルトを知る上でのも

で、つま り

』

n.r,」, .. ,, 

←旅先のヴァッサーブルク
から家主のハーゲナウアー
に宛てたレーオポルトの手
紙 1763年6月11日

•- ·,. . ヽ・・・'
"● ..、．ぃ・':::f'・' I I .,..,,J, .. , • 
.f'●●●ー も___, 

母の死を知らせたブリン
ガー神父宛のモーツァル
トの手紙 1778年 7月
3日（→p123) 

L. 

ず吋··'·'7•.. ・・・ ,. ,..,,.__,.,11 ••. ,, 
‘’ 
r 
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とも諏要な11料といえるが、逆に、関係者にとっては他人にみせたくない手紙

も当然含まれており、モーツァル トの死後間に診屁られた手紙も多々ある。

モーツァルトの肉声を伝える手紙

18 /II: 紀には、私信もときには検側の対象になることもあり、モーツァル トの

父はII粁サを使ってf1fいていることもある。今のようなり）手はまだなく 、受収人

払いが将通で、郵便料金は闊かったため、できるだけ紙面を無駄なく使って苦

くのが常識であった。モーツァル トに関わる厖大な数の手紙が残されているこ

とからもわかるように、郵便制度は整っており、今よりはII数がかかったものの、

手紙はほとんど確実に受取人のもとに届けられていた。

こう した整った郵便制度と、 18世紀の手紙に対する捉え力のおかげで、後

批はモーツァルトやその1紺係者の手紙を読むことができるのである。

イタリア旅行中に姉ナンネルに宛てたモーツァルト
の手紙 1772年 12月18日
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モーツァルトの冒険

「旅をしない者はまったく哀れむぺき存在です」。モー

ツァルトは生涯の3分の1ちかくもの時間を旅に行や

している。馬車の旅は命を失う危険さえともなうもの

だったが、それでもモーツァルトは旅をしつつけた。

その旅が彼にもたらしたものとは？



モーツァルトの冒険

モーツァルトの旅の軌跡 モーツァルトの訪れた主な都市

研究家アンガーミュラーが編縞した最新の「モーツァルトの旅』 (2004年）

によると、6歳の直前でミュンヘンから始まった旅は、晩年 35歳のプラハ旅行

まで入れて合計3720日。モーツァル トは35歳 10カ月と 9Flの生涯の、 3分の

1近くを旅に骰やしたことになる。

6歳でミュンヘン、ウィーン、7歳から約3年半にわたる ドイツ各地、 パリ、

ロンドン、アムステルダムなど西方への大旅行、 13歳ではじめてのイタリアへ

の旅、15歳で2度目のイタリア、16歳で3度目のイタ リア、17歳で3度目のウィー

ン、18歳でふたたびのミュンヘン、 21歳でミュンヘン、マンハイム、パリ、 24

歳でみたびのミュンヘンヘ、 25歳からはウィーンに定住し、 27歳で妻とザル

ツブルクヘ婦省旅行、31歳ではじめてのプラハ、33歳でベルリンなど北方旅行、

34歳でフランクフルト、 35歳で披後のプラハ＿。訪I財した大きな都市だけ

を数えてもおよそ30を超え、訪ねた都市、 まち、 村など合計207にのぽる。

・-により、作幽蒙は成長した

神鉱モーツァルトの才能を世に知らせること、そして神が息子に与えた才能

を開花させること。この目的を実現するために父は旅という手段を選んだ。そ

うして始められたモーツァルトの生涯にわたる旅の軌跡は、北はアムステルダ

ムやベルリン、西はロンドン、南はナポリ、 東は現在のスロヴァキアと広範囲

にわたり、主な音楽都市を網羅している。飛行機も自動車もない1時代に、これ

ほど広く 、多岐にわたる旅をした音楽家がほかにいただろうか。

旅の手段は、船も使ったがほとんどが自家用馬車や！訳馬車。道の整備もされ

ておらず、治安も悪かったため、ま さに命掛けのものだった。しかし彼は旅が

自分に音楽家として多くの機会を与えてくれることを知っていたのだ。彼は旅

をこよなく愛したが、旅によって成長した音楽家でもあったのである。
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旅をしない者は（少なくとも芸術や学問にたずさわっ

ているひとたちなら）まったく哀れむぺき存在です。

優れた才能をもった人間がいつも同じ場所に留まって

いたらだめになってしまいます。

モーツァルト

(1778年9月11日パリにて父宛の手紙より）
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モーツァルトの冒険

ウィーン旅行① 第1回ウィーン旅行のハイライト

二
モーツァルトのエピソードにi1:1:;ち、成功に彩られた最初の旅はウ ィーンヘの

旅であった。 25歳でこの地に定住するまでに、モーツァルトは父レーオポルト

に辿れられ3度、この地を旅している。当時 1万6千人のザルツブルクの 10

倍を超える人IIをもつ、 神幽ローマ帝国の首都ウィーンは、多くの文化人や芸

術家の集まる大都会だった。モーツァルトを辿れたミュンヘンヘのはじめての

旅で）成功を確信した父レーオポルトが、次はドイツ語圏蔽大の都rliウィーンで

息チのオ能を知らしめようとしたのは、判然のことだろう。ウィーンは、モーツ 7

ルトが音楽家として華々しくデビューを飾った記念すべき地であった。

-~---・-・函6董秦を理解．す＿る＂＇ とを見分けた

ウィーンに入るためには厳しい税関で時1間のかかる通関手続きをしなければ

ならなかった。6歳のモーツァルトは「その荷物はなんだ？」とl]IJかれると「僕

のヴァイオリンだよ」と上手にメヌエットを弾いた。これに機鎌をよくした税

閲吏により、述やかに通関することができたという。ウィーンに沿くと神筑の

闘はたちまち広まり、早速シェーンブルン宮殿に参上せよとの命令が下る。

、白殿では、モーツァルトが女帝マリア ・テレジアの夫、皇帝フランツ11止を前

にして、有名な宮廷作）Hi家のヴァーゲンザイルに諮めくりをを頼んだというエピ

ソードもあるが、幼いながらも音楽を理解するひとを見分けていt:倉iiiしだろう。1卸
前樅奏の後日、マリア ・テレジアは姉弟の見事なクラヴィーア（ピアノ） の演奏

に喜び、モーツァルトには仮華な畠子の大礼服を、ナンネルには畠女服を贈って

いる。父レーオボルトはこれに感激し、ザルツブルクに戻ると旱述この袋華絢爛

たる礼服をモーツァルトに身につけさせ、記念の肖像画を古かせたのだった。
（→口絵I)

このとき レーオポルトは 100ドゥカーテン （年俸の倍）を賜っているが、神

童の旅のもたらす経済而での成呆を、父に確信させるものだった。
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フランツ 1世、マリア・テレジアと子ともたち

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
冨
険

シェーンブルン宮殿当時ハプスプルク家の離宮として使用されていたシェーンプル

ン宮殿の部屋数は1441にのぽる。ロココ調の装飾が施された
華麗な「鏡の問」で、6歳のモーツァルトは御前演奏をした。

モーツァル ト一家は皇帝夫妻か

ら手厚くもてなされた。伝記作

家ニーメチェクは次のような有

名なエピソードを伝えている。

幼いモーツァルト は宮殷の磨き

抜かれた寄木細工の床の上で転

んでしま った。それをひと りの

皇女が助け起こしてくれた。感

激した彼は彼女を褒めちぎった

が、この親切な呈女こそのちに

フランス国王ルイ 16世の王妃
となるマリー ・アントワネッ ト

だったのだ。この話には尾ひれ

がつき、モーツァル トが彼女に

「大きくなったら結婚してあげ

るよ」と言ったとまで伝えられ

ている。
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モーツァルトの冒険

西方への大旅行 3年半に及んだ大旅行の経路

つづ~-=-一家族rt-o元た旅一行

ドーヴァー洵峡を隔てて、南北に対峙するフランスの首都パリとイギリスの

首都ロンドン。パリは約 70万人、ロン ドンは 100万を超える人口をもった大都

市であった。父レーオポル トは、神童モーツァルトがこれらの大都市で名をあげ、

音楽的にも重要な成果を得られるであろうと、これらふたつの都へと思いを馳

せるのであった。

モーツァルト一家は 1763年、自家用馬車で、パリ、 ロンドン、オランダ、 ド

イツ各地、ベルギーなどをまわる3年半の西方旅行へ出発した。各国の王侯費

族を前に演奏の腕前を披露し、驚嘆させたモーツァルトであったが、それぞれ

の国で音楽的に大いなる刺激を受け、作曲活動を本格的に開始したということ

は重要である。

豪竃五ぢがら7/)影響

当時パリでは、器楽の分野でドイツ系音楽家たちが活躍しており、クラヴィー

ア（ピアノ）演奏ではショーベル トやエソカルトなどがもてはやされていていた。

このときに作曲されたモーツァルトのソナタ (K6 ~ 9)には、 彼らの影牌が

みてとれる。またロンドンで作1U1された最初の交孵曲では、当時この地で活躍

していた大バッハの末子、ク リスティアン ・バッハの影評が顕著にあらわれて

いる。幼くも他人の音楽を自分の作品のなかに消化吸収する術を、モーツァル

トは心得ていたのだ。

旅先でのひとと音楽との出会いは、モーツァルトにと ってかけがえのない財

産となった。とくにこの旅行でのク リスティアン ・バッハとの出会いは、旅に

よってもたらされたもっとも重要な出会いとなった。クリスティアンの明る＜軽

やかな器楽様式は、モーツァルトの作1Jり語法の一部となるほどに、強烈な影牌

を与えている。

.. 往路

~ー一ー 復路

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
冒
険

ヨーロッパ随一の都市、ロンドン
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モーツァルトの冒険

イタリア旅行 栄光に満ちたイタリア旅行

憲礼鷺鳩イタ'!V.Z
1770年、イタ リア旅行中にレーオポルトは馬車の事故に娼い右足に大怪我を

負ってしまう。旅ぱ常に危険と隣合せだった。しかしそうではあってもイタ リ

アを旅するには大きな理由があった。

モーツァル トの生きた時代、 アルプスより北の音楽家にとってイタ リアヘの

悩慨はつよいものであった。音楽家として大成するには、オペラの作1Jl1を抜き

には考えにく いこともあって、オペラ発祥のこの地は、いわば音楽家たちの巡

礼堂地となっていた。ロンドンで親交を結んだク リスティアン・バッハや、バロッ

クの巨匠ヘンデルなど、モーツァル トの先競作1川家たちも、やはりイタ リアを

目指したのであった。モーツァル トは3度この地を旅しているが、作曲家と し

て成功し名をあげることを夢みていた彼にとって、イタ リアはほかの国々とは

また違った特別な謡味をも ていた。

イタリアでのモーツァルトは本場のオペラや歌手のさまざまな個性と能力に

触れ学ぶことも多かったが、器楽の面でも収穫があった。ボローニャでの大音

楽理論家マルティーニ神父との出会いは特箪すべきことで、モーツァル トは師

から対位法などの作rillの指磁を受けることができた。

またこの地への旅にもたくさんのエピソー ドが残されている。有名なのは、

ローマのヴァテイカン宮のシスティーナ礼拝棠を訪れたときのものだろう。

1770年、 1回目のイ タリア旅行の折、父子はここでしか聴けないという秘［廿1《ミ

ゼレーレ》を聴くためにこの礼拝棠へとやってくるが、モーツァルトは一度聴

いただけでこれを槌え、楽諸に忠き上げてしまった。そのローマで教皇ク レメ

ンス l4世から「黄金の軍騎士勲章」を授与され、またボローニャでは由緒あ

第 1回イタリア旅行の経路

往路 .. 

復路 —---•
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ト
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険

るアッカデー ミア ・フィラルモニカに 14歳で入会を認められている。
（→口絵V)

イタ リアの作曲家、音楽理論家。モーツァル トはマ

ルティーニ神父のもとで、古い音楽の技法 （対位法）

を学んだ。神父は深い愛情をも ってこの少年作曲家

を指泊し、ボローニャのアッカデーミア・フィラルモ

ニカの会員になるための試験を受けさせた。（対位

法の技法を用いて作曲をするという試験の結果は、

満場一致でこの少年を会口に推挙するというもの。

会口資格は通常満 20オ以上で、 14歳の少年が入会

することは例外中の例外だった）

3回のイタリア旅行

1769年 12月13日
~ 1771年3月28日1回目

2回目
1771年8月13日
~ 1771年 12月15日

3回目
1772年10月24日
~ 1773年3月13日
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--
ウィーン旅行② 第3回ウィーン旅行のモーツァルト

就職活動は思うようにいかなかったが、故郷宛のレーオポルトの手紙の添え書き

から、皮肉をいいながらも元気に過ごしていた様子がわかる。

1773年7月、17歳のモーツァルトは、父レーオポル トと3度日のウィーン旅

行を試みた。第1回の旅行で、神嵐モーツァル トをおおいにもてはやしたウィー

ン官廷の態度は、第2回、第31111の旅ではだんだんと冷やかなものになていった。

第2回には作曲家たちによる嫉妬によってオペラ上演を阻止されるという事件

が起こり、この3回目の旅行でも、サリエー リ、 ホフマンをはじめ多くの優れ
（→ p116) 

た作l川家がひしめくこの地ではザルップルク出身の青年作1111家が活躍する機会

を掴むのは難しく就職活動も挫折に終った。

しかし、音楽的には前2回以上に大いなる刺激を受けることができ、この短

い旅行は音楽人生に大きな意味をもつことになる。

A'.&!!J. ー・...ゼフ・ハイ応カ漬一秦ど玩uー会い―
当時ウィーンの音楽界ではドイツ各地で盛んであった文学活動 〈シュ トウル

ム ・ ウント • ドラング（疾風怒紺）〉の潮流が音楽の世界でも同時進行していた。

とくにオペラ作曲の大家グルックやヨーゼフ・ハイドンは、それまでの音楽で

は表現しきれなかった、人間の感惰をあらわに1川しだした作品を発表していた。

ザルップルクでの宮廷音楽家としての生活に退屈していたモーツァル トにとっ

て、それは大変刺激的なものであった。ハイドンの弦楽四重奏1JIJは、1760年代

から出版楽諮によってすでにヨーロッパ各地に広まっていたが、モーツァル ト

は3回目に訪れたウィーンでハイドンを手本に6,111の弦楽四重奏!Hiを作tillした。

その8年後にモーツァルトはハイドンと迎命的に面識をもつことになる。

また旅行中、彼はよく姉ナンネルに宛てて父の手紙に添え苦きをつけた。イ

タリア旅行でもそうであったが、それらは1傷気で明るいおしゃべりに終止して

いる。ときにはラテン語、フランス賠、イタ リア柄、 ドイ ツ柄、英諾とめまぐ

るしく変わる手紙も魯いた。どこにいても常にユーモアは忘れなかったようだ。

追伸 ヴォルフガング坊やは手紙を

書いている時間がない。というのは、

何もすることがないのだ。彼は部屋

のなかを歩きまわっているよ。蚤を

とってる犬のようにね。 I 
,..,.s-

1773年9月8日の添え祖き。まるで父親が巴い
たように、客観的に自分をみている。
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ウィーンのミヒャエル広楊とプルク劇場。今回の旅行ではウィーンでの就職活動は失敗に終ったが、のちに
この地に定住したモーツァルトは、プルク）jlj場で数 の々自作品を発表する。
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マンハイム ・パリ旅行 マンハイムの友人たち

スティ

〇 わ―り蒼えぷ訊だちーとの出会い

マンハイムの宮廷は、ヨーロッパ随一の楽団をもっていた。モーツァルトは

ヽトラを「大変立派で強力です」と翡く評価 し、そのダイナミック

な表現法や蔽炎技法から多くのことを学んだ。またここでは、宮廷楽団長クリ

ン・カンナビヒをはじめ索llj'fしい音楽家と親しく交流をもつこともで

ここの人びとはモーツ ァルトのオ能を認めてく

このオー

きた。ザルツ

れたのだった。

,,, ルクと がVヽ、

マンハイムはまた、 21歳の行年モーツ ァルトが行春の思い出を若き女性たち

と紡いだ場所でもあった。彼はここで幾人かの女性たちとの触れ合いを楽しん

だ。カンナビヒの娘ロジーナ ・ペ トロネッラや、フルート奏者ヴェン ドリ ング

の娘エリーザベ ト・ アウグステにill!をつく つてあげたり、アウクスブルクの従

妹マリーア ・アンナ ・テークラ（ベーズレ）へは、たいへんおどけた親しげな

手紙 （ベーズレ内節）の1通Hをここで古いたりした。しかし、そのなかでも
（→ p138) 

写諮師プロンプターの娘アロイージアに対しては本当の恋をするのだった。

賽り滲百簾の成果

1777年9月2311から約1年4カ月にわたるマンハイム ・パリ旅行は、 第一

の目的の就戦活動という而では失敗に終ったが、真剣な恋愛を経験し、パリで

は最愛の/:Jを亡くす悲しみを味わい、人n:1としての巖薇を学ぶ旅となった。

占楽の而でも、大きな彩評を与えられた。パリで作ill」された 〈パリ交郭11J1〉

は素II行しいダイナミズムをもち大好評を1戦し、ほかにも、あくまで優雅でフ―

ンス的な 《フルートとハープのための協奏111,〉、悲しみを秘めた名ill!《イ短調

ピアノ ・ソナタ》や 《ホ短調ヴァイオリン ・ソナタ》、アロイージアに捧げた

リア 〈テッサーリアの人びとよ〉など、数多くの名作がこの旅行中に生みださ

れた。

言雪］
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
旨
険
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ミュンヘン旅行 ミュンヘンでの《偽りの女庭師》初演と仮装舞踏会

ミユンヘジで〇患い出

モーツァルトにと って人生はじめての旅はミュ ンヘンヘの旅だった。3週間

という短い滞在ではあったが、選帝侯マクシミ リアン3世に御前演奏して評判

をとり 、6歳の誕生日はこの地で迎えている。その後モーツァル トは度々ミュ

ンヘンを訪れている。オペラの作曲の依頼を受け、上演したり、滞在中に舞踏

会で楽しく過ごしたりと、この地にはたくさんの思い出ができた。

次のミュンヘン滞在は 1774年 18歳の冬、選帝侯のマクシミリアン3世に依

頼されて作ill:!したオペラ ・ブソファ《偽りの女庭師》の初演のためだった。こ

のオペラは大成功をおさめ、客席からは「万歳マエストロ ！」 の叫び声が評い

たという。また2月中旬までのあいだ、モーツ ァルトは、毎日のように仮装舞

踏会に出席し、 ミュンヘンでの華やかな日々を謳歌したのだった。

彼はマンハイム ・パリ旅行の行き帰りにも ミュンヘンに立ち寄っている。父

レーオポル トに、ザルツブルクヘ戻るよう再三せまられていたが、その前にひ

とりミュンヘンを訪れたのは、アロイージアに会うためだった。しかし彼の愛

は無残にも拒まれてしまう。モーツァル トの失恋の悲しみは、父への手紙のな

かにあらわれている。「僕は生来字が下手ですが、今度ほど下手に紺いたこと

はありません。紺けないのです。 ——侯の心は泣きだしそうなのです」 1778 年、

モーツ ァルト 22歳のことだった。

3回目のミュンヘン旅行は、 1780年 24歳の秋で、選帝侯カール・テーオドー

ルの依頼によ るオペラ《ク レータの王イ ドメネーオ》の上演のためである。こ

のときの旅は厳しく「馬車の椅子は石のように硬く、お尻を ミュ ンヘンにも っ

ていけないのじゃないかと心配したほど」だったとモーツァル トは記している。

一方オペラの方は大成功をおさめたのだった。

152 

ありがたいことです！ ほくのオペラ

は昨日13日に上演されました。これ

は本当にうまくいきました。ママには

説明できないくらいです。第1に劇場

は満員で、たくさんのひとが引き返さ

なければなりませんでした。アリアが

終わるたびにとよめきと拍手、そして

「万歳マエストロ！」の叫ひ＇です。

1775年1月14日 モーツァル
I 

｛偽りの女庭師〉の大成功の様子を、モーツァルト

煎くべき天才モーツァルトのオペラ ・ブッ

ファを聴いた。天才のきらめきがいたると

ころに旧肌ヽ てしヽ たが、 ……まだそれは神々

にとって好ましい香りではない。もは皮が

温室育ち吋硝伝ないかであればもっと

も仰大な作1111家のひと

りとなるにちがいない。
モ
ー
ツ
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ト
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険

1775年2月2日付のレーオポルトの手紙より
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モーツァルトの冒険

プラハ旅行① プラハでの成功

ウィーン時代のモーツァル トは、 1791年の死の年までのあいだに、 3度プラ

ハを旅している。プラハ旅行は自作オペラの上演に関係する旅であった。1787

年1月、 モーツァルト は妻コンスタンツェとともにはじめてプラハを訪れる。 前

年に作IIJJされた《フィガロの結婚》がプラハで圧倒的な人気を得たため、招待

されたのである。プラハのまちは 《フィ ガロ》の話でもちきりだった。モーツ ァ

ルトは 《フイ ガロ》の上演や演奏会で、1000フローリンもの大金を得ることが

できた。このときに初演された交累判l」第38番二長調 (K504)には、のちに 《プ

ラハ》の名がつけられた。

《フィ ガロ》は当時の質族批判、社会批判の要素を含んだオペラだが、プラ

ハでは逆にこのような反体制的な作品が好まれた。とくにプラハの音楽愛好家

たちは、《フィ ガロ》を愛してやまなかった。そ して新作オペラの作曲も依頼さ

れた。

，0―ハのひとたちがオペラ上

演のノウハウを、ウィーンの楽坦ほどには心得てはいなかったためもあり、予

疋よりも遅れている。しかしそれがよい結果を生んだ。もともと皇帝ヨーゼ

2世の妹マ リア ・テレージア皇女が許婚ザクセン公アン トーンをと もない訪問

する際の歓迎用のオペラとして作曲を依頼されたものだったが、死に始まり死

に終わるこのオペラは、祝典用の内容にはそぐわなかったからだ。

10月 14日の祝典用にはプラハ市民のお馴染の《フィガロ》が上演された。

新作は半月遅れ、の 10月29日プラハで初演された。翌年 5月におこなわれた

ウィ ーンでの初演ではかなり冷やかな反応を受けることになったが、この土地

では《フィガロ》を超える熱狂ぶりで大成功をおさめた。
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ドゥーシェク夫妻とベトラムカ荘

プラハのソプラノ歌手、ドゥーシェク夫人 （ヨゼーファ）。モーツァルトとは

1777年以来の知り合い。モーツァルト夫妻がプラハを訪れると、作曲家の夫と

ともにあたたかい配慮をもって迎え入れた。

プラハ郊外にあるベ トラムカ荘。 ドゥーシェ ク夫衷はモーツァルトの

作曲が進むようにと、この閑静な別荘を提供してくれた。〈 ドン・ジョ

ヴァンニ）の作曲はここでつづけられた。
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モーツァルトの冒険

ベルリン旅行

豆佐蒙の
ベルリ ンは、バロック時代の伝統を色濃く残すまちであった。数年前に、ヴァ

ン・スヴィ ーテン男爵を通じて、大バッハやヘンデルをはじめとするバロック

の厳格な対位法の芸術に魅せられ、その作曲技法を完全に身につけていたモー

ツァル トにと って、この旅行はそのバロックの本場を体験する大変印象深い旅

行となった。1789年33歳のモーツァルトはフ リーメイスンの盟友リヒノフスキー

侯爵とベルリンヘ向かったのだった。

ベルリンに到滸すると、王立劇場では1/J、}然にもモーツァル トのオペラ 〈後宮

からの蒋遥》が上演されていた。モーツァルトはお忍びで聴きに入るが、ヴァ

イオ リン奏者が半音間辿って演奏していたため我阪ならず罵声をとばし、正体

が知られてしまったというエビ‘ノードも残されている。

------.... - ~ 璽
リードリヒ ・ヴィルヘルム 2世は、無類の音楽愛好家で、

再廷を訪問した音楽家らに高額な報酬を与えることで知られていた。この旅行

には、現実的には経済状況の悪化を打破すべく国王に謁見するという目的が

あった。このころ妻の脚の病気はかなり重く莫大な般用がかかったため友人へ

借金の申しこみを重ねなければならないほどであったのだ。

ベルリ ンでモーツァル トは国王フ リードリ ヒ・ヴィ ルヘルム2世の御前で演

奏をおこない、チェロを弾きこなす国王のために6曲の弦楽四皿奏,111と、王女

フリーデリーケのためにはやさしい6曲のピアノ ・ソナタを依頼された。それ

は経済的に困窮していた彼にとっては頻ってもないチャンスだった。しかし、

ウィーンに戻った彼にはこれらの依頼すべてを岩き上げる余裕はなかった。妻

の病気で経済状態がさらに悪化し、もっと早く確実に金を工而する方法を考え

ねばならなかったのである。

156 

バロック音楽の故郷、北ドイツヘの旅

モーツァルトが敬愛した大バッハや、その弟子たちが残る北ドイツでは、モーツァ

ルトはあたたかく迎え入れられた。
フリードリヒ ・ヴィルヘルム2世への
謁見許可を求める上申書

ここにモ＿ツァルトと申すものが、リヒノフス

キー侯爵と一緒に、 「国王陛下に自分のオ能を

こ＇披露申し上げたく参上しました。

陛下がお召しくださればただち

にお伺いしたくこ下命を待

ち望んでおります」と申し

立てております。

1789年4月26日

ライプツィヒの臨トーマス教会。
晩年の大パッハはこの教会の合唱長を
つとめ、バロックの最高傑作を数多く生
みだした。それから半世紀以上のちの
1789年4月22日、ここを訪れたモーツァ
ルトはオルガンで即興演奏をおこなった。
そこには大パッハの愛弟子のドーレスも
臨席していたが、音楽著述家のロホリッ
ツによれば、そのドーレスは 「老パッハ
が蘇ったようだ」と語ったという。

モーツァルトはフリードリヒ・ヴィ
ルヘルム2世からかなり好意的に迎
えられ、ベルリン滞在中毎曰のよう

に国王の御前で即興演奏をしなければならなかった。モーツァ
ルトがベルリンに留まるなら相当額の支給をするという申し出
まであったといわれている。前任のフリードリヒ大王の時代に
は大パッハもここを訪れ、傑作〈音楽の捧げ物）を作曲している。

声；，
「ライプツィ ヒ新聞」

1789年5月12El 
本IJ、5)J12日、皇帝国王陛下に仕える現職楽長
のモーツァルト氏が、ライプツィヒの大演奏会楊で
音楽会を開きます。チケッ トは1グルデン、アウエ

ルパッハ館のロス ト氏のところか、会）易の入り目で
購入できます。l):Jiiirは6時。

1111111111111111111111111111111111111 

コンサート・プログラム
皇帝室宮廷楽長モーツァルト氏の音楽会
ゲヴァントハウスのホールにて 1789年5月12日（火）
．直＿ 」第
交誓曲 ピアノ協奏曲
シェーナ（ドゥーシェク夫人）シェーナ（ドゥーシェク夫人）
ピアノ協奏曲 ピアノのための幻想曲
交図曲 交響曲
これらはすべて楽長モーツァルトによる作品です。
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モーツァルトの冒険

プラハ旅行② モーツァルトのプラハ

人生最鶴の簾

1791年秋、ボヘミアの首都プラハでは華々しい祝典が催された。神船ロー

マ皇帝になったレーオポル ト2世がボヘミア下としてプラハで賊冠式をii化すこ

とになったのだ。その祝典のために作1111された、オペラ 〈ティート帝の慈悲〉を

」廿飯するため、モーツァルトは衰のコンスタンツェと弟子のジュースマイヤー

をともないみたびプラハを訪れた。

-•-妃は「お附ll末なできばえのドイツもの」とこのオペラを厳しく評したが、

，.―ハ市民たちは惜しみない拍手を送った。この祝典では、 4年前にこの地で

初横されて大成功をおさめ、いまやプラハの誇りともなった 《ドン ・ジョヴ7

ンニ》も再演された。

家財を抵当に入れてまで決行した前年のフランクフルトヘの旅行は完全に失

敗に終わり、加えてこのころモーツァルトの病気は進行し、体力的にも辛いも

のだった。その彼にとって旅先の聴衆の温かい歓声は、 心のやすらぎをおぼえ

させるものだっただろう。一行は9月の上旬にプラハを発った。しかしこれが

彼の生涯にわたる旅の披後となったのである。死の3カ月前のことだった。

ウィーンでは冷辿されるようになってしまっても、プラハでのモーツァル ト

の名声は衰えることはなかった。プラハは夫妻にとって4年別なまちであり、こ

のまちもまたモーツ ァルトを愛したのだ。モーツァルトの死はすぐにプラハに

伝えられた。夕位の9LI後には作ill!家追悼のための荘厳ミサが執りおこなわれて

いる。その後もプラハの 〈親モーツァルト ・サークル〉の人びとは、モーツァ

ルトの辿族に対してなにかと心造いをしてくれた。最初の独立したモーツァル

ト伝であるニーメチェクの 「宮廷楽長ヴォルフガング ・ゴットリープ ・モーツァ

ルトの生涯』 (1798年刊）が出版されたのもこのプラハの地であった。
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国立劇場（ティル劇場）の内部写真。1786年に （フィ

ガロの結婚〉がプラハ初油で大ヒットとなり、つづく

1787年の歴史に残る 〈ドン・ジョヴァンニ〉の世界

初演で、プラハとモーツァルトのつながりは確固たる

ものとなった。さらに死の年、 1791年には 〈ティー ト

帝の慈悲〉が世界初演されている。

壁ミクラーシュ教会とプラハの街並み。モーツァ

ルトの死後5日後、ウィーンのミヒャエル教会で
はシカネーダーらによる追悼ミサがおこなわれ 書-ゞ

たが、そのあとすぐに追柏の意をあらわしたの

はプラハの街だった。12月14日には、聖ミク

ラーシュ教会にてモーツァルト追悼のための荘

厳ミサがとりおこなわれた。ミサでは晩年にモー

ツァルト夫妻のよき友人でもあった ドゥーシェク

夫人も歌を棒げている。 ~ 
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18世紀の旅の常識
~J-.L ----------- • 一—心~

天才を開花するために

18世紀のヨーロッパでは、道路脆備や馬車の改良などにより、旅をするひ

とが多くなった。旅の目的はさまざまであったが、 勉学のための旅も多かった。

モーツァルトの父も、息子の天才を開花させるためには各地のさまざまな

楽に直接触れさせることが不可欠だと考え、幼い頃から息子を旅に連れていっ

た。モーツァル ト自身も、パリから父に宛てた手紙のなかで 「優れた才能のも

ち主は、いつも同じ土地にいたらだめになります」と翡いている。しかし、と

時の旅は今のように快適ではなく、命の危険さえともなうものであった。

旅は危険と隣り合せ

18世紀の陸路の旅は、徒歩か馬車でおこなわれた。馬車には、自家用馬車、

奸馬車、乗合の駅馬車があった。一般庶民は徒歩のことも多かったが、貴族

や窃裕な市民は自家用馬車が多かった。馬車をもつことは馬も数頭飼うことで

当時の馬車旅行の図
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あり、かなりの経費を必要とした。それでもモーツァル ト家は 1762年の2回H
ゅうがい

の旅行のときに旅先で中古ながら有藍4人乗りの馬車を購入している。当時の

駅，［烏車は無蓋か半蓋のものが多く、駅馬車での冬の旅は健康にも影牌を及ぼ

すほどの耐え難いものであった。多くの旅を計画していたモーツァルトの父は、

息子と家族の健康を考え、息い切って馬車を購入したのであろう。

当時の馬車の乗り心地は悪かった。追路整備がよい国でも、迎路は1111凸の

ある石悩である上、馬車の車輪は木製のものを鉄のベルトで補強したもので

あったため、騒音も振動も相当ひどかった。車輪や馬のトラブルでし馬車が転毅

し、死亡事故さえあったのだ。そのため、車輪の手入れやチェックをこまめに

し、 1廿駅ごとに焉をとり替える必要があった。河川や連河を利）Iiできるときは、

振動のない船旅の方が快適だったようである。

ロンドンのウェストミンスター橋と行き交う船の風景 1770年頃
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旅の備えは万全に

宿も、大都市の宿は快適だったが、 料金が閻＜、モーツァル ト家はできるだ

け買族の節や修道院などに寄砧 している。LI」令の宿では虫に刺されてII艮れな

いこともしばしばで、シーツなどの哀具を持参することも多かった。治安も悪く、

盗賊に襲われて金品や、ときには命までもが邪われることもあった。そのため、

旅人とは親しくせず、旅の目的やいき先などは教えないのが常識であった。銃

の持参や、夜の移動を迎けるなどの配磁も必要だった。さらに、旅に出る1)1jに

辿言~':Cの作成 も奨められた。 当 IIかの旅はそれほどまでに危険なものであったの

だ。それでも旅は重要なものと考え、生涯のおよそ3分の1を旅で過ごしたモー

ツァル ト。無事であったのは、連がよかっただけではなく、 十一分な準備と注

意を払って旅行に臨んだからであった。

1775年ハンブルク製の旅
行のガイドブック
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モーツァルトの旅程図

Part4 

モーツァルトのおもひで
～タイムマシンに乗って～

息子として、夫として、友人として、憧れの先輩とし

て＿。モーツァルトは 18世紀をともに生きた人びと

にも、19世紀の作曲家たちにも、大きな足跡を残した。

彼らにとってモーツァルトヘの思いとは？



18世紀にタイムスリップ

モーツァルトをとりまく人びと モーツァルトの生涯の多彩な登場人物

匹 印
モーツァル トは生涯にわたって数多くの人びとと関わりをもった。彼をとりま

くひとの輪は、家族や栽類はもちろん、友人、知人、作1111家、演奏家、弟子、写

熱家、 出版者、 「岡家、文人、知識人、医者、王侯箕族など、多彩をきわめている。

そのなかには、 一度だけの出会いもあったし、生涯にわたって1紺わりをもったひ

とも、ザルツブルクの家主ハーゲナウアーのように家族ぐるみでつき合いのあ

た人物もいる。コロ レード大司教のようにモーツァル ト自身が婦った存在や彼の

活動を妨害した者、彼を翡く評価してくれたヨーゼフ 2世も、彼の天才を試験し

たバリントンのような学者も、旅先での母の死を父に9、JI らせる役目を頼まれた—•‘

リンガーのような栽友も、度重なる借金の庁lしこみに最後まで応じたプフベルク

のような支援者もいるのだ。そうした多彩な人びととの関わりがモーツァル トの

音楽を翡かなものにしたのである。

.-....... ~ 聾くの人びとによっL~)i―tこ

モーツァルトを幾重にもとりまく多様な人間模様の輪のなかで、彼に大きな彩

評を及ぼした作,u」家だけに限ってみてもその数は駕くほど多い。生地ザルツブル

クの作1111家のなかでは ミヒャエル・ハイドンが重要である。さらに、旅先で影牌

を受けた数多くの作1111家のなかでは、パリのドイ ツ系作11J1家エッカル トやショー

ベル ト、交郭r1J1の創作へと祁いたロンドンのクリスティアン ・バッハや、イタ リ

アのパイシエッロ、ヨンメッリといったオペラ作1111家たち、ボローニャで対位法

を習ったマルティーニ神父、カンナビヒをはじめとするマンハイム宮廷の作曲家

たち。ウィ ーン時代では、ヨーゼフ・ハイドンとスヴィーテン男爵を通じて知った

バロックの巨匠大バッハやヘンデルの影靱であろう。このように、モーツァル トは、

生涯にわたっで常に新しいものを学び、それを自分のものにする努力をすること

によって、その音楽をより戯かなものに詞めていったのである。

マルティーニ神父

., ·c—こ

ヨーゼフ2世

ドゥーシェク夫人

ヴァン・スヴィーテン

ミヒャエル ・ハイドン

クリスティアン・バッハ

サリエーリ

コロレード

グリム
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ヨーゼフ ・ハイドン

ダ・ポンテ
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天才モーツァルトを育て上げた父、
レーオポルト
父 釣な―富廷＿畜二棄竃

モーツァ ルトの父ヨハン ・ゲオルク ・レーオポルト ・モーツァルト (1719~ 

ルクで製本ウクス

87)。天才モーツァル トを111:に送りだした一番の功労者である。彼もまた 18世紀

のザルップルクを代表する音楽家のひとりであった。彼は

師の長男として生まれたが、 18歳のとき大学に人るためにザルツブルクにきた。

しかし結），，｝好きだった音楽の追に進み、 24歳で大司教糾廷楽団ヴァイオリン奏

者となる。作'"'家、音楽教師としても括躍。飯れた音楽理論家でもあった彼は、

息子モーツァルト誕生の年に 18世紀演奏論の名著 「ヴァイオリン教程」を出版、

40歳で副楽長に就任した。このような経歴からわかるように、レーオポルトは知

的で有能な音楽家であった。そんな父であったからこそ、息子の楽オをい

見抜き、その才能をみごとにIJrl花させることができたのだ。

早く

て5歳にな た息子が小品をつく ったとき、父は息子の天才を確信する。以来父

は息子の才能を広く •世のなかに知らしめ、その天才を十二分に IJ f.J花させることが、

自分の使命であると考え、 川意周到な計画のもと、全力で息子の教育にあたる。

まず自 らが音楽のみならず、語学や鈴数などの勉強も教え、さらに多種多様な音

楽的、 社会的経験を秘ませるために、当時の主要な音楽都市への旅行をおこな

た。こうして彼は息子の天才を開花させるのに成功し、使命をみごと朱したので

ある。 しかし、息子が成人すると次第に親千の関係に亀裂が生じ、やがて息了

は父に反旗を翻してウィ ーンに移住、父の反対を判lし切って結婚する。その後

ウィーンを訪れ、息子の活躍を確認できた父ではあったが、娘も結婚 して離れて

ヨハン・ゲオルク・レーオポルト・モーツァルト

しまい、晩年は寂しい生活のなか、67歳でその生涯を終えたのである。
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profile 
・-------------------・ 
: 1719年 アウクスプルクにて誕生

I 1737年 ザルツプルクに移住
＇ , 1743年ザルップルク大司教に
I 
＇ ヴァイオリン奏者として
， 仕える

: 1747年 マリーア・アンナベルトゥ
， ルと結婚

: 1751年 ナンネル誕生 (3男4女
I ? 人の子どもが生まれた
， が、生きのびたのは4子
I 

I ナンネルと末っ子ヴォル
， フガングのふたりだけ）

: 1756年 ヴォルフガング巽生

: 1756年 「ヴァイオリン教程J出版
I 1757年 宮廷作曲家に任命される
I 

, 1758年 次席ヴァイオリン奏者に
I 

I 
任命される

, 1763年副楽畏となる

＇ , （以後息子ヴォルフガン
＇ グの教育に力を注ぐ）
I 

, 1787年 ザルツプルクにて死去
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ナンネルが伝えたレーオポルトの姿

父の7人のfどものうち、娘マリーア ・アンナとこの息fヴォルフ

ガング・ゴッ トリープだけが'I:き残りましたそのため彼はヴァイ
オリンを教えることもm11,することも放棄してしまい、訂廷にU:え

る以外の残りO)ll.ttfl(を、ふたりのfどもたちの教

付のために1iやしましたヴォルフガングが4
歳のとき、父は遊ぴがてらにピアノでいくつ

かのメヌエッ トや小1111を教え始めましたそ

れは父にとっても fどもにとってもなんの
，，•'iにもならなかったのです。

モーツァ ルト の死
後、彼の 「死者小伝J
を執祖すべく貸料の
提供を求めたドイツ
の史家シュ リヒテグ

ロルの質問に対して
姉のナンネルが答え
た文菜には、子ども
たちのために熱心に
教育を施す父の姿が
みえる。
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18世紀にタイムスリップ

モーツァルトに明るさを与えた母、
マリーア・アンナ

董秦的な遺伝子を伝える＿

モーツァル トは顔立ちも性格も間親譲りであるとよくいわれる。確かに肖俊圃

をみると、モーツァルトは父親よりも母親に似ている。また、手紙などの査料か

らみる限り、モーツァルトの天衣無縫で1拗気な性格は、 几帳而で謹厳実直な父親

に似ているとはいい難く、おおらかな低親に通じている。しかし、最も重要なこ

とは、モーツァルトが父親からだけでなく、 ・t:):親からも音楽的辿伝子を譲り受け

ているということである。

母マリーア ・アンナ (1720~ 78)自身に音楽のオ能があ
らないが、ザルツブルク大司教宮廷に仕える地方笠理官であった彼女の父、

りモーツァルトの祖父ヴォルフガング ・ニーコラウス ・ペル トゥルは、若い頃型

たかどうかはわか

ま

ペテロ大修逍院聖歌隊のバス歌手でもあ このだ。

~ 
父の赴任地ザンク ト・ ギルゲンで生まれたマリーア ・アンナは、3歳のときに

父が急逝すると、II)姉 とともにザルップルクに移り住む。その後の器らしぶりも
なれそ

レーオポル ト・モーツァル トとの馴初めも不明だが、 26歳で結婚した。結婚後の

ふたりは、残された手紙を読むと、子供に深い愛情を注ぎ、お互いを思いやる仲

て家族の世話を睦まじい夫姉であったことがわかる。当時、洪は夫に忠実に従

し、家計も夫の管理下でやりくりするのが良要毀舟とされたが、モーツァルトの

月もまさにそんな女性であった。しかし、そんな母が、21歳の息子のマンハイム・

パリ旅行に夫に代わって同行するという大役を担わされることになる。すべて夫

の指示に従って行動すればよかったとはいえ、父から精神的白立をし始めた息ユ

と、それを受け入れることができない夫とのあいだにたち、知り合いもいない旅

先での梢神的負担がどれほど大きかったか計り知れない。気候にも順応できず体

調をiiりした母はパリで病死する。享年57歳であった。
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』マリーア・アンナ・モーツァルト

1775年頃のマリーア ・アンナ

ヨハン・ゲオルク ・モー
ツァルト （製本師）

アンナ・マリーア・
ズルツアー

ヴォルフガング・ニーコラ
ウスベルトゥル（法律家）

エーフ ァ・ロジーナ・
バルバラ・アルトマン

profile 
・--------------------
I 1720年 ザンクト ・ギルゲンにて
I ， 詣生

I 1747年 レーオボルト ・モーツァ
I ， ルトと結婚
I 1751年ナンネル誕生
I 

, 1756年 ヴォルフガング謀生
I 

, 1777年 恵子ヴォルフガングとふ
I たりでマンハイム ・バリ
’ 旅行へ出発
I 

, 1778年バリにて死去
I 
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レーオポルト・モー
ツァルト（音楽家）
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［ 
| ナンネル 1 

|ヴオルフガング 1

（→ p192) 
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18世紀にタイムスリップ

モーツァルトと同じように
音楽のオ能に恵まれた姉、ナンネル
肇やかなt~角代

モーツァル トには姉がひとりいた。その名はマリーア ・アンナ ・ヴァルブルガ・

イグナーツィア (1751~ 1829)。モーツァルトとは4歳半辿い、ナンネルの愛称
で呼ばれていた。実は彼女も幼い頃から楽オを示し、 7歳のときに父がピアノを

教え始めた。上達は目此しかったが、レッスンを始めてま もなく父は息子の類い

稀な楽オに気づき、その教育に歩中になる。それでも少女時代は彼女も弟と一緒

に演奏旅行に出かけてみごとなピアノの演奏を披露し、 神窟姉弟との評判を得て

いた。しかし、 ヴォルフガングのオ能があまりにも稀有なものであったために、

ナンネルはその後次第に表舞台には立たなくなり、家で弟と連弾を楽しんだり、

父のヴァイオリンの伴奏をしたり、ピアノを教えたりするに留まった。

几帳而で思慰深い父親譲りの性格だった姉は父に従順で、自分の附かれた状

況を受け入れ、弟の活躍を見守った。子どもの頃からとても仲のよかった弟はそ

んな姉にピアノ血を料いて贈ったり、旅先から手紙で1111への烈見を求めたりして

いる。しかし、弟が父に背いてウィーンに移住し、父の反対する女性と結婚すると、

姉弟の心は離れていく。母が亡くなったあと父の世話を強いられていた姉は好き

なひととの結婚もままならず、そんな姉に弟はピアノの腕を生かしての自立を勧

める。しかし姉は父に逆らうことはできず、 32歳でようやく父が選んだ5人の子

もちの査産家の官吏と緒婚する。弟とはますます疎遠になり、父の死も知らせな

かった。 姉のかつての恋人から父の死と辿言状のことを知らされた弟は、辿産を

めぐって姉と争うことになる。辿産がどのように処理されたかは不明だが、 その

後姉弟は絶縁状態となる。

弟の死後の姉は生き証人として弟の初期の伝記に貨重な情報を提供する。や

がて夫の死後故郷に戻った姉は盲目 となり、 79歳という裔齢で生涯を終えた。
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マリーア・アンナ・ヴァルフルガ・イクナーツィア（ナンネル）

父のつくってくれた
「ナンネルの練習帳』
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弟ヴォルフガング誕生
音楽の勉強を始める
（少女時代は弟とともに
各国の宮廷で御前演奏を
する）

ベルヒトルト・ツゥ・ゾン
ネンプルクと結婚
ザンクト ・ギルゲンの母
の生家で慕らす
弟の死後、日にBに高ま
るモーツァルトの名声と
ともに、モーツァルトに
関する証言を求められる
ことが多くなる
未亡人となり、ザルツプ
ルクヘ戻ってピアノ教師
として生計をたてる
視力を失う

ザルツプルクにて死去

l l歳のナンネルの肖像。碩近この服は女
帝マリア テレジアから贈られた旦女の
服ではないとされた。
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ナンネルが7歳から 8歳にかけての頃、父レーオボル
トは娘のレッスン用に練習帳 （「ナンネルの練習帳Iと
呼ばれている）をつくってあげた。父はここに商単な
ものから難しいものへと自作を含めて 40曲程の小曲を
序きこみ、娘に実際に弾かせて演奏の練習をさせなが
ら、音楽の理論も教えた。弟のヴォルフガングもこの
練習帳を使って学んだが「1761年1月26日、5歳の
誕生日の前日に夜9時半に30分で学ぶ」という記録が
9き記されているように瞬く間に吸収した。このノート
の空いたページには、幼いヴォルフガングが作曲した
小曲が父親によって苔きこまれている。
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18世紀にタイムスリップ

モーツァルトが終生愛した妻、
コンスタンツェ

コンスタンツェ・モーツァルト

は＊蟻か？

枇界三大悪萩のひとりとまでいわれるモーツァルトの妻コンスタンツェ (1762

~ 1842)。だが、この悪要コンスタンツェ像は後litがつくりだした虚像といって
よい。悪衰か良妻か、実際のところ他人がとやかく議論する!Ill迎ではない。いず

れにせよ、モーツァルトが彼女を終生深く愛していたことは事実なのだ。

モーツァルトが彼女と結婚したのはウィーン移住の翌年、 26歳のときで、彼

女は 20歳。実は彼女は、モーツァルトが22歳のときにマンハイムで失恋した歌

手アロイージアのすぐ下の妹であった。不思賊な縁といおうか、モーツァルトは

ウィ ーンに移住しようとしていたとき、ヴェーバー一家と再会する。ヴェーバー

家はマンハイム宮廷のバス歌手兼劇場プロンプターの父が他界し、母が下宿屋

をして生計をたてていた。さっそくモーツァルトはここに下宿する。アロイージ

アは結婚して外に出ていたが、 三女コンスタンツェと仲よ くなったのである。

ーモーツァルトの漏麿を構揖に残す

結婚を反対する父にモーツァルトは、彼女が美人ではないが、醜くもなく、 心

俊しく毀い女性で、浪費家ではなく、妻としても母としても充分に務めを果せる

女性だといっている。結婚後、夫の仕事は軌道に乗り、幸せな生活を送るが、や

がて夫は借金を抱え、彼女も体調を崩して苦しい生活になる。しかし、夫の死後

の彼女は、ふたりの幼子を抱えて毅然とした態度で生活に臨む。夫の追悼演奏

会併H枇や辿された楽諮の売却などで収入の道を計り、夫の偕金も返済する。そ

の後彼女は再婚したデンマークの外交官ニッセンとともにザルツブルクに移り、

ふたりで前夫の辿産を整理、おそらく不都合なものは処分しながらもその箕瓜な

辿産の大半を後世に辿すことに努めた。また、ニッセンが執節した 「モーツァル

ト伝」を彼の死後刊行してもいる。こうした彼女の努力は高く評価されてよい。

そして、彼女は前夫の没後 50年の翌年、 80歳の利齢で他界する。
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.f(J'J 」 ~、 “
1802年にハンス・ハンゼンが描いたコンスタンツェ

profile ・-------------------・ 
: 1762年 ツェル ・イム・ヴィーゼ
， ンタールにて梃生

: 1777年 マンハイムでモーツァル
， 卜と知り合う

: 1781年 ウィーンのヴェーバ一家
， にモーツァルトが下宿す
I る

: 1782年 モーツァルトと結婚
: 1784年 カール ・トーマス誕生
I 1791年 フランツ・クサーヴァー
') : 誕生

‘’ 
I 1791年末亡人となる
, 1809年ニッセンと再婚
I 

, 1821年 ザルツプルクに移住

: 1826年 ニッセンの死後、妹のソ
， フィー・ハイベルととも
， に暮らす
I 

, 1842年 ザルツプルクにて死去

＇ 

モーツァルトとコンスタンツェの息子たち。右
が13歳のカール・トーマス、左が6歳になるフ
ランツ ・クサーヴァー。モーツァルトとコンスタ
ンツェのあいだには6人の子どもが生まれたが、
生き残ったのはふたりだけだった。末っ子のフ
ランツ・クサーヴァーはヴォルフガング・アマ
デウス ・モーツァルト2世を名乗り、音楽家と
して活動した。作品に佳作も多い。
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18世紀にタイムスリップ

モーツァルトのよきライバル、
サリエーリ

シェファーの戯iJIJとその映画 「アマデウス』によ り、ア ントーニョ ・サリ エー

リ (1750~ 1825)は、モーツァ ルトの天賦のオに嫉妬し、蒋殺した作1ll1家とし

て有名になった。だが、生前のサリエー リはオース トリ アの黄金市民栄脊勲章や

フランスのレジオン ・ドヌール勲章を受けるほどの音楽家であった。

イタリアのレニャーゴ生まれのサリエーリは l6歳のとき、ウィーン宮廷作咄家

ガスマンに才能を見出され、ウィ ーンに移住した。20歳でオペラ界にデビューし

た彼は、瞬く 間にウィーンでもっとも人気のあるオペラ作1JfJ家のひと りとなった。

23歳で師の後任の宮廷作I.Ill家兼イタリア語オペラの楽長、 37歳で宮廷楽長に就

モーツァルトがウ イーンに移住 したとき、サリエー リは宮廷楽長とともにもっ

とも力のある音楽家であった。フリーで、その天才を武器に活躍し始めたモーツァ

ル トを、サリ エー リが意識したことは疑いない。モーツァ ルト も、イタ リア語オ

ペラの作曲家として大活躍のサリエー リを意識したことも確かである。ヨーゼフ

2世もふたりに強い関心を示し、サリ エー リにイタリア語オペラを、モーツァル

トにドイツ語オペラを甜かせて競演させている。しかし、ふたりは敵対関係にあっ

たわけではなく、お互いに評価 しあうよきライバルであった。このことは、モー

ツァル トの妻が、夫亡きあと、息子フランツ ・クサーヴァーをサ リエー リに師事

させていることからも誰測されよ う。だがその一方で、サリエー リによるモーツァ
ささぺ，

ルト需殺のうわさが、すでに彼の存命中に囁かれていたことも事実である。晩年

精神錯乱状態に陥ったサリエーリ自身が告白したともいわれているが、彼の弟子

モシェ レスによれば、師は需殺を否定したとのことである。
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アントーニョ・サリエーリ

profile 

・--------------瓢-... ... ... . : 1750年 レニャーゴにて誕生
I 1766年 ヴェネツィアでガスマン
I 

に音楽ィ的ーなン才ヘ能同を1認めら
れてウ テ

1770年 オベラ （女文士たち家〉とで
早くもオペラ作曲 し
ての名声を確立

1774年 宮廷作曲家兼イタリア ・
オペラ指揮者となる

1788年宮廷楽長に就任 (1824
年までこの地位に留まる）

1804年 この年を最後にオペラを
書かなくなり、後進の指

＇ 
導にあたる

I 1812年 ウィーン楽友協会の設立

＇ に参与
＇ I 1825年 ウィーンにて死去
I 

I 

サリエーリのモーツァルト賛

ふたりはこう言いました。「これがオペラだ。最大の祝祭で、最大の君主たちの前で

上演されるのにふさわしいものだ。これほど美しく、これほど気持ちのいいオペラ

は観たこともない。これから何度も観にくるだろう。」彼は注意深く観て、聴いてい

たが、シンフォニーアから最後の合唱曲まで、彼の口から 「ブラボー」や 「きれい

認；：して力；雰:~ば、雲ごてす。そしてそのような好意を 、'
1791年10月14日 モーツァルト

バーデンの妻に宛てた手紙のなかには、モーツァルトがサリ
エーリと愛弟子の歌手カヴァリエーリを〈腐笛〉に招待した
折に、ふたりが賛辞を惜しまなかった様子が記されている。

豆
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18世紀にタイムスリップ

モーツァルトの生涯の師友、
ハイドン

tむ拉蠣．
古典派音楽の発展の道を開いた巨匠ヨーゼフ・ハイドン (1732~ 1809)。彼は

モーツァルト より 24歳も年上であったが、ふたりは互いに聰敬しあい、堅い友

情で結ばれていた。アイゼンシュタッ トのエステルハージー侯爵家に仕えるハイ

ドンとモーツァルトの最初の出会いがいつだったのかは不明であるが、おそらく

モーツァル トがウイーンに定住してまもなくのこととW:測される。しかし、ザル

ツブルクにはハイドンの5歳遥いの弟ミヒャエルが宮廷音楽家として活躍してお

り、モーツァル トはこの弟と親友関係にあったことから、彼がザルツブルク時代

から兄ハイドンの作品をよく女I]っていたことは疑いない。

モーツァルト とハイドンの関係をも っとも端的に伝えているのは、ハイドンに

献呈された61111の《ハイ ドン四重奏曲》である。ハイドンの《ロシア四重奏曲》（作

品33)に刺激されて閻かれたこの作品は、 モーツァルトがハイドンから得たもの

をいかに自分のものとして発展させていったかを示している。また、初版譜の献

辞からは、モーツァル トが彼をいかに燕敬していたかが伝わってくる。 1787年、
（→ p75) 

出版に先立つ自宅での披露演奏に招かれたハイドンは、ウイーンにきていたモー

ツァル トの父に 「御子息は、私が名実ともども知っているもっとも僻大な作曲家

です。様式感に加えて、この上なく幅広い作曲上の知識をおもちです」と箕賛し

た。l790年の器、彼はロン ドンに旅立つ前日、 モーツァル トと会って別れを惜し

んだという。その1年後、後鮒の死を知ったハイドンは深く悲しみ「100年たっ

ても、 これほどのオ能をふたたび得ることはないだろう」と、モーツァルトを讃

えた。また、追児が然るべき年齢になったとき「1熊伯で私の最大の努力を払って

作Ill]をお教えし、いささかなりとも父親代わりが務まるようにしたい」と、未亡

人コンスタンツェに魯き、友情を示したのである。

ヨーゼフ・ハイドン

ヨーゼフ・ハイドンの肖像画

モーツァルトのハイドンヘの敬意

profile 
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, 1787年
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: 1791年

: 1732年 0ーラウにて誕生
, 1740年 ウィーンのシュテファン
＇ 大聖堂の聖歌隊の一員と

なる
: 1749年 声変わりのため合唱団を

やめ、音楽教師をしなが
ら作曲の勉強をする
エステルハージ一家と
用契約を結ぶ

正楽長となる
プルク劇場の音楽会でお
そらくはじめてモーツァ
ルトと直接知り合う
モーツァルトから 〈ハイ
ドン四重奏曲〉を献呈さ
れる
この年と 1794年に2度
ロンドンにわたり、〈驚
愕交響曲〉〈時計交響曲〉
などを含む 〈ザロモン交
響曲〉を作曲、初演し、
大好評を博す

: 1791年 モーツァルトの死の知ら
， せを受けとる
I 

, 1809年 ウィーンにて死去
葬儀ではモーツァルトの
〈レクイエム〉が演奏され
る

コジェルフがハイドンの弦楽四頂奏Ill!について自

分ならこうは,!fかないとけなすと、モーツァルト

はこう言った。「私もそうです。なぜだかわか

りますか？ あなたや私にはこれほど素l『iし
い考えが思いつかないからです」
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フェルディナン ト・ポールのハイドン伝には
モーツァルトのハイドンヘの諒敬の気持ちをあ
らわしたエビソードが伝えられている。
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19世紀にタイムスリップ

モーツァルトに影響を受けた人びと

と．ュtギE..:::ツーて の音楽
モーツァルトが逝って 10年を経た 19・Ill:紀はじめには、モーツァルトと直接1及）

わりのあった人びともまだ少なからず存命であった。ヨーゼフ ・ハイドン、ミヒャ

エル ・ハイドン、サリエーリ 、クレメンティなどのように泊躍をともにした作軋1

家たちもいた。モーツァルトの全作［山のおよそ3分の1の作i'1111が、はじめて 「モー

ツァル ト作品全梨Jという名のもとにプライトコップフから刊行されたのもこの

頃である。しかし、 社会はフランス り灯命の彩開を受け、戦乱のIIが代であり、そん

な時代に生きたベー トーヴェンはモーツァルト とは辿った開きの新しい音楽を生

みだしていた。やがて社会は質族社会から 市民社会へと変わり、秤楽も古典派

からロマン派の時代へと変わっていく 。そうした時代の移り変わりのなか、モー

ツァル トの行楽は「作大な古典」 として位i荘づけられ、音楽家は勿論のこと、文

人や両家、背学者など、あらゆる 1仕界の人びとの心をさまざまなかたちで捉えて

いくことになった。作1111家だけに限ってもその数は鷲くほど多い。

モーツァル トの活躍を直接知っていたベートーヴェンをはじめ、モーツァルト

を楽謂と演奏を通して知った 19Iせ紀の作llli家たちの多くは、モーツァルトの音

楽へのさまざまな感動を言葉で綴っている。そうした作1111家のなかには、シュー

ベルト、ロ ッシーニ、ベルリ オーズ、ショパン、シューマン、 リスト、ヴァーグナー、

ヴェルディ、プラームス、ビゼー、サン＝サーンス、チャイコフスキー、グリーク、

ヴォルフ、 ドビュッシーなど、オーストリア、 ドイツ、フランス、イタリア、 ロシ

、そして北欧の 19Iii: 紀を代表する作1111家のほとんどが含まれているのである。

19・1_11: 紀の作1111家たちは、 (I分たちがけっして超えることのできないモーツァル

トの音楽を永迫に辿されるべき「古典」として仰ぎ、音楽の理想として讃え、そ

こに音楽の本質を求めようとしたのであった。
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モーツァルトを讃えた 19世紀の作曲家たち

ベートーヴェン

ベルリオーズ

リスト

ブラームス

シューベルト

ショパン

ヴァーグナー

チャイコフスキー

ロッシーニ

シューマン
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ヴェルディ
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ドビュッシー
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19世紀にタイムスリップ

モーツァルトを崇拝した
古典派最後の巨匠、ベー

四 ァルトに懺れ＿て
ハイドン、モーツァルトにつづく古典派最後の巨匠ルー トヴィヒ ・ヴァン・ベー

トーヴェン (1770~ 1827)。彼は、 1792年 lJ月、ハイドンに作曲を学ぶべく、

ボンからウィーンに移住した。モーツァルトの死後1年になろうというときで、

フランス革命具只中の戦乱の時代であった。やがて社会は貸族社会から市民社

会へと大きく変わっていく。そんな革命の時代に作曲家として成長していった

ベー トーヴェンは、思想的にも音楽的にもハイドンやモーツァルトとは大きな述

いをみせていくことになる。それでも、ベー トーヴェンはモーツァルトに深い蒻

敬の念を抱いていた。「つねに私は自分をモーツァル トの大崇拝者のひとりと考

えている。またこれは我が生涯変わることはないだろう」と、彼自身が手紙のな

かで店いている。その彼がウィーンで最初に出版したのは 《フィ ガロの結婚》か

ら主題をとったヴァイオリン変奏曲 (Wo0.40)であった。

トーヴェン

生
道徳主義者ベー トーヴェンは《 ドン・ジョヴァンニ》のよう な内容のオペラを

好まず、フリーメイスンの自由、平等、栂愛という基本理念が象徴的に描かれて

いる 《炭笛》をもっとも裔く評価していた。それは 《英雄交牌曲》や 《第9交聘

1111》などからも明らかなように、彼自身、同じよ うな思想をもっていたからだと

いえよう。彼は 《！競笛》から主題をとって、チェロのための変奏tlllを2曲 （作品

66とWo0.46)翡いている。また彼は、ビアノ協奏1111二短調をこよなく愛し、第

1楽章とフィナー レのカデンツアを古いた。こうした創作を通して彼は、 音楽的

には大きく迎うところがあっても、思想的には通じ合うモーツァルトに敬意をあ

らわそうとしたのであろう。

ベー トーヴェンはモーツァルトの生前に一度だけウィーンを訪ずれている。16

歳だった彼とモーツァル トが実際に会ったかどうかはいまだ不明である。
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ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン

ペートーヴェンの肖倣画

ハイドン

ピアノ・ソナタや弦楽
四重奏曲の書法

晩年の交器曲の構成カ

モーツァルト

《魔笛》の思想

profile 
• ・・ ------------------・ 
: 1770年ポンにて誕生
’ 幼時から父に音楽教育を
I 

I 受ける
: 1784年 ポンの宮廷次席オルガン
， 奏者に就任
: 1787年 勉学のためにウィーンに
， 出るが、母が重病のため
， 短期間で帰国 （このとき
＇ にモーツァルトに出会っ， 
＇ 

たとする説もある）
I 1789年 正オルガン奏者に任命さ
＇ ， れる
: 1792年 ウィーンに出てハイドン
， やサリエーリらに学ぶ
: 1800年 自作品発表会を開き、古
， 典派音楽の伝統の流れを
， 汲んだ作品を発表する
: 1802年耳の疾病が悪化し、絶
I 望にかられてハイリゲン
I ,' ， ノュタットで遺書を置く
, 1803年以降 やがてその苦しみを， 
， 克服し、さまざまな分野
， で創作をつづけ 〈英雄交
， 響曲〉〈運命交響曲〉〈田
＇ 園交響曲〉などの傑作が： 生みだされた
， ＇ 晩年は甥のカールの後見
， 人として苦労し、難聴も
， 極度に悪化する

: 1827年 ウィーンにて死去

＇ 

ベートーヴェン

ハイドンからは自分の様式を形成していく途
上で大きな影器を受けた。一方モーツァルト

の音楽は、本質的なところであまりにも彼独自
のものであったため後世が「伝承する」といっ

た可能性をほとんどもっていなかった。しかし
モーツァルトのとくに 《魔笛》には敬意をあら
わしていた。
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モーツァルトの作品の伝導師、
ブラームス
9宜典漂の伝統のーなかで
バロックや古典派の古い形式のなかで、憂愁の漂う ロマン的色彩の涙｝騒な音

楽をつく り上げた作!Iii家ヨハネス・ブラームス (1833~ 97)。北 ドイツのハンブ

ルクに生まれた彼は、音楽家であった父から音楽の手ほどきを受けたのち、当地

の音楽家マルクスゼンに作1111を師事することになった。この師によって、ブラー

ムスはモーツァルトやベートーヴェンが辿した古典派の音楽へと尊かれたのであ

る。そして彼は、終生とりわけモーツァルトの1雌大さを諮え、敬愛してやまなかっ

た。その気持ちをブラームスはしばしば言業で話っているが、彼にと ってモー

ツァルトがどのような存在であったかを示す有名な言葉がある。「今日では、 私

たちにはもうモーツァル トのように美しくは柑けない。だが、私たちにできるのは、

彼が古いたのと同じくらい純粋に古くよう努めてみることだ」

- . -~--を正しーく伝えたい

・・・-ームスは、敬愛するモーツ ァルトの音楽を後世に正しく伝えるためにも買

献した。彼は、 1877年に 「旧全集』の補巻として刊行された 《レクイエム》の

校訂者でもあるのだ。彼は当時、現ウィーン国立図翌館に保箭されていたモーツァ

ルトの未完の自筆諮と弟子のジュースマイヤーが補箪した楽訊だけを元に、弟

子によって完成された 《レクイエム》を忠実に再現したのである。こうして編ま

れたこの旧全集版の 〈レクイエム》 は、 1965年に 『新全集』 が刊行されるまで、

100年近くにもわたり、《レクイエム》 の普及に貢献することになった。

その彼は、モーツァルトの交孵111」の傑作 《卜短調交孵1111》(KSSO)の自箪諮を

愛蔵していた。この自蛸諮は、プラームスが自作の 《へ短調ビアノ五狐奏l叫1》を

献呈したヘッセン方伯夫人から、その返礼に贈られたものであった。現在この

自鮪諮は、プラームスがウィ ーン移住後の活動のなかで深く閲わることとなった

ウィーン楽友協会に大切に保管されている。
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ヨハネス・フラームス

ブラームスの肖像画

profile 

: 1833年 ハンプルクにて誕生
I 1848年 はじめての公開演奏会を
＇ 開く
＇ 
I 
I 1853年
I 

年

年
8

8

 

6

6

 

8

8

 

1

1

 

I

I

I

I

I

 

シューマン夫妻に出会い
ピアノ演奏と作曲のオ能
を認められる (1856年
のシューマンの死後も、
未亡人となったクララや
子どもたちと終生関わり
をもちつづけた）
ウィーンに本拠を移す
〈ドイツ ・レクイエム〉を
初演

I 

, 1872年 ウィーン楽友教会芸術監
I 

＇ 
歯に就任

, 1876年交翅曲第1番作曲
I 

, 1877年 校訂をおこなったモー
， ツァルトの 〈レクイエム〉： が出版される
I 
I 1878年
I 

ヴァイオリン協奏曲を完
成

以後、ピアノ協奏曲第2
番、交匹曲第3番、交響
曲第4番と、傑作を相次
いで発表する

I 

I 1891年 クラリネット五口奏曲を： 発表
: 1896年 クララの死後目立って健
， 康が悪化する
: 1897年 ウィーンにて死去
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モーツァルトの〈卜短鯛交臨曲〉第2楽迂
の自箪譜の一部。モーツァルトや古典派の
大作曲家たちを敬愛したブラームスは、 ロ
マン派の時代にありながらも ドイツ古典派
の伝統を守った、しっかりとした構成の作
品を発表していた。ロマン派の作曲家のな
かでもっとも古典派に近いと考えられてお
り、「新古典派」と呼ばれることもある。
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19世紀にタイムスリップ ー一、

モーツァルトの音楽とともに
デビューを飾った、ショパン
デビュー・ コシサ＝ートー モーツァルトの変奏曲を

幼い頃モーツァルトの再来として評判となったフレデリック ・フランソワ ・ショ

パン (1810~ 49)。彼はポーランドのワルシャワで、買族出の母からピアノの手

ほどきを受けたのち、 6歳からボヘミア出身の音楽家ジプヌイのもとで本格l依’ ‘

百楽の勉強を始めた。師がとくに好んで用いた教材のひとつがモーツ- 'で

あったと伝えられている。こうしてショパンは幼い頃からモーツァル トの作品に

親しみ、彼の音楽を熱愛していた。そのショパンが、 1829年のウィーンでのデ

ビュー ・コンサートのために選んだ曲が、ほかならぬ《ドン ・ジョヴァンニ》の

《お手をどうぞ》の主題による変奏Ill!なのだ。実はこの変奏1JI」はデビューの2年前、

ショパンが 17歳のときの作品であった。おそらく彼の自信作であったのだろう。

デビュー ・コンサートは各変奏ごとに拍手喝釆を浴びるほどの大成功をおさめ、

変奏ill!は翌年「作品2」として出版されたのである。

- ~ ←ッァ•Jぴとーシ ョ ＜シーの融合――-

ンョパンと同じ年に生まれたロマン派音楽の旗手ローベル ト・ シューマンは、

出版された「作品2」の楽譜をみてその批評をfl¥'き 「諸君、 帽子をとりたまえ、

天才だ」といって絶賛した。この言葉で有名になった批評はまた、シューマンの

批評家としてのデピューを飾るものでもあったのだ。

このモーツァルトの〈ドン ・ジョヴァンニ》の主題による変奏IIりは管弦楽の伴

奏を伴うピアノ変奏IIりで、序奏と 5つの変奏のあと、この主題によるショパンな

らではのポロネーズで結ばれるという作品である。当時の楽堕の超絶技巧好みを

反映した華麗な作品で、モーツァル トの主題を用いてショパン独自の個性的な世

界をくり広げている。こうした作品を2作目で古き、それをデビュー ・コンサー

トでとり上げたショパン。彼は音楽家と してのデビューを、熱愛するモーツァル

トとともに飾りたかったのではないだろうか。

184 

フレデリック・フランソワ・ショバン

死の数力月前に撮影されたショパンの写真

ショバンの葬骰が行われたマドレーヌ
教会。10月30日に行われた葬儀で
は敬愛するモーツァルトの 〈レクイエ
ム）が演奏された。追体はラ ・ペール
＝ラシェーズ硲地に葬られたが、心臓
は彼の希望通り故郷のワルシャワに送
られ、浬十字架教会に安凶された。

profile ・-------------------・ 
: 1810年 ワルシャワにて梃生
， 幼時よリビアノを習い、
I 

I 
大バッハとモーツァルト

， の音楽から大きな影響を
， 与えられる
I 

, 1829年 ウィーンでデピュー
: 1832年 バリでデピュー
: 1836年女流作家ジョルジュ ・サ
， ンドと出会う
: 1838年結核病養のためサンドと
， マジョルカ島に渡り同棲
， するが病気はしだいに悪
I 

I 1ヒ
I 1839年冬はバリ、夏はノアンの
I 

I サンドの別荘で暮らす生
， 活が始まり〈24の前奏曲〉
, 〈バラード第4番〉〈幻想
I 

I 
ポロネーズ〉などの傑作

， が生まれる
: 1847年サンドと別れる
: 1849年バリにて死去
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に――---．----
モーツァルトに憧れつづけた、
チャイコフスキー
0酉洋奮奉と躙罠楽澱Q融合

モーツ ァルトのおよそl111. 紀後に活躍したピョートル ・イリイチ ・チャイ

スキー (1840~ 93)。彼は 19111.-紀後半のロシアを代表する作IHI家のひとりであ
る 。 彼が~L きた IIが代のロシアは畠帝が支配する 西欧化さ れた鉗族社会であった

が、 社会主義を1」指そうとする り％命の時代でもあった。音楽においても、ロシア

の民族的な要素を瓜視するいわゆる国民楽派の音楽家たちの活拙が始まり、設

族社会で好まれた西欧行楽だけを均訊する音楽家たちと対立した。ロシアの音

楽院で学んだチャイコフスキーは、 西欧音楽の伝統を基本としたが、国民楽派の

音楽も受け入れ、民族的な要素を巧みに融合させた独1打の1仕界をつくりだした。

その彼が終生愛しつづけた音楽家、それがモーツァルトなのである。

モーツァル下の音鄭藷＿望＿の迄g
スキーは、碁本的なモーツァルト伝や、当時刊行されたばかりの「Ill

全集」等を愛蔵し、 〈フィガロの結婚〉をロシア語に翻訳している。そんな彼は、

およそ3年をかけ、 47歳のときに、管弦楽のための組rill第4番 〈モーツ

;'ーナ〉（作品61)を完成した。この作品で用いられたモーツァルトの1111は、当

時はまだほとんど知られていないilllばかりであるが、こうした1111を敢えて選ぶこ

ルティ

ピョートル・イリイチ・チャイコフスキー

とによって、彼は人びとにモーツ ルトの魅力をより深く認識して欲しいと刷っ

たのであ う。そして、この'"'の成功をき かけに、彼はおよそ 10年にも及ん

だスランプから抜けだすことができたのだった。

チャイコ スキーは、モーツァル トを愛してやまない理由について「時代の子

として烈気消沈していて、精神的に病的」な自分が、「天性の生のよろこびが表

現されているモーツァル トの音楽に、安らぎと慰めとを求めていればこそである」

と語っている。 革命のII叡い時代に牛きたチャイコ

ツァル トの音楽は彼の心の慰めであり、希望の光であったのだ。

スキーにと って、明るいモー

profile ・-------------------・ 
: 1840年 ウラル地方ヴォトキンス
， クにて誕生
: 1854年 母親が亡くなり大きな打
， 撃を受ける

: 1859年法務省に勤務する
: 1861年 アントン・ルーピンシュ
， タインが開設した音楽教
I 室に入る

: 1863年 法務省の職を辞して音楽
， に専念

: 1866年 モスクワ音楽院で教え始
， める

: 1876年 未亡人ナジェジダ・フォ
， ン・メックから財政的な

I 
＇ 援助を受け始める
, 1877年 アントニーナ・ミリュコ
I 

I 
バとの結婚が失敗に終

， り、精神的痛手を負う

: 1877年 プライトコップフ・ウント・
， ヘルテル社の 「モーツァ
， ルト全集」（「旧全集」）の
＇ 
＇ 

刊行が開始
, 1887年 〈モーツァルティアーナ〉
＇ I 完成

, 1893年交響曲第6番 〈悲愴初
I 

I 
演の9日後、サンクトペ

， テルプルクにて死去

《モーツァルティアーナ》にこめられたモーツァルトヘの思い

1883年のチャイコフスキーの写

第1楽章 第2楽章 第3楽章 第4楽章
ジーグ メヌエット 祈り 主題と変奏

モ 〈小ジーグ〉 〈メヌエッ ト〈アヴェ・ヴェルム・コルプ グルックの 〈メッカの巡礼者

社↓ B 
(K574) ニ長調〉 ス〉(K618) たち〉のアリエッタ〈船民が

(K355) （リストがこの曲と 〈ミゼ 思うは〉による十の変奏曲
レーレ｝とをあわせて改編 (K455) 

の卜 つ した 〈システィーナ礼拝堂

gt.: にて〉を素材にしている）

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
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も
ひ
で

1
タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
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〈モーツァルティアーナ〉に使われた素材はモーツァルトの膨大な作品のなかの、当時はまだ有名
でない小品ばかり。しかしそれらは小さくても美しい作品だった。チャイコフスキーはこれらの曲
を少しでも多くのひとに知ってもらいたかったのかもしれない。
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モーツァルトの恋
三)~~-1...1.Cう＿ ぅ

たくさんの女友だち

モーツァルトは恋多き男性であった、といわれることが多い。それを裂づけ

る証拠のように、よ く引用される手紙の一文がある。「ぽくが冗談をいったす

べてのひとと結婚しなくてはならないとすれば、少なくとも 200人の妻をもた

なくてはならないでしょう」。これは、モーツァルトがウィーン移住後まもなく、

コンスタンツェとの結婚のうわさを耳にした父からの手紙への返信のなかで瞥

いたものである。確かにこの一文は、彼が多くの女性とつき合いがあったこと

を示しているが、多くの女性と恋に落ちたという印象は与えない。モーツァル

トは、「愛している」とか「結婚しよう」などと軽く冗談を飛ばしながらも分

別をもって、楽しく女性とつき合っていたと理解できよう。

モーツァルトの心を捉えた女性たち

モーツァル トが出会った数多くの女性のなかには、どんなかたちであるかは

188 

わからないにせよ、彼の心を捉えたことが確かな女性も多い。音楽的才能に惹

かれた女性としては、失恋したアロイージア ・ヴェーバー、 ドゥーシェク夫人、

ボンデイーニ、ニクラス、バラニウス、ストレース、コルテッ リーニ、ラスキ、ブッ

サーニ夫人、ゴットリープ、カヴァリエーリなどの歌手、ピアニス トのジュナミ、

やパラディス、ヴァイオリニストのスト リナザッキなどがいる。その多くは作

品を捧げられたり、オペラの初演歌手に起用されたり、演奏会で彼と共演して

いる。ローザ・カンナビヒやヴェン ドリ ング丹娘など、友人の要や妹、あるい

はプロイヤー嬢、アウエルンハンマー嬢、トラッ トナー夫人、ホーフデーメル

夫人といった弟子のなかにも作品を捧げられた女性も多い。さらに、 トゥーン

伯爵夫人、ハッツフェル ト伯爵夫人、ヴァルト シュテッテン男爵夫人などの後

援者や、駄洒落やスカ トロジックな表現で有名な 「ベーズレ祁簡」 を饗かせた

従妹のアンナ・マリーア ・テークラ ・モーツァル トもいる。これらの女性たちの

←モーツァルトと交流のあった歌
手たち

左／チェレステ・コルテッリーニ
中／ナンシー•ストレース（（フィ
ガロの結婚）初演でスザンナ役を
担当）
右／ヘンリエッテ •パラニウス（ベ

ルリンでの 〈後宮からの奪遠）で
ブロンデ役を担当）

アンナ・マリーア・テークラ・モーツァルト
（通称ペーズレ くいとこちゃん〉）
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なかにはモーツァル トとの深い関係が囁かれる者も少なくない。

本当に愛した女性は？

モーツァル トが恋をした女性、と断言できるのは、失恋したアロイージアと、

その妹で彼が結婚したコンスタンツェだけであるといえよう。ほかの女性との

深い関係を示す手紙や査料は、炭が処分したとIftiJ!IJする者もいる。しかし、ア

ロイージアに失恋後、作1111家としては彼女の活動を支えつづけても、彼女への

恋を再燃させたことはなかったことをみれば、モーツァルトは理性をもって女

性とつき合っていたといえるのではなかろうか。彼が恋をし、終生変わらぬ愛

を捧げた女性は裂コンスタンツェただひとりだったのである。
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付録

もっと知りたい！モーツァルト

モーツァルトのおじいさんは製本師！？ モーツァル

トの作曲料はどのくらい？ モーツァルトの死因は

150種類もあるの！？ ケッヘル番号ってなに？



モーツァルトの家系 芸術的な才能はこ先祖様からの贈り物

‘’’‘ 9モーツァルトの父方の祖先に音楽家はいなかった
モーツァルトという姓は 14世紀まで遡ることができる。ドイツのシュヴァーベ

ン地方に多いが、モーツァルト家の直接の祖先は、ハイムベルクで農夫をしてい

たエンドリス・モッツハルト(?~ 1485/86)であるといわれている。モッツハル

トMotzhart家は、エンドリスの孫の時代から移住を重ね、エンドリスの7代後に

なるダーフィト (1620頃~85)がアウクスプルクに移住し、ここで代々工匠とし

て名を成すことになるモーツァルト一族の基盤を築いた。このダーフィ トがモー

ツァル トの父レーオポルトの位祖父にあたり、姓もここからモーツァルト Mozart

と綴られるようになる。レーオポルトの曽祖父と祖父フランツ (1649~ 94)は建

築師、父ヨハン • ゲオルク ( 1 679 ~ 1736)は杓代に美しい装丁をほどこす製本師、

また叔父フランツ (1681~ 1732)は彫像師であり、一族に音楽家はひとりもおらず、

レーオポルトが最初の音楽家である。

‘’’‘ 9直系の子孫は残らす
モーツァルトの父レーオポルトはザルップルクに出たのをきっかけに一族では

じめて音楽家になり、ザルップルクとウイーンのモーツァルト家は3代にわた

てつづく音楽家一族に変身した。祖先の建築師、製本師、彫像師は、いずれも美的・

芸術的感党が要求される芸術家であり、そうした芸術家としての素質が父から息

子に、さらには孫へと受け継がれたのであろう。

モーツァル トの生きながらえたふたりの息子のうち、次男カール・トーマス (1784

~ 1 858) は ミラノで役人になるが、 4 男 フランツ ・ クサーヴァー • モーツァル ト ( 1 79 1

~ 1844)は音楽家となった。ピアニス トとして1憂れ、声楽と器楽の両ジャンルに
佳1111を書いているが、生前も死後も、父の名声に毅われ、最近まで忘れられた存

在であった。モーツァルトのふたりの息子はどちらも生涯独身であったため、こ

のふたりの死をもってモーツァルトの直系のJfll統は絶えてしまったのである。

ミヒャエル・パウアー
織師

(1622-98以後）

マリーア・ドロテア・
パウアー
(1672 -1742) 

アンナ・マリーア ・ス＇ルツァー
(1696 ~ 1766) 

（→ p169) 
I 

マリーア・アンナ・ペルトゥル
(1720 ~ 78) 

コンスタンツェ ・ヴェーバー
(1763 ~ 1842) 

アンナ ・ランゲネク
(1596以前-1636
/41頃）

マリア ・ネーゲラー
(1622頃~97)

アンナ・ヘラー
(1656 / 57頃～
1716) 

エンドリス・モッツハルト
澳夫

(7-1485 / 86) 

ヨハン・ゲオルク ・モーツァルト
製本師 (1679 ~ 1736) 

ヨハン・ゲオルク・レーオボ
ルト・モーツァルト
音楽家 (1719 ~ 87) 

マリーア・アンナ ・ヴァルブルガ・イグ
ナーツィア・モーツァルト （ナンネル）

(1751 -1827) 

ヨハネス ・クリュ‘ノストムス・ヴォルフ
ガングス・テオーフィルス（アマデウス）・
モーツァルト 音楽家 (1756-91) 

カール・トーマス ・モーツァルト
役人 (1784 ~ 1858) 

フランツ・クサーヴァー ・モーツァルト
音楽家 (1791 ~ 1844) 

も
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モーツァルトの肖像 モーツァルトの真正な肖像画 （→口絵）

も‘モーツァルトはどんな姿をしていたのか
宜真がまだなかったモーツァルトの時代には、 ¥Lil絵や彩絵、浮彫や彫刻などの

肖俊が人びとの実像を伝える手段として用いられていた。モーツァルトの場合も、

彼の容姿、容貌をわれわれに伝えてくれるのはそうした肖像である。

¥...1:1モーツァルトとして伝えられている肖像は非常に多いが、そのなかにはす

でにモーツァルトではないと結論づけられているものや、真偽が定かでない肖像、

さらにはクラフ ト作の有名な袖絵のように兵正な肖像を基にして後祉の画家が描

いたものもある。しかし、モーツァルトを直接モデルとして描いた真正な肖像は、

群像画も含めて 12~ 13点であるといわれている。これらの肖像には池絵、蝋製

浮彫、 象牙製細密画、影絵などさまざまな種類があるが、いずれも描かれた頃

のモーツァルトの容貌を伝えてくれる貸直な査料となっている。

g真正な肖像画には共通の特徴
真正とされる肖像のなかからとりわけ有名なものを年齢順に見てみよう。最初

に描かれたのはロレンツォーニによるtill絵で、大礼服を滸て誇らしげな顔をした

7歳のモーツァルトの容姿を映しだしている。伝ダッラ・ローザの袖絵 「ヴェロー

ナのモーツァルトJは14歳、作者不詳のrrli絵 「黄金の軍騎士勲章をつけたモー

ツァルトjは21歳、ランゲによる未完の有名な柚絵「ピアノに向かうモーツァルトj

とシュ トックによる銀尖箪素描は33歳のモーツァルトを抽いたもので、 これらの

肖像を比較すると、年齢によって少しずつ変わっていく容貌とともに、目綽立ち

や顔立ちなど、共通する特徴もみてとることができる。

真正とされるモーツァル トの肖像は、 どれもが互いにあまり似ていないという

印象を語るものも少なくない。だが、画家によって描かれる肖像に、写兵のよう

な正確性がないのは当然のことであり、それゆえ、偽の肖像がモーツァル トの肖

像と主張され信じられることもありうるのを忘れてはならない。

ロレンツォーニ
「大礼服を沼たモーツァルト」
(1763年、油彩）

左．作者不。
「苗金の軍騎士勲内をつけ
たモーツァルト」
(1777年、油彩）

→右：ダッラ・クローチェ
「モーツァルト一家の肖像」
(1780~81年油彩）

カルモンテル 「父子3人の奏楽図J
(1763年、水彩）
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ランゲ 「ピアノに向かうモー シュトック
ツァルト」（未完） 「モーツァルト」
(1789年頃、油彩） (1789年、銀尖m索描）

伝ダッラ• ローザ
「ヴェローナのモーツァルトJ
(1770年、油彩）

クラフトによる肖依画
(1819年、ダッラクローチェ「モー
ツァルト一家の肖像」に基づく油彩）

モ
ーツ
ァ
ル
ト

194 195 



モーツァルトの家計

"'' C: 3000グルデンにものぼる惜金？！
モーツァル トが晩年、 おそらく 1788年頃から、富裕な崩人でフ リーメイスン

の盟友であったプフベルクをはじめ、友人や知人に借金を重ねたことはよく 知ら

れている。亡くなるおよそ3週11¥J前には北 ドイツ旅行をともにしたリヒノフスキー

伯爵がおこした借金返済の裁判の判決がくだり、 1,435グルデン（フ ロリ ーン）

32クロイツ ァー (1グルデンは現在の日本のおよそ 1万円に相当）の支払いを命

じられている。モーツァル トが亡くなったとき、 借金は少なくとも 800グルデン、

一説では 3,000グルデン以上あったという。こうした晩年の多額の借金は、か

ては、モーツァルトのウィ ーンでの人気がしだいに落ち、 収入が檄減したことに

よるとされてきた。 しかし、現在では、モーツァルトはウィ ーン時代を通 してか

なり高額の収入があったことが明らかになっているのだ。

‘’’’ 9実は高所得者だったモーツァルト
モーツァルトのウ イーン時代の年収は記録として残っているものだけを計算し

ても平均して 1,889グルデンで、一番少なかった 1786年でさえ 756グルデン、も

とも多かった 1791年には、なんと 3,725グルデンもあったのだ。さらに実際には

記録に残らないレッスン料や演奏会収益、楽譜出版の報酬などもあったことは明

らかである。当時のウィーンでは 500グルデンの年収があればlヤ産階級の人ひと

りが十分に生活でき、患者 2,000人を収容できるウィーン総合病院の院長の年収

が3,000グルデンであったことをみれば、モーツァル トは亡くなるまで相当高額

の収入を得ていたことが理解できよう。

これほどの収入がありながら多額の借金生活に陥ってしま った原因がどこに

あったのか、現在でもはっき りしたことはわからない謎のひとつである。賭け事

にお金を使ったとする説もあるが、貫族社会と関わる仕事が多かったために衣装

代や交際骰に多額のお金が必要であったと考えるのが自然であろう。

モーツァルトの収入

作曲料

1782年 〈後宮からの奪遠〉ウィーン初演作曲料 425グルデン

1785年 〈ハイドン四重奏曲〉6曲出版 450グルデン

1785年 〈後宮からの奪還〉再演料 132グルデン

1786年 〈フィガロの結婚〉ウィ ーン初演作曲料 450グルデン

1787年 〈ドン・ジョ ヴァンニ〉プラハ初演作曲料 450グルデン

1787年 〈ドン・ジョ ヴァンニ〉ウィーン初演料 225グルデン

1790年 〈コシ・ファン ・トウッテ〉ウィーン初演作曲料 900グルデン

1791年 〈ティー ト帝の慈悲）プラハ初演作曲料 900グルデン

1791年 〈レクイエム〉作曲料前金 225グルデン

その他の収入の例 （記録にある一部）

1781年～ピアノのレッスン料 月12回でひと り27クルデン

1781年 クレメ ンティとのピアノ競演 200グルデン

1785年 ピアノ協奏曲ハ長調 (K467)の演奏会 559グルデン

1788年～ ウィ ーンの宮廷作曲家として 年俸800グルデン

, 
当時のウィーンの通貨

ドゥカーテン＝金貨

グルデン（フローリン）＝鐵貨

クロイツァー＝鋼貨

1ドゥカーテン=4.5グルデン

1グルデン=60クロイツァー

2グルデン=1ターラー

3クロイツァー=1グロッシェン

ヽ ノ
* 1グルデン＝約10,000円

c;>---
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モーツァルトの死因 モーツァルトの死に際

‘’’‘ 150種類も考えられたモーツァルトの死因
モーツァル トの晩年の経済困窮の原因とともに、 いまだあきらかになっていな

いのがモーツァルトの死因である。型シュテファン大型雌の死者名節に検死結
々＜りゅうしんわっ

呆として記された死囚は「忽性衆粒疹熱」である。 しかしモーツ ァル トの、急逝

は、その死因についてさまざまな）l衣測を生むこととなった。死後i:りもない頃から

現在に至るまで、提唱された夕じ因の数はなんと 150にもなるという。そのなかで

もっとも多いのば）酋死説で、主な説としてはリウマチ熱からくる心不全、あるい
しはん

はシェーンライン ・ヘノッホ （紫斑病）症候群の併発症である腎臓病の悪化によ
しゃItつ

る腎不全があげられるが、今I」では当時一般的であったi窃血が死を旱めたとの説

が布））である。そのほか梅甜治療のために）JI支）IJした水銀中甜説や、死の 44H前

に食べた トンカツが十分火が通っていなかったために寄生虫に感染したという）I應

説もあるが、病死説以外でとりわけ布名なのが「覇殺説」であろう。

‘’’‘ 毒殺説の真相は？

モーツ ァルト蒋殺説は、すでに彼が亡くなった直後からささやかれ、はやくも

その年の大晦IIにはベルリンの新間に「死後、辿体が腿れ上がったことから、奇

殺されたのではないかと息われたほどだった」と報じられているのである。その

犯人としても っとも疑われたのがサリエー リであることはいうまでもない。 しか

しサリエーリのほかにも、モーツァルトが亡くなった翌日、 装に剃刀で大怪我を

させて白殺したフ リーメイスン盟友のホーフデーメルがモーツ ァルト と痰とのI紺

係を疑って批殺したとする説や、フ リーメイスン謀殺説まである。 しかし、これ

らの説はいずれも）l慈測の域をでることはない。

モーツァルトの急逝を十廿しむ気持ちがさまざまな死因説を生みだす原因であ

り、今後も新説珍説が発表される可能性がある。 しかし、最後の頃の病状に

いての記録や証詈だけから死因を特定することは今となっては不11f能である。

彼は私に呼びかけました，「ああ、よかった。ゾフィー

がここにいてくれて。今夜はここにいて、ぼくの死ぬ

のを見ててくれなきゃいけないよJ.私はそんな話をや
めさせようとしましたが、彼は言うのです。「舌の上に

はもう死人の味がするんた君が残ってくれなかったら、
~ 

いったい誰が最愛のコンスタンツェの助けになってく

れるんだいJ.
医者のグロセット（クロセット）ば漣分探して、やっと

劇場で見つかりました。けれと芝居が終るまで待って

いなければなりませんでした。彼はやってくると、モー

ツァルトの燃えるような額に冷湿布を処方しました。

これは彼に大きなショックを与えました。息を引きとる

まで、もう意識は戻らなかったのです。すぐに美術陳

列館からミュラーがやってきて、彼の青白い死に顔を

石膏に型どりました．

1825年4月7日 ノ`フィー

モーツァルトの碩期をむ取った

妹ゾフィー・ハイブルは、姉

コンスタンツェと再婚相手の

ニッセンに宛てた手紙のなかで`
彼の臨終の様子を詳しくf.'.}き

綴つている。モーツァルトの死

の30年以上ものちに11:iかれた

手紙には、当時の印象が生々 し

く話られている。
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モーツァルトのお墓 第3等の葬儀とは？

‘’’‘ Q18世紀の慣例に従ったモーツァルトのお葬式
1791年 12月5日午前0時55分にこの世を去ったモーツァル トの珍財義は、翌

6日午後3時から聖シュテファン大型拡において奏楽のつかない第3等でおこな

われ、最後の祝福を受けたモーツァルトの辿骸は、おそらくは当日、市門外の堂

マルクス蒻地に運ばれ、 その共同溢穴に翌7日に埋葬された。珍財義に参列した

親族や関係者たちは、市門のひとつシュ トゥーベン トールのところで辿骸を見送

り、埋葬は蒻堀人だけでおこなわれており、実際の埋葬場所は確定しがたい。そ

のため、親族や当時の関係者に対して後世から厳しい非難が浴びせられることと

なった。確かに、 1787年に亡くなった当時の有名な作曲家グルックが個墓なのに

モーツァルトが共同蒻穴というのは、後世の我々からすれば納得しがたいことで

はある。しかし、当時のウィーンでは、 一般市民の葬儀は埋葬が共同墓穴となる

第3等がもっとも多かったし、親族や関係者が墓地まで同行したり、埋葬に立ち

会ったりするのは例外的であった。

‘’’‘ 9死後 100年後につくられたモーツァルトのお墓
19世紀になるとモーツァルトの墓がないことを悲しむ声が嵩まり、埋葬場所の

調査がおこなわれた。そして、 1859年、 堂マルクス墓地の、モーツァルトが埋

葬されたと椎測される場所に記念像が建てられ、ようやくお墓がつくられたので

ある。この記念像は 1891年、没後 100年の命日にウィーン中央墓地の一角〈音

楽家名脊墓地32a〉に移された。そのため、堂マルクス墓地のお墓には 1900年、〈嘆

きの天使〉の墓碑が建てられ、現在にいたっている。
（→ p135) 

ところで、1801年に墓堀人によって墓からとりだされたというモーツァルトの

ものとされる頭蓋骨は、その真偽についての決箔をつけるべく、生誕250年を記

念して、ザルップルクのモーツ ァルト家の墓に眠る追骨とのDNA鑑定がおこな

われた。その結果は、モーツァルトのものとは断定しがたいというものであった。
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i」帝ヨーゼフ2世に／るウィー:の葬骰規定 ('782年のウィーンの政府刊行物より）
第 3等の葬儀 (1782年1月25日付葬祭典礼規定）

後世のひとたちには冷たいものに思われた第3等の葬儀埋葬も、

当時の市民にとってはこ争く普通の扱いのものだった。モーツァルト

第3等 の葬儀の費用は、ヴァン ・スヴィーテン男爵が引き受けている。

最小の葬送者をともなう

撞鐘料 1グルデン

墓地の墓所使用料 1グルデン

遺体を祝別する司祭に 1グルデン

柩衣および付属の十字架像または聖堂像使用料 1グルデン

ミサの侍者および聖堂雇い人に 30クロイツァー

棺かつぎ人夫4人に （含外套代） 2グルデン

童子4人に（含聖衣代） 24クロイツァー

カンテラ使用料 1グルデン 20クロイツァー

墓掘人に 30クロイツァー

十字架奉持者に 12クロイツァー
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モーツァルト、 ふたつの全集 モーツァルト研究の流れ

"'' 9最初の包括的な作品全集 「旧全集J
ケッヘルによる 「モーツァルト全作品主題年代順目録jの刊行から15年を経

た1877年、モーツァルトの最初の包括的な批判的校訂版作品全集であるいわゆ

る「旧モーツァルト全集」の刊行が始められた。当時はまだケ；；ヘルの作品目録

に含まれる全 6261U1中、出版されていたのはおよそ 63パーセン トという状況で

あったが、この ［旧全集」には、モーツァルトのほとんどすべての作品が収録さ

れることになった。28年の年月をかけて 1905年に完結した 「旧全集Jは、ケソ

ヘルが作品目録の口頭で試みたジャンル区分にしたがい、 全作品を23部門に分

類して収録している。 各部門ではケ ッヘル番号順に曲が収録され、 順番に番—口

が付されたが、この番号は、たとえば交靭1ll1第40番 卜短調という ように、ジャ

ては現在でも用いられている。ンルによ

‘’’‘ 9モーツァルト研究の集大成 「新全集」
19世紀末から20世紀にかけてモーツァルト演奏および研究の拠り所となった

『旧モーツァルト全集」であったが、新しい査科や新しい曲の発見などによ て

「ケッヘル作品目録」 が改訂を余儀なく されたように、「旧全集」も改訂が必要と

なった。こうしてモーツァルト生誕200年の前年 1955年の誕生日に、いわゆる「新

モーツァルト全集」の刊行が開始されたのである。没後 200年の 1991年に補巻

を除く本巻の完結をみた 「新全集jは、 20世紀の賀料研究の成果を踏まえて刊

行されてきたもので、補巻には、 当時の5線紙の透かし研究の巻や第跡研究の巻、

当時の一次的な記録データを集めた費科梨の巻や図像集の巻、 さらには現在準

仙が進められているいわゆる「新ケッヘル」の巻なども含まれている。この 「新

全集」の一塚として「モーツァルト也筒全集」（全7巻）も刊行されている。

長いあいだ使用されてきた「旧全集」に代わって、近年ようやく「新全集」が

演奏の基本賽料となってきている。

竺

[

[

[
↓
-

1828年

「モーツァルト伝J

コンスタンツェの第二の夫ニッセンがモーツァルトの手
紙その他の貸料をもとに編集。モーツァルト研究最初期
の大がかりな伝記として名高い。

1829年

（モーツァルト巡礼〉

ロンドンの音楽出版者ノヴェロが、モーツァルトの生地
ザルツブルクやウィーンで、妥や息子、姉などの親族や
ァロイージアなどゆかりのひとたちから思い出話を聞
き、日記に也き残した。その一部は1830年代の音楽
雑誌に掲載された。

1841年

〈大聖堂音楽協会並び

にモーツァルテウム〉

現在の国際モーツァルテウム財団の前身。合唱を中心と
する音楽教育やモーツァルト研究の本拠地となる。

生誕 100年を記念して刊行。モーツァルトの生涯と
1856-59年 芸術について頁料の徹底的な研究をまとめたもの。後
「モーツァルト」全4巻世のモーツァルトに対する奈敬行為の典型的な記念碑

となる。

1862年

「モーツァルト全作品
主題年代順目録」

モ
ー
ツァ
ル
ト

当時知られていたモーツァルトの作品626曲に番
つけて便宜を計ったもの。（一・次ページ参照）

を

.. , 
i• 醤/1,~

1877 ~ 1905年 「旧モーツァルト全集J
ヤーンやケッヘルの研究をふまえてつくられた全集。「新全集」が刊行
されるまでモーツァルトの演奏実践のもっとも重要な拠り所となる。

1955 ~ 91年 「新モーツァルト全集」
「1日全集j以降の研究成果をとり入れて、 130巻
（本体）にわたる全集が刊行された。現在ではモー
ツァルト研究や演奏の基本頁料となっている。
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ケッヘル番号ノウハウ ケッヘル初版の目録への訂正

, .. , 
9モーツァルトの作品を年代順に整理したケッヘル
モーツァルトの作品を示すとき、頭に 「k」または 「KV」を

れる番号がある。これが「ケッヘル番号」で、1専物学者で熱烈なモーツァルト愛

けて必ず用いら

好家であったルートヴィヒ ・ ォン ・ケッヘルが 1862年に出版した 「モーツァル

ト全作品主題年代順目録」に収録された曲に付された番号である。オリジナル査

料の調査結果をもとに、その時点で確認済の 626曲を作1111年代順に番号をつけ

た（散失または未完の作品、編1Jt1、疑作、偽作は補辿におかれ、 KAnh Iのよう

に記載）。「ケッヘル作品目録Jは、その曲と確認できる作品や楽章の冒頭楽諮 （イ

ンシピッ ト）数小節、編成、作曲年月日、 自箪諮の所在、 初版譜やその他の版

注釈、文献等の＇ ／胄報を網羅している。
, .. , 
9ケッヘル番号はタイトルの一部
rヶッヘル作品目録Jの刊行後、作曲年代の椎定に大きな移動が生じたIIJJや新
発見の曲、さらには偽作と判明した曲もあるなど、多くの訂正が必要とな た。

その結果 l937年のアルフレート・アイ ンシュタ イン編 「改町第3版Jと、l964

年の 「改訂第6版jで大幅な番号の訂正がおこなわれた。改訂版では、初版番

、コを基本とし、作JIJJ年代が移動した作品には初版番号と、初版番号にアル

トを付した改訂番号の両方を付す二璽番号制が採られ （〈ハフナー・セレナード〉

K250は第6版ではK6248bの番号をもち、 K250(248b)と記される）、 初版番号の

あいだにおかれた（《ハフナー ・セレナード〉はK248とK249のあいだ）。新たに

ベッ

加えられた作品には改訂番号のみが与えられ、初版番号のあいだの当該箇所に

おかれた。しかし、その後も作品の発見や、作曲年代の訂正は づいており、現

K1メヌエット

K18交響曲変ホ長鯛 ＿

K626《レクイエム》

＇ 

鴫

初版ではモーツァルトの最初の作品とされてい
たが、現在では後年のものとされるにいたった。
一説では1764年のもの。その後これより以前
に書かれた作品が追加され (K61a~ 1d)現
在では、炉1aが最初の作品とされている。

K350《モーツァルトの子守歌》-++rモーツァルトの作品ではなく、ペルンハルト・
フリースの作品だと推定されている。

未完ながら最後の作品として 〈K626〉と最後
のケッヘル番号がつけられたが、全作品数は
この数をはるかに越えている。

在新たな作品目録の作成が試みられている。いずれにせよ、「ケッヘル初版番号」

はモーツァル トの作品を確認する上で欠かせない重要な意味をもつ番号なのだ。

音楽における構想の独自性、豊かさ、飛躍、 激烈さ、

旋律の優美さ、親密さ、力、和声の快い響きと斬新

さ、完成された劇的性格描写、音楽的構築への深

い知識と随所に支配する節度といったものが、永続

する名声を要求する権利を作曲家に与えている限り、

WAモーツァルトの名の不朽性について心配する

必要はないだろう。

rモーツァルト全作品主迎年代順目録J
序文より

モ
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ト
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付属CD収録曲・演奏家リスト

1交避曲第1番 変ホ長胴 K16より第2楽迂 4:53 u ニコラス・ウォー ド（指揮）、 ノーザン室内菅弦楽団
2交醤曲第31番 二長閣 K297(バリ）より第3楽迂 3:49 
パリー・ワーズワース （指揮）、 カペラ ・イストロボリ ターナ

3交聾曲第 40番卜短開 K550より第1楽章 7:31 
パリー・ワース＇ワース （指揮）、 カペラ ・イストロポリターナ

4交姻曲第 41番ハ長即 K551(ジュピター〉より第4楽迂 9:28 
パリー ・ワ＿ズワース（指揮）、 カペラ・イス トロポリタ＿ナ

5セレナ＿ドニ長間 K320(ボス トホルン）より第6楽章 4:47 
マルティン ・トゥルノフスキー （指揮）、 カペラ ・イストロボリターナ

6セレナードハ短開 K388〈ナハ トムジーク〉より第1楽章 7:54 
オスロ・フィルハ＿モニー ・ウィンド ・ソロイスツ

7セレナード ト長関 K525(アイネ・クライネ・ナハ トムジーク〉より第1楽慈 5:51 
ヴォルフガング・ソポ トカ（指揮）、 カベラ ・イストロボリターナ

8ヴァイオリン協奏曲第5番イ長期 K219〈トルコ風〉より第3楽京 9:22 
西崎崇子 （ヴァイオリン）、スティ＿ヴン ・ガンゼンハウザー （指揮）、カペラ・イス トロボリタ＿ナ

9フルートとハープのための協奏曲ハ長罰 K299より第2楽章 7:32 
J. ヴァレク（フルート）、 H.ミューレローヴァ（ハープ）、 Rエトリンガー（指揮）、
カペラ ・イストロポリターナ

10ビアノ協奏曲二短間 K466より第1楽荘 14:08 
イェネ ・ヤン ドー（ピアノ）、アン ドラーシュ ・リゲティ （指揮）、 コントゥス ・ハンガリクス

Total Time 75:15 

2, 1 l~');, 苓：ば巴夜ー曲¢芝呼ネkり2責~ i 翌;;~ナ：：1(指揮）、 ウィーン ・モーツァルト・ アカデミー

206 

2ヴァイオリン・ソナタホ短胴 K304より第1楽括 6:38 
西崎崇子 （ヴァイオリン）、 イェネ ・ヤンドー （ピアノ）

3ピアノ・ソナタ変口長調 K333より第1楽渚 7:30 
イェネ ・ヤンドー （ピアノ）

4弦楽四重奏曲ハ長関 K465〈不協和音〉より第1楽迂 10:49 
エーデル弦楽四田奏団

5弦楽五重奏曲卜短謂 K516より第4楽程 10:14 
エーデル弦楽四田奏団、ヤーノシュ ・フェヘールヴァーリ （ヴィオラ）

6オペラ （クレータの王イ ドメネーオ）K366より序曲 4:46 
パリー・ワーズワース （指揮）、 カペラ ・イス トロポリターナ

7オベラ 〈フィガロの結婚）K492より「もう飛ぶまいぞ、この蝶々」 3:56 
N. デ ・カロリス（パイトン）、 P.G.モランディ （指揮）、 ハンガリー固立歌劇場管弦楽団

8オペラ （涸笛）K620より「地獄の復讐がわが心に煮えかえる」 2:59 
ヘレン・クォン （ソプラノ）、 M ハラーラス（指揮）、プダベス ト・ ファイロニー管弦楽団

9〈戴冠式ミサ）ハ長鯛 K317より（アニュス・デイ〉 6:25 
J. ヴィル トナー（指揮）、 コシツェ・ティーチャーズ ・クワイア、カメラータ ・カッソヴィア

10 (レクイエム〉二短謂 K626より 〈ラクリモサ） 3:19 
ステニク ・コシュラー（指揮）、スロヴァキア・フィルハーモニー菅弦楽団・合唱団

Total Time 63.51 

主な参考文献

「アマデウスー モーツァルトとサリエーリ」 海老澤敵ほか著 サントリー株式会社 1987年

「音楽の手帖ーモーツァルト」 青土社 1981年

「超越の響き」 海老澤敏著 小学館 1999年

「人間モーツァルト」 海老澤敏ほか編 岩波書店 1991年 （〔モーツァルト〕1) 

「モーツァルトJミシェル・バルティ著 海老澤敏監修 忘野優訳 創元社 1999年（「知の再発見」双書04)

「モーツァルト 改訂J海老澤敏著音楽之友社 1986年

「モーツァルト研究ノートJ海老澤敏著 音楽之友社 1973年 （〔モーツァルト叢書） 1) 

「モーツァルト事輿J海老澤敏 • 吉田泰輔監修 東京書筋 1991年

rモーツァルト事輿J冬樹社 1982年

「モーツァルト書簡全纂J全6券 海老澤敏・ 高橋英郎編訳 白水社 1976 ~ 2001年

「モーツァルト像の軌躊（上）（下）」 海老澤敏著 音楽之友社 1977年 （〔モーツァルト叢書） 9、10)

rモーツァルトと女性Jカローラ ・ペルモンテ著 海老澤敏 ・栗原雪代共訳 音楽之友社

1974年 （（モーツァルト叢害〕 4) 

「モーツァルトの音と言葉J海老澤敏ほか編 岩波書店 1991年 （（モーツァルト） 3) 

「モーツァルトの現在」 海老澤敏ほか編 岩波書店 1991年 （（モーツァルト） 4) 

「モーツァルトの生渥」 海老澤敏著 白水社 1984年

rモーツァルトの旅J全5巻 海老澤敏 .R. アンガーミュラー文 音楽之友社 1991 ~ 1992年

「モーツァルト—没後 200 年記念J 海老沢敏ほか著 サントリー株式会社 1991年

「モーツァルトを聴く」 海老澤敏著 岩波書店 1983年

「モーツァルト 1」 音楽之友社 1993年 （作曲家別名曲解説ライブラリー13)

「モーツァルト11」 音楽之友社 1994年 （作曲家別名曲解説ライブラリー14)

「歴史の中のモーツァルト」 海老澤敏ほか編 岩波書店 1991年 （（モーツァルト）2) 
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海老澤 敏 （えびさわびん）

東京大学文学部美学美術史学科卒業、同大学院修了。現在、日本モーツァルト研究所所長、 新国立

劇場オベラ研修所所長、日本モーツァルト協会会長、ザルツブルク国際モーツァルテウム財団名誉財

団員、同財団モーツァルト研究所所長、ポローニャ王立音楽アカデミー名誉会員、国立音楽大学元学長・

理車長 ・学園長、 新国立劇場前理事長。著書に 「モーツァルトの生涯J(白水社）、 「超越の響き」（小
学館）、 「モーツァルトを聴く」、「変貌するモーツァルトJ(以上岩波書店）、訳書に 「モーツァルト書簡
全集」（全6巻、共編訳、白水社）、「ルソー全集」（全 12巻、音楽論、 白水社）など多数。

〔本書の監修および、Part1を執銃〕

葉山真理 （はやままり）

Mary Colby School卒業、桑沢テザイン研究所研究科卒業、日本脚本家連盟、日本放送作家協会、日

本音楽著作権協会の正会日。第48回大阪フェスティパル井上道義指揮オペラ物語 「ブリリアン ト・

モーツァルトJ脚本を担当。共著 「NHK毎日モーツァルト」（物語 「永遠のモーツァルト」）(NHK出版）。
（本書 Part2、3を執筆〕

渡辺千栄子 （わたなぺちえこ）

国立音楽大学音楽学部楽理科卒業、 同大学院修了。現在、日本モーツァルト研究所所員、国立音楽

大学付属高等学校講師。共著に 「モーツァルト全集J(小学館）、「モーツァルト事典」（東京書籍）な
どがある。

〔本書 Part4、コラム、 付録を執筆〕
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